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　私も素直すなおな人間ではありませんし、もしかしたらそういった性格は師匠ししょうたるフラン先生から引き継いでしまったものなのかもしれません。

　私も彼女も互いに一緒に旅をしましょう、などと口にすることは決してなく、けれど同じ方向へとほうきを飛ばしていました。

　小さく身を寄せる木々がぽつりぽつりと生えているだけの平原はどこまでも続いているように見えます。緑はさながら海のように広がり、波のようにたゆたい、涼すずしげな風の音はどこからともなく訪れては私たちの間をすり抜けていきます。

　こんな景色がいつまでも続けばいいのに──なんて思いを巡らせながら、私はただただ風の音に耳を傾けていました。

「イレイナ」

　そんな折に、フラン先生は言いました。

　いつもの優しげな笑みを浮かべながら。

「ちょっとお腹なかすいてきません？　私そういえば朝から何も食べてないのですけど。ああもう何でもいいから食べたい気分なのですけれども。お腹、すいていません？　ちょっと休憩しません？」


「…………」



　風情もくそもないことを言いました。

　ため息がでてしまいます。「では雑草でも食べていればいいじゃないですか」

「おやおや。私が雑草なんて食べるわけないではないですか。私を誰だと思っているのですか？」

「私の師匠のフラン先生です」

「そう。あなたの師匠のフラン先生です。ところで弟子でしというものは普段のお礼として師匠にはご飯をご馳走ちそうするものではないでしょうか」

「何を仰おっしゃっているのかよく分かりませんが」

「世の常識です」

　ほうほう私の知らない世界の常識ですね。

「とにかく今はイレイナに奢おごってもらいたい気分なのですよ」

「気まぐれで随分ずいぶんと無茶なことを言いますね……」

　まあせっかく久々に会ったのですし、料理をご馳走するくらいは訳ないのですけれども。

「何かご馳走してくれません？」

　しつこいですねこの師匠。

　私は嘆息たんそく交じりに、

「いいですよ」

　同時に少し笑いながら答えました。「この辺りに食べられるものがあるなら、ですけれども」

　私たちは旅の途中。

　見渡す限り草か木しかありません。口に放り込めるものがあるとしてもその辺に生えてる雑草か木の実くらいなもの。

　雑草料理がご所望しょもうなのでしょうか。先生はいつからゲテモノ好きになってしまわれたというのでしょうか。

「うふふ」先生は私の言葉にさながら『待ってました』とでも言うように、不敵に笑みを浮かべました。

「言いましたね？　ご馳走すると言いましたね？」

「言いましたが」

　それが何か。

「ではご馳走してもらいましょう」

「先生、この辺りには何もありませんが」

　草か花か木の実だけで料理屋さんなんてどこにもありません。奢ろうにも財布を出すべき場所がありませんし、調理しようにも材料がまともにありません。

　しかし先生は、自信たっぷりに言うのでした。

「いえいえイレイナ、周りをよく見てください。草があり、花があり、木の実があるでしょう？」


「…………」



「これさえあれば十分ですよ」


「…………」



　先生はいつからゲテモノ好きになってしまわれたのでしょうか。




　いえいえ本当にこの先に美味おいしいお店があるんですよ。本当なんですよ。私がイレイナに噓うそを語ったことが今までで一度でもありましたか？　ないでしょう？　え、ある……？　いえ覚えていませんね……ないはずですが？　少なくとも私はそう記憶しています。ないですありません。ともかく本当に美味しいお店があるんですよ……！

　などと。

　先生は嫌がる私を強引に引き連れ、道中で何度となく木の実やら花やら草やらおおよそ何のために必要なのかもわからない代物を強引に私のポケットに突っ込みながら小さな林の中を進みました。

「……こんなところに料理店があるとは思えないんですけど」

「あります。あるんです。とっておきの穴場が」

　言いながら先生は、「ほら、あそこを見てください」と指差します。

　それから何本かの木々をくぐった頃のことです。


「…………」



　一つ建物がありました。確かにありました。

　恐らく大昔にどなたかが別荘として使っていたお家うちなのでしょう。木造りの壁や天井てんじょうのいたるところが傷んでいて、お店というよりはただの民家といった印象を受けました。ついでに言うならばあまりにもボロボロすぎるゆえに廃屋はいおくのようにしか見えませんでした。

　どう見てもお店のようには見えませんでした。

　しかし入り口には看板が一つ、立てられていたのです。

　曰いわく。

『巨人の調理場』

　などと。


「…………」



　私は先生を見やりました。「あの、ここ、大丈夫ですか？」

「大丈夫です。このお店、年中無休で営業していますから。今日もほら、『営業中』って書いてあるでしょう？」

「休んだほうがいい気がしますけど……」

　いえ私が心配するまでもなく今にでも倒れそうな勢いにまみれていますけれども。本当に大丈夫ですか？

「隠れ家的なお店なのですよ、ここ」

「というよりまんま隠れ家ですよね」

「こういうお店が見かけによらず美味しいものなのですよ。穴場というものです」

「穴場すぎて人の気配すらないんですけど……」

「でも味は確かですよ」

　言いながらぐいぐいと先生は「さあ、入りましょう？　本当に美味しいですよ？　後悔しませんから！　さあ」と強引に私を中へと引き連れます。


「…………」



　嫌な予感しかしませんね……。





○






　しかし実はこの巨人の調理場たるお店は、汚らしいのは外見だけで中は結構綺麗きれいでこだわっていたりするのではないでしょうか。そうなのではないでしょうか。

　などとほんの少し期待した私でしたが、外見にこだわる気のないお店が中身だけ整えているなどということはなく、中も普通にボロボロでした。

　そもそも扉をくぐったところで店主の姿すらありませんでした。

『ようこそ巨人の調理場へ。お疲れのことでしょう。履物はきものをお脱ぎになってください』

　入り口の向こうは小部屋になっており、扉に文字が刻きざまれているだけ。

　なるほどこのお店では靴くつを脱ぐのがマナーのようです。そういった文化の国は今までも何度か訪れていますから、特にこれといって抵抗はありませんでした。私と先生は揃そろって靴を脱ぎ、傍かたわらにあった靴箱にポイと突っ込みます。

　さあ、それでは穴場の美味しい料理とやらを堪能たんのうするとしましょう──。

『当店ではお召し物が汚れる可能性がございます。荷物は置いてご入店ください。上着と帽子ぼうしは万一に備えてお脱ぎになってください』

　しかし扉を抜けた先にも店主はおらず、ただ壁にハンガーが掛けてあるだけ。

「先生これは」

「郷ごうに入っては郷に従したがえということです。このお店独自のルールに従うこととしましょう」

　言いながら既すでに先生は上着を脱いでいました。

「……はあ」

　ルールというのならば、まあ従いましょう。一体なにゆえに扉をいくつも用意しているのかさっぱりわかりませんが。

　上着と帽子を揃って脱いだところで私たちは目の前の扉を開きました。

　けれど。

『大変申し訳ございませんが当店は匂においに気を配っております。次の扉を開く前に一度、香水をかけてくださいませ』

　みすぼらしいお店の外観に似合わず店主はどうやら随分と神経質なお方のようです。

　扉の先には台が一つ置いてあり、『ご自由にどうぞ』とラベルを張られた香水が置いてありました。

「先生これは」

「郷に入っては郷に従えということです」

「……またですか」

　ぷしゅ、と先生は慣れた手つきで香水を振りかけます。果物くだもののような甘い香りが漂ただよいました。一体いつになったら料理にありつけるのかとやきもきしている私に反して先生はひどく落ち着いていて、これではどちらが食事に誘ったのやら分かったものではありません。

　というか。

「先生、あらかじめ聞いておきたいんですけど」

「はい」

「ここって最終的には私たちが巨人に調理されるとかそういうコンセプトのお店じゃないですよね」

「うふふ」

「笑って誤魔化ごまかさないでくれますか」

　じとりと目を細める私に、先生は笑います。

「それは次の扉を開いたら分かりますよ──」

　言いながら先生は扉を開きます。

　私は少々警戒しながら、先生の後に続きました。

　靴を脱がされ、上着を脱がされ、荷物をはぎ取られたうえに何やら妙な匂いを身体につけられ、はてこの後は一体何を注文されてしまうのでしょうか？

　実のところ嫌々ながらも、認めたくはありませんが、このおかしなお店に少々興味がわいてきていた私でした。


「…………」



　が、どうやらこのお店は常に私の裏をかいてくるようです。

　扉を開いた先には新たな小部屋がある──なんてことはなく、ごく普通にテーブルがありました。

　要するにお店の中についてしまったのです。

「お待たせしましたイレイナ。ここが巨人の調理場ですよ」

　うふふ、と笑うフラン先生。

　しかし店内は驚くほど静かでした。挨拶あいさつも何もありません。ただただ静まり返っていました。

　そもそも。

「あの、店主の姿が見えませんが」

　狭い店内には向かい合わせになった椅子いすとテーブルと、奥のほうにキッチンがあるだけ。お店というよりはごく一般的な民家にしか見えませんでした。

　もしかしたら私たちが来たことは既に店主は知り得ているのでしょうか。テーブルの上に私たち二人のためにクッキーが置いてありました。

「先生これは」

　椅子に座りながら凝視ぎょうししました。お皿の上に綺麗に並べられたクッキーはそのどれもが四角くて細長い、変な形の代物だったのです。

「それはお通しですね」さらりと答えながら先生は私の向かい側に座りました。

「はあ……」なんだかよく分かりませんがどうやらこのお店は巨人が人間を調理するためのお店──というわけではないようです。「ところで肝心かんじんの巨人の姿が見当たりませんが」

　私はクッキーを手に取り、ぱきりと折りながら言いました。


「…………っ」けれど先生は何かを答えるわけでもなく、ただ口元に手を添そえて震えるばかり。



「……どうしたんですか？」

「……いえ、なんでも……っ」

「……はあ」

　ぽりぽりとクッキーを嚙かみながら私はただただ様子のおかしい先生に首をかしげるのみでした。

「それで、巨人はいずこに？」

　再び私がそのように問いかけると、先生は、

「巨人なら、もういますよ」

　と、息を整えたのちに答えるのでした。





●






　先日の戦闘により心神しんしん喪失そうしつに陥おちいったリーシャに代わり、本日付けで私が記録係を担当することになった。

　記録係の仕事も楽ではない。常に巨人との戦闘を書き記すために最前線にいなければならないのだから。リーシャの心が折れてしまったことも決して責めるつもりはない。この仕事に就くことになったその瞬間から、記録係は常に精神をすり減らすことを余儀よぎなくされるのだ。

　ゆえに弱音を吐くわけにはいかない。

　それに私のような新入りよりも、我々がここを拠点としたその日から常に巨人との戦闘に身をささげている兵士長こそが本当は一番辛つらいはずだ。

「記録係の仕事はもう慣れたか？　エーカ」

　兵士長は先の巨人との戦闘から復旧しつつある砦とりでを見渡しながら私を見やる。いつもの凛りんとした強い女性らしい顔つきは健在だ。

「兵士長」

「何かな」

「本日付けで記録係になったばかりなので慣れたもクソもないです」

「口が悪いぞエーカ」

「生まれつきです。慣れてください」

「慣れるまで時間がかかりそうだな……」

「記録係の仕事も同様です」

　時間をかけて慣れていくしかない。

　もっとも、それは慣れるまで何の問題もなく時間が流れてくれれば、の話ではあるが。

「兵士長！　大変です！」

　砦防衛のために周囲を監視していた兵士が血相を変えて現れたのは、そのときのことだった。嫌な予感がした。

「……どうした」

　兵士長が顔色を変えた。空気が突如として張り詰める。監視の兵は息を整える間もなく、告げた。

「巨人が我が砦に侵入しました！」

　私がこの仕事に慣れる暇ひまも、兵士長が私との仲を深める余裕もないことを、告げた。

「何だと……！　馬鹿ばかな、早すぎる……！　まだ前回の襲撃を受けてから一週間も経たっていないのだぞ！」

　先日も我々の砦に巨人が侵入してきた。戦闘中にリーシャがおかしくなってしまったために記録には残っていないが、その被害は相当なものであったと聞いている。

　まだ前回の傷は癒いえていないというのに、敵が来た。

　その衝撃は相当なものであった。

「敵の特徴は」

　兵士長はしかし冷静だった。「早急に対処するぞ。敵はどんな奴やつだ」

「それが……」監視はためらいながら答えた。「前回の奴です……」

「……何だと？」

「前回襲撃してきた黒髪の巨人が、再び攻めてきました……！」

「なるほど……報復ということか」

「それだけではありません！」

　監視は再び声を荒あららげた。

　そしてわずかに顔を強張こわばらせる兵士長に、恐るべき真実を告げるのであった。

「仲間を連れています……！」

「何……？」

　聞き取れなかったわけではないだろう。信じられなかったのだ。

「今回は仲間を引き連れています……！　灰色の髪をした女の巨人が隣にいます！」

　巨人が一度に二体来る。それは私が記憶している限りでも初めてのことであった。そのうえ、一体は前記録係の心を壊した恐るべき黒い悪魔（俗称）である。

「なるほど……どうやらあの悪魔は我々を本気で潰つぶすつもりらしいな……」

　あくまで平静を装う兵士長。しかしその頰ほおに一筋の汗が流れていることを、私は確かに記録した。




　我々の砦には対巨人用に幾重いくえにも罠わなが張られている。これは長きにわたる巨人との戦闘の中で我々が独自に編み出した戦闘手段である。

　我々の戦術は常に進化しているのだ。

『ようこそ巨人の調理場へ。お疲れのことでしょう。履物をお脱ぎになってください』

　まず最初の扉を開いた先には、履物を脱がせるために罠が仕掛けてある。巨人どもは我々の丁寧ていねいな言葉に騙だまされてうっかり靴を脱ぐのである。

　今回もやはり脱いでいた。

「ククク……学習能力のない悪魔だ。今回も素直に脱いだな……！」

　悪魔二体がそれぞれ靴を脱いだことを遠巻きに確認すると、兵士長は表情を緩ゆるめた。第一の作戦は成功である。

『当店ではお召し物が汚れる可能性がございます。荷物は置いてご入店ください。上着と帽子は万一に備えてお脱ぎになってください』

　巨人相手に最も恐れるべきは身を包んでいる服の分厚さである。一体どのような技術を以もってしてあのような服を作り出しているのかは定かではないが、邪魔になることだけは間違いない。ゆえに砦に入る前に服を脱ぐよう誘導しているのだ。

　学習能力のない黒髪の巨人はまたしてもこの誘導に乗り、仲間の灰色の髪の巨人もそれに倣ならった。巨人は図体ずうたいの割に知能は我々に大きく劣おとるのだ。

『大変申し訳ございませんが当店は匂いに気を配っております。次の扉を開く前に一度、香水をかけてくださいませ』

　次に通る扉にはそのように書かれているが、これも当然、作戦である。連中は鼻がよく利く。我々の気配を匂いで感じ取ることがあるのだ。

　香水をかけさせるのは匂いを誤魔化ごまかす狙いがある。

「今回の戦は完勝間違いなしですね、兵士長」

　兵士長の見事な作戦にはただただ感服するのみだった。これほどまでに完璧な作戦が立てられているのならば、この度の戦いでは必ずや勝利をつかむことができる──私はそう確信した。

「……油断はするなよ、エーカ」兵士長の顔色はしかし曇くもっていた。「私は前回の戦の傷を忘れてはいない」

　そのときだった。


「ね、ねえ……兵士長……！　へいしちょぉ……」




　前記録係のリーシャが背後からぬるりと現れた。「葉っぱ頂戴ちょうだい……、葉っぱ頂戴よぉ！　私、アレがないともうダメなのよぉ……！」



　兵士長にすがりつくリーシャは禁断症状を催もよおしていた。

　前回の戦いから彼女は変わってしまった。来る日も来る日も葉っぱを求めるばかり。ただの葉っぱ中毒者に成り下がってしまっていたのだ。

　これが長く戦場に身を捧ささげ続けた記録係の末路である。私は背筋がぞわりと凍り付くのを感じた。

「ええい離せ！」リーシャを引きはがす兵士長。「……いいかエーカ。我々の戦いはいつも不測の事態がつきものだ。油断だけはするな」

　それは言外げんがいに『心してかからなければこうなるぞ』と脅しているようにも見えた。

　しかし果たして本当に問題などあるのであろうか？　砦に入ってきた二体の巨人は兵士長の策の中で踊らされているようにしか私には見えなかった。

　現に砦の中に入ってきた今も、彼女らは何も疑うことなく、席についた。

　それが我々と巨人の戦闘開始の合図とも知らず、座った。

「総員、かかれ！」

　兵士長の合図とともに兵士たちが武器を手に取り、突撃をする──短期決戦であり総力戦である。これも兵士長の作戦であった。

　今の我々に長期間戦闘を続ける体力は、ない。

　ゆえに即時戦闘に持ち込み、巨人を追い払う必要があったのだ。

　しかし。

「兵士長！　大変です！　武器がありません！」

「なんだと！」

　武器を収めているはずの倉庫には何もなかった。もぬけの殻からである。

「大変です兵士長！　我々の武器がなぜか巨人たちのテーブルに置いてあります！」

「なんだと！」

　なぜ今まで気づかなかったのだろうか。

　テーブルの上に普通に我々の武器が放置されていた。

「一体誰だあんなところに置いた馬鹿者は！」苛いら立だちから声を荒らげる兵士長。

「えへへ……」笑うリーシャ。

「貴様かあああああああああああああっ！」胸倉をつかむ兵士長。


「ちょっ……兵士長、落ち着いてください……！」



　今にも殴なぐり掛かりそうな勢いであった。私はあわてて兵士長に後ろから抱きついて止めようとしたが、「なんて愚かな真似まねをしてくれたのだ、貴様は！　もう！」ぽかぽかと小さなおててで兵士長はリーシャを激しく殴打おうだした。

「えへ、えへへ……」

　書き洩もらしていたがリーシャは近頃マゾヒズムに傾倒している。これは決して葉っぱのせいではない。元々である。

「兵士長大変です！」

「今度はなんだ！」

　叫ぶ兵士長。もはや冷静だった彼女はどこにもいない。

「あれを見てください！」

　兵士の一人が指を差す。そこには我々が対峙たいじすべき敵──巨人の姿があった。

　我々が大事にとっておいた武器をぽりぽりと嚙む、おぞましい巨人の姿が、あった。

「なん……だと……？」

　武器を食べている。

　おおよそ我々には想像もつかなかった光景が、確かに目の前には広がっていた。

　戦慄せんりつするほかない。

　戦には常に不測の事態がつきものなのである。
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「あの、もしかして巨人って私たちのことですか」

　このお店に来てからというもの、店主の姿がまるで見えないせいでお店の中をこっそりと監視していたのですが、妙なものが見えました。

「お気づきのようですね」

「……ええ、まあ」

　目を凝らしてキッチンのほうをよく見ると、鎧よろいを着込んだ女の子、その隣には一生懸命に何かを書き記している眼鏡めがねの女の子、あとは常にへらへらと笑っている女の子などの姿がありました。

　驚くべきは彼女たちの身の丈です。

　目の錯覚でなければ彼女たちの身長は推定でも手のひらに収まる程度しかありません。顔は確かに人間であるはずですが、同じ人間として見られないのはきっとあまりにも小さすぎるゆえでしょう。

「ここは巨人の調理場といいましてね、彼女たちが私たちのような人間を倒すために作られた砦なのですよ」

「なんで敵視されているんですか……」

「実は私、一週間ほど前にここに来て少し彼女たちとお話しさせてもらったのですけれど」

「はい」

「なんかでかいから気に食わないと言われました」

「怨恨えんこんの理由が浅すぎる……」

「まあでも彼女たちは美味しい食べ物を出してくれますから、何もない平原の中では彼女たちの存在はそこそこ重宝ちょうほうするのですよ」

「食べ物って……あのサイズの人たちから出されても満足できる気がしないのですけれども」というか、そもそも。「彼女たち、キッチンから一向に出てこないじゃないですか」

「心配には及びませんよ」先生は私のポケットを指差し、言います。「さっき木の実やら花やら草やら色々と回収したでしょう？」

「私の記憶が正しければ確か先生に強引に突っ込まれただけですけど」

「試しに少し出してみてください」

　別に構いませんけど……。

「何ですか？　連中はたいして珍めずらしくもなんともない草花やら木の実が好きだとでも言うんですか？」

　私は怪訝けげんに思いながらも、ひとまず雑草を取り出しました。

　直後です。

「ああっ！　葉っぱ！　葉っぱ大好き！」

　出てきました。

　えへへ、えへへ、と壊れたように笑いながら手のひらサイズの女の子が私たちのテーブルにひょいと現れて、草にしがみつきました。


「…………」



　沈黙する私。

「この子たちはたいして珍しくもなんともない草やら花やら木の実が好物なんですよ」


「…………」



　もしかしてこの種族って絶滅危惧種だったりしません？
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「兵士長！　大変です！　リーシャが敵に捕らえられました！」

「うん知ってる！」

　普通に見えてるし。

　巨人との戦闘が始まってまだ数分しか経っていないというのに早速一人犠牲者が出てしまっていた。灰色の髪の巨人はテーブルに現れたリーシャを見下ろすと、

『へえ……でも近くで見ると結構可愛かわいいですね……』

　とおぞましい声を漏らしながら、リーシャを指先でつん、とつついた。

「あふん」倒れるリーシャ。巨人の指はそれから彼女のお腹をふにふにと押した。

『ふふふ……』そのうえで笑っていた。

　おぞましい。灰色の髪の巨人はリーシャを捕らえた直後から既に人間として扱あつかうつもりが毛頭ないのだ。

「あいつ……！　リーシャを拷問にかけているぞ！」兵士長の顔が憎悪に染まってゆく。

　だが我々にはどうすることもできない。巨人を前にした我々はあまりにも無力なのだから。


「あっ……！　やめ、やめて……！　あひゃっ……！」



　しかしやめない。

　灰色の髪の巨人は、拒こばむリーシャを見下ろしむしろ楽しそうに笑みを浮かべてすらいた。

『葉っぱがほしいんですか？　どれですか？　これですか？　それともこっちですか？』

　私たちの目の前にはあまりにも恐ろしい光景が広がっていた。巨人はリーシャのお腹をしばらくくすぐると、彼女の顔に葉っぱを寄せ、かと思えば再びくすぐり始めたのだ。


「やめっ……！　ああ葉っぱすき……、やめっ……、あああっ！」



　拷問である。

　苦痛と快楽を同時に与えられてリーシャは徐々におかしくなっていった。

「あれはマゾには堪たまらないだろうな」

「冷静に分析してる場合ですか」

　よく考えたら元々おかしかった。

　一方でテーブルの上ではしきりに灰色の髪の巨人がリーシャをいじくりまわしてただただ楽しんでいた。

『ふふふふふ……』などと。


『…………』



　向かい側の席から氷河のごとき冷たい目を向けられていることには気づいていないようだった。

　そしてひとしきりリーシャを弄いじった灰色の髪の巨人は、突然手を止めた。

「あひゃっ──え？」くすぐりも葉っぱも突然没収されたリーシャは呆気あっけにとられていた。喪失感にまみれた表情で、すがりつくように身を起こし、彼女は巨人を見上げる。

『もっとほしいですか？』もはや灰色の髪の巨人はノリノリであった。『もしもほしいのであれば……、仲間の情報、教えてもらえます？　あっちにいるんですよね？　何人隠れてるんですか？』

　愚かな問いかけである。

「ふっ……無駄だ」私の横で兵士長が笑みを漏らした。「我々の結束は固い。仲間の場所を聞かれたところでリーシャが答えるわけがない。あいつは生粋きっすいのマゾヒストではあるが仲間を売るようなろくでなしのクズでは──」

「十三人です」

　ろくでなしのクズだった。

『装備は？』

「あなたが先ほど全部食べました」

『ほうほう。ではあなたのお仲間たちは全員もれなく丸腰ということで──え？　食べた？　食べたって何ですか……？』

　それからリーシャは兵士長の作戦から何から何まで、すべてあっさりと敵に情報を漏らした。もはやそこには躊躇ちゅうちょなど何もなかった。葉っぱのために仲間を平気で売る最低の腐くされ外道げどうの姿がそこにはあったのだ。

『──なるほど、よく分かりました』

　洗いざらいリーシャに吐かせたのちに、灰色の髪の巨人は冷淡に頷うなずく。『ところで私、今日はごはんを食べに来たんですよ』

　その目が私たちを捉とらえた。

　吸い込まれるような瑠璃るり色の瞳ひとみはにわかに細められ、彼女の顔に笑みが浮かび。





    
      
        
      
    

  


　そして、彼女は言った。

『食べ物はあそこにある、ということでいいですよね？』

　食べ物……？

「食べる気だ……！　我々を一人残らず食べつくす気だ……！」

　その場にいた誰もが戦慄したのはもはや言うまでもないことだろう。
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「イレイナ。キッチンに行ったら食べ物は手に入らなくなりますよ」

　ひたすら焦じらされた挙句ようやく食事にありつけると思った直後です。フラン先生が嘆息交じりに言いました。

　えー？

「彼女たちから食べ物を強奪するという流れなのでは？」

「全然違いますし普通に逃げられるだけです……」

　なぜだかとても引いておられました。はて私が一体何をしたというのでしょうか。

　恐らくはこの巨人の調理場のリピーターなのでしょう。フラン先生は、訝いぶかしむ私に、何もかも分かったかのような口ぶりで言います。

「わざわざ出向く必要はありません。仲間があなたに捕らえられたということは、もうすぐです」

「何がですか？」

「食べ物が出てくるのが」

　先生がそのようにのたまった直後でした。

　キッチンのほうから物音が一つ。がたん、と何かが落ちました。おやおや一体何事でしょうか？　首を傾けてみれば、小さな何かがキッチンのほうからこちらへと向けて蠢うごめいているのがわずかに見えます。


「…………」



　それが何かはすぐに分かりました。

　十三人の手のひらサイズの女の子たちが、群をなしてこちらへと行進していました。その手にはそれぞれ棒状の何かが握られています。

「先生、あれは」

「どうやら食べ物を持ってきてくれたようです」

「ええ……？」

　首をかしげてしまいます。

　彼女らが手にしていたのは、おおよそ料理というにはあまりにもみすぼらしくて、そもそも甘ったるい代物ばかりだったのです。

　先頭を歩く金髪の女の子の手には、棒状のクッキー。その横には先ほどから何かを一生懸命に書き続けている眼鏡の子がいましたが、頭にはマカロンが載せられています。

　彼女たちの後ろで隊列を組んでいる女の子たちもそれぞれお菓子で武装していました。クッキーであったり、チョコレートであったり、そういった一口サイズのお菓子を抱えて、彼女たちは現れました。

「……あの、何ですかあれ」

　怪訝に顔をゆがめる私でしたが、フラン先生は然しかりと頷きます。

「実は彼女たちの種族はお菓子作りが得意でしてね」

「あ、はあ……」

「けれどどうやらお菓子をお菓子と認識していないようなのですよ」

「どういうことですか」

「彼女たちにとってお菓子は建築資材であったり、あるいは武器の類たぐいであったり、要するに口に含むことのできない物資でしかないんです」

　種族による認識の違いでしょうか。私たちにとっては美味しいお菓子でしかないのですけれども。


「…………」



　しかしそれはつまるところ。「要するに彼女たちは私たちと戦うために武装してきたということですか」

「まあざっくり言うとそういうことになります」


「…………」



　ところで先生は今しがた「食べ物を持ってきた」などとのたまいましたけれども。

「え、もしかしてあれを食べろと？」

「そういうことになります」

　ごく当然のように先生は軽く頷いて見せました。

「……食べたらどうなりますか」

「当然、彼女たちの資源がなくなります」


「…………」



「さ、もういい時間ですし、そろそろティータイムにしましょう？」

　呑気のんきにうふふ、と笑みを浮かべるフラン先生をよそに、キッチンのほうからは『突撃だあああああ！』などと叫び声が響くのでした。

　こんなにも殺伐さつばつとしたティータイムが果たして未いまだかつてあったでしょうか──。
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「案ずるなお前たち。敵は大きい。武器もない。だが武器がないならば、作ればいいのだ」

　リーシャが完全に敵方に寝返った直後に、兵士長は、からっぽになった倉庫へと走った。

「この倉庫を解体して武器にしよう」

　言いながら兵士長は、倉庫の壁をべり、と剝はがした。わりと簡単にとれる脆もろい壁であった。ほのかに甘い香りが漂うなかで、兵士長は、勝ち目のない戦にやや士気を失いつつある我々へと振り返る。

「我々には戦わねばならぬときがある」

　我々の兵士長は常に勇ましく、逞たくましい。「それは今だ！　総員、倉庫を剝ぎ取って突撃の準備だ！」

　どんな絶望的な状況でも必ず活路を見出すのが兵士長であった。この人にさえついていけば何も心配はいらない──その場にいた誰もが、きっとそう思ったのだろう。互いに顔を見合わせると、何を言うわけでもなく、それぞれが各々おのおのの武器を手に取った。

「記録係としてお前にも戦場に行ってもらうが、武器は持たせられん。エーカ、お前の役目は戦いの記録を後世に残すことにある。これを被れ」

　兵士長は私の頭に黄色くて丸っこいよくわからない物体を乗せた。

「……あの、兵士長、これは」

「倉庫の屋根に使われていた素材だ。脆いが頭くらいは守ってくれるだろう」

「兵士長……」いや相手巨人ですし。頭守ったくらいじゃどうしようもないんですけど。

「安心しろ。お前は私が必ず守る。仲間を守るのが私の役目だからな──」

「兵士長……」

「エーカ、だからお前はお前の役割を全まっとうしろ。この戦いの記録を残し、生きて帰るんだ」

「兵士長……」

「ま、そんなに緊張するなよ。この戦いが終わったら、一杯飲もうじゃないか」

「兵士長……」

　先ほどから露骨ろこつなまでに死の匂いが漂っているような気がする。気のせいだろうか。

「さあ行くぞお前たち！」

　私の心配をよそに兵士長は我々の前に立ち、巨人を見上げた。我々は、戦わねばならないときがあるのだ。たとえ負けるとわかっていても。

　そして。

　兵士長は、息を思いっきり吸い込むと、

「突撃だあああああ！」

　我々の戦いが幕を開けたのだ。

『ところでイレイナ、さっきは葉っぱを出しましたけれども、まだほかにも色々と残っていますよね？』

　私たちを見下ろしながら、黒髪の巨人はのたまった。『あれ、出してあげたらどうです？』

『そうですね』

　悪魔のように、にたりと笑みを浮かべながら、灰色の髪の巨人は、自らのポケットから手を出して、巨大な白い円盤の上に手を広げる。


「…………！」



　このときになってようやく、我々は自らが犯した過あやまちに気づかされたのだった。

　リーシャが捕まることも、我々がこうして突撃することも──すべては連中が思い描いた策略の内であったのだ。

　我々はその巨大な手のひらの上で転がされていたにすぎなかったのだ。

『これがほしいんですよね……？』

　そうして白い円盤の上に広げられたのは、葉っぱや花、それから木の実。

　なんということか。

　巨人は我々の習性を理解したうえで、武器を捨てさせるための策をあらかじめ用意していたのである。策士である。

　だが惑わされるわけにはいかない。

　我々は連中に勝利しなければならないのだから。

　あからさまなほど見え透いた罠に嵌はまるような愚か者が、今、この戦場にいるわけがな──

「ここは私に任せろ！　お前たちは先に行けえええ！」

　なぜか兵士長が白い円盤の上に寝転がっていた。武器はその辺にポイと投げてすらいた。もはやそこに戦意はひとかけらも残ってはいない。

「兵士長」何してやがるこいつ。

「心配するな……あとで必ず追いついてみせる……！」

「いや、あの、兵士長」

　先陣きって突撃した人間が真っ先に捕まってしまっては、最早もはや残されたのは首を失いのたうち回るだけの獣のみである。

　再び統率を失った我々は、兵士長の無残な光景にただただ戦意を失っていった。

「そんな……！　兵士長が……！」絶望に暮れて武器を投げ捨ててしまう者がいた。

「待っててください兵士長！　今助け──ぎゃあああああ！」白い円盤の上に飛び乗ろうとしてうっかり足を滑らせて転ぶ者もいた。

「へへ……、もう何もかもおしまいだぁ……」すべてを諦あきらめて円盤の中でくつろぎ始める者もいた。

「てめえ！　この花を見つけたのはあたしが先だろーがよ！」「うるっせえ！　そんなの関係ないですわ！　とっとと寄こしなさい！」あろうことか仲間同士で花を取り合う者の姿もあった。

　次から次へと、同胞たちは武器を放棄していった。

『──それでですね、一週間前にここに来たときも同じような感じでお菓子をたくさんくれたのですよ。彼女たち、どうやら葉っぱや花や木の実に弱いみたいで、これを与えるだけで見返りにお菓子をくれるんです』

『……私には蜂起ほうきに来たようにしか見えませんけれども』

　同胞たちから武器を取り上げた巨人二体は、しかし彼女らには目もくれず、我々の武器を次から次へと口に放り込んでいった。

　その有様は、まるで我々など相手にすらしていないようであった。

　あるいは絶対的な力関係を見せつけているかのようでもあった。我々にはどう足搔あがいても、連中に一矢いっし報いる術すべすら存在しないのだと。

『あら？　一人だけ残ってますね』

　ふいに黒髪の巨人の視線が私に留まる。見渡せば記録係の私だけが白い円盤の外にいた。ほかのだれもが円盤の中に囚われてしまった中で、私が唯一の生存者となっていたのだ。

『本当ですね』頷く灰色の髪の巨人は、瑠璃色の瞳で私を覗のぞき込んだ。

　そして灰色の髪の巨人は、『……ああ』と一人手をたたいて、自らのポケットをまさぐる。

　草か、花か、木の実か、また我々の好物で私の気を引くつもりなのだろう。

　しかし私は、倒れていった仲間のためにもくたばるわけには──

『多分これが好きなんだと思います』

　そして私に手渡されたのは丸くてつやつやとしていて黄金に輝いている不思議な円盤。ずっしりとした重みがあった。

　噂うわさに聞いたことはある。

　金色に輝くそれは、巨人たちの世界ではお金と呼ばれ、物との交換などに利用されている代物なのだそうだ。我々人類の世界でもそれを未だかつて目にした者はいないが、これを手にした者は少なくとも一生遊んで暮らせるともっぱらの噂うわさである。

　そのような代物が、私に、手渡されたのである。

「あっ……金ぴかだぁ……」

　私が敵の手に堕ちたのは言うまでもない。兵士長から与えられた役割を放棄して、私も倒れていった仲間たちと同様に、陥落してしまったのである。

『よく彼女の好物が分かりましたね』

　金ぴかにすりすりすりすりと頰ずりをする私を見下ろしながら黒髪の巨人が目を見開いていた。

　灰色の髪の巨人は、そんな彼女に対して、私の頭の上に乗っかっていた防具をポイと食べながら、

『いえなんか同類の目をしていたので』

『ああ金に汚いということですか』

『失敬ですね。欲望に忠実と言ってください』

　こうして我々の戦は終わった。

　言わずもがな、大敗であった。少なくとも私はそう思っていた。

　しかし白い円盤の中で、兵士長は満足げに語った。

「ふっ……今回の戦は完膚なきまでに我々の勝利だったな……」
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　巨人の調理場を出たあたりでフラン先生はようやく、一週間前にこのお店に訪れたときのことをつらつらと話してくれました。

　曰く、それは丁度、故郷に向かっている道中でのことであったそうな。

「恥ずかしながら私は結構な方向音痴おんちでしてね、それに、旅に出てから一度たりとも故郷に戻ったことがなかったものですから、迷子になってしまったのですよ。ですから通りすがりの商人さんやら旅人さんやらに道を聞きながら旅をしていたのですけれども」

　あのう、実は深い森のビエラという国に行きたいのですけれども──え？　そんな国はもう存在しない？　じゃあ跡地でもいいので教えてくれませんか？　え？　森のほう？　すみません見渡す限り森なのですけれども、具体的にはどの森で？　ああ、あっちのほうですか……なるほど……。

　すみません、先ほど商人さんにこちらの森のほうに深い森のビエラがあると聞いたのですけれども……え？　そんな国はもうない？　いえ存じ上げてます。跡地でいいので教えて頂けません？　え？　あっちの森？　いえですから見渡す限り森ですし──。

　などと。

　とにもかくにもフラン先生はあちこちをさまよいながら旅を続けたそうです。

　そんな最中に見つけたのが、この小屋であったそうです。

　彼女が訪れたときは、まだ巨人の調理場なる看板を掲げてはいなかったそうです。ただの何の変哲もない小屋でしかなかったと先生は語っていました。

「最初は驚きましたよ。休憩するためにこっそり忍び込んだ小屋に、まさか小さな女の子たちが住み着いているだなんて思いもしませんでしたから」

　先生曰く、やはり彼女たちはどうやら私たちのようなサイズの人間が恐ろしいようで、フラン先生一人がここを訪れた際にも、突然襲い掛かってきたといいます。

「とはいってもあの子たちからの攻撃なんて私たち人間にとっては何の脅威にもなりえませんから、私もさして気にも留めていなかったのですけれども」

　たとえば大砲たいほうと称してフラン先生に飛ばされたものは砂糖さとう菓子でしたし、彼女たちが盾たてとして構えているものはただのクッキーでしたし。そんなお菓子まみれな彼女たちとフラン先生は対峙したわけですが、フラン先生から見ればそれはお菓子を恵んでくれる不思議な小さな生き物にしか見えなかったことでしょうし、彼女たちからすれば長きにわたる凄惨せいさんな戦いの記録であったかと思われます。

　一方的にお菓子を恵まれ続けてフラン先生も多少なりとも良心が傷いたんだのでしょうか。先生はしばらくお菓子をもらい続けたあとに、女の子の一人に尋ねました。

「あのう、何かほしいものはありませんか？」と。

　女の子の一人──リーシャと名乗った彼女は、フラン先生に憎しみを込めた目で、答えました。

『ほしいものですって？　そんなものあるわけないじゃない！　とっとと出ていきなさいよ！』

　あらあら一体どうして恨まれているのでしょうか？　フラン先生はまるでその理由がさっぱりわかりませんでした。

　しかしここで一つ、思ったのです。

「もらってばかりで悪いですし……なにかあげられるものはないでしょうか……」

　しかしフラン先生は普段からのほほんとしているお方ゆえに、たとえばポケットを探ってみても、旅の途中で偶然ポケットに入り込んでしまった葉っぱとか、もしくは「あら綺麗」と思って摘んだ花だとか、あるいはなんとなく拾った木の実やら、そんながらくたとしか呼べないものしか入ってはいませんでした。

　困りました。こんなものでは喜ばれるどころか迷惑がられてしまうではないですか。

　そう思いました。

　思っていました。

『ああっ！　これ好き！　この匂い……！　すき！』

　しかし一体どういうことでしょう。フラン先生のポケットから出てきた葉っぱにしがみついて息を荒らげはじめたのです。

　それから妙な展開が続きました。

　近くでこっそりと様子を窺うかがっていたリーシャさんの仲間たちが次から次へと現れて、「なにこれ」「お花だわ！」「木の実好き……」「おいおいたまんねぇなぁ……」口々にそのようにのたまいながら、フラン先生が取り出したがらくたを取り合い始めたのです。

　どうやら彼女たちは小さな小屋を根城にしてるが故に外の世界に広がるお花やら葉っぱやらをあまり見たことがないようでした。

　女の子たちは次から次へと武器を放棄し、フラン先生はそれらの武器（お菓子）を堪能しました。

　兵がまともに機能しなくなったのちに、兵士長を名乗る女の子がフラン先生の前に白旗を挙げながら現れました。

『くっ……我々の完敗だ……煮るなり焼くなり好きにしろ……！』

　いえいえ。

「結構です」お菓子を頂きましたから──とフラン先生は首を振ります。

　それよりも気になることもありましたから。

「ところであなたたちはどうして私を敵視するんです？」

『我が領地に踏み入る者を追い出そうとするのは当然ではないか！』兵士長は大層お怒りでした。激おこでした。『大体汚いぞ貴様！　我々の好物を使って勝つなど卑怯ひきょう極まりないではないか！』

「え、好物？　これがですか？」ひょいと葉っぱを兵士長の顔に寄せます。

『あっ……やめ、やめろ！　私は惑わされないぞ！』ぺちん！　と葉っぱを叩く兵士長。

　それから兵士長は事情を語ってくれました。

　木の実や葉っぱが好物の彼女らでしたが、外の世界は危険がたくさんあるために、この小屋の中で暮らすしかないのだといいます。

　本当は外の世界に出て葉っぱやら木の実をたらふく堪能したいのですが、彼女たちにとっては小動物ですら巨大な猛獣ですから、そううまくはいかないのでしょう。

　小屋の中だけが彼女たちの安息の地なのです。

　その安息の地に土足で踏み入る巨大な人間が許せなかったのでしょう。だから追い出そうとしたのです。

　無論、体の大きさがあまりにも違うせいで勝負にすらならないのですが。

『くっ……我々唯一の憩いこいの地が……こんな巨人に荒らされるなんて……！』


「…………」



　ここでフラン先生ははたと思いました。

　つまり彼女たちは木の実や葉っぱを欲ほっしていて、その見返りとしてのお菓子を差し出す用意があるのです。

　これはひょっとすると、やり方さえ間違えなければ、互いに利のある展開が望めるのではないでしょうか。

「あのう、一つ提案があるのですが、耳を貸して頂けますか？」

　そしてフラン先生は、リーシャさんと兵士長さんに、ひとつ、提案をしたのです。
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　二体の巨人が揃って帰ったのちに、兵士長は記録係の私を呼び出して、とある話をしてくれた。それは我々の領地の問題でもあり、そして一週間ほど前に黒髪の巨人が我々のもとに現れたときの話だった。

「あの巨人は私に一つ提案をしてきたのだ。『私たち巨人はあなたたちの武器や資材を頂戴したく思っています。頂けるのならば、その見返りとして木の実や葉っぱ、お花を差し出しましょう』とな」

　曰く、私たちにとっては貴重な資源は、連中にとっては簡単に手に入る代物らしい。そして我々が武器としてあるいは資材として用いている物はどうやら巨人にとっての好物らしく、それならば交換すればいいと提案してきたのだ。

「それで、その提案に乗ったんですか」


「…………」兵士長は静かに頷いた。「武器や建築資材など簡単に作れるからな。それよりも外の世界のものをもらえたほうが幸せだろう」



　互いに血を流さない解決策があるのならば、それ以上に望ましいことはない。兵士長は我々人類の尊厳のために、連中の提案を呑のんだのだろう。

「ふふふ……しかしこんなにも簡単に葉っぱが手に入る方法があったとはな……巨人の連中など図体だけで頭の中は空っぽだな……！」

　我らのために連中の提案を呑んだ……と思いたい。

　今回の戦は表向きには我々が敗北を喫きっしたように見えなくもないが、実のところ我々も巨人たちもまるで被害を被ってはいないということらしい。

　見事な茶番である。

「しかし兵士長、連中も我々も互いに欲するものを持っていて、それを交換するだけの作業であるのならば、わざわざ戦を仕掛ける必要などなかったのではないですか？」

　まだ我々が巨人のことを知らなかった頃のように、連中を追い払うために一ひと芝居しばいうつ必要などあるのだろうか？　彼女らの前に出て、建築資材を差し出して、見返りに我々が欲する資源を奪い取ればそれで済む話である。

　わざわざ兵を連れて特攻することの意味などないのではないだろうか。

　しかし兵士長は、「うむ」と頷いたのちに、言った。

「戦を仕掛けるのは、黒髪の巨人からの提案だ。ぜひ、前回のように攻撃を仕掛けてくれと頼まれてな」

「……なぜです？」

「そのほうが面白いから、だそうだ」

「巨人の考えていることはよくわかりませんね」

「それは私もそう思う」
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「……はあ、つまりお菓子をもらう代わりに雑草とかをあげちゃえば、あの小さい子たちは満足してくれる、ということですか」

「まあ要するにそういうことです」

　巨人の調理場から出たのち、近くの国まで訪れた私たちは、並んで歩きながら言葉を交わしていました。

「でもどうして彼女たちは戦いを仕掛けてくるんですか？　お互いにお菓子と葉っぱを交換すればそれで済む話では？」

「さあ？　なぜでしょう？」

　うふふ、と笑みを浮かべながら先生は街並みに目をやりました。端的に申し上げるならばこれは要するに私から目を逸そらしたということでもあり、なんだかとても白々しくて、何か隠し事があるようにも見えましたが、まあ黙っておきました。

　つまり今回私がフラン先生の誘導に乗っかって彼女たちの小屋に連れていかれたのは、フラン先生の指示通りにあの子たちが動くかどうかを確認したかったから──という名目があるのでしょう。

　随分と強引な誘導でしたが、なるほどつまり私は実験台にさせられたようです。

「面白かったですか？」

　そのように尋ねるフラン先生に、私はひとまず頷きました。

「まあまあですけど」

「そうですかそうですか」

　うんうんと満足げに頷くフラン先生は、その後、懐ふところから一枚の紙きれを取り出して、『世界中を渡り歩いた灰の魔女も絶賛！』となにやら意味深長な文言を書き始めました。

　おやおや？

「ちょっと待ってください何やってるんですか」

　フラン先生の手を止める私でした。

　彼女が取り出した紙きれは、『摩訶まか不思議な小さな人類の領地』だとか、『巨人の調理場では彼女たちの手作りのお菓子が堪能できます』やら、あるいは『葉っぱをご用意のうえご訪問ください』などと、ご丁寧に巨人の調理場への地図まで記してあるパンフレットでありました。

「……何ですかこれ」

　顔をしかめる私に、フラン先生は首をかしげます。

「何って……、ビジネスですけれども」

　いえ、ビジネスというか。

「……もしかして彼女たちで一儲けしようとか考えていません？」

「いえいえ、私は珍しい種族のことを善意で人々に広めようとしているだけです」


「…………」



　見ればパンフレットの端っこのほうに『情報料としてお気持ち程度のお金を頂戴いたします』との注意書きまでなされていました。

　明確な金額を提示しないあたりが私よりも質たちが悪いように感じられます。その気になれば「え？　あなたの気持ちってこの程度なんですか？　私は素敵な場所のことを教えてあげたのに？」などと吹っ掛けることも可能ですから。

　なんとまあ。

「金に汚いですね」

　げんなりと私は先生を見つめました。

　先生はいつものようにのほほんとした様子で、一言、

「失敬ですね。欲望に忠実と言ってください」

　と笑うのでした。

　はてフラン先生のこのような性質は一体誰から引き継いでしまったものなのでしょうか。

「先生は私の師匠なのですからもう少しまともな大人らしく振舞って頂かないと困ります」

　わざとらしく頰を膨ふくらませてみせる私でしたが、先生は相変わらず笑うばかりでした。

「残念ながら私の師匠もこんな人間でしたので」

　おやおやそれはそれは。

「随分とくそやろうな師匠ですね」

「それは私もそう思います」
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　巨人の調理場なる不思議な場所が旅人たちの間で話題になり始めたのは今からおおよそ七年前だか八年前だか大体そのくらいの時期のことのようです。

　とある旅の魔女──世界中を渡り歩いた灰の魔女が絶賛したなどと綴つづられたパンフレットが旅人たちの間に出回ったことが始まりのようで、そこから実際に巨人の調理場に興味を示した旅人たちの間で、その場所が記されたパンフレットは高値で取引されているといいます。

　わたしの旅の同行人も「このパンフレットはね……オークションでようやく手に入れたものなの……すき……」などとぬかしながら大事そうに抱き締めていましたから、多分その価値は今や相当なものなのでしょう。

「ところで灰の魔女ってこれもしかして先生では？」

　わたしは旅の同行人の持つパンフレットの下のほうを指差しました。灰の魔女の文字と共に魔女のシルエットが描かれていますが、見覚えのある姿をしていたのです。

「私もそんな気がするわ」

　同行人は頷うなずき。

　そして彼女は、眼前にそびえるボロボロの建物を見やりました。

『準備中』

　と書かれた札が提げられています。準備中どころか閉店しているような雰囲気ふんいきを醸かもしてすらいましたけれども。

「あれー？　パンフレットには年中無休で営業しているって書いてありましたよね……？」

　おかしいですね。これは一体どういうことで？

「ふっ」旅の同行人は、しかし笑いました。「どうやら誤ってこのお店に入らないように配慮がなされているようね。でも大丈夫。この札はきっと噓うそよ」などとのたまい、『準備中』の札をポイと投げ捨ててすらいました。

「いいんですか」

「いいのよ。だってパンフレットが正しいもの」

　どうやら彼女は独自ルート（オークションで落札しただけ）で入手したこのお店のパンフレットに絶大なる信頼を寄せているようでした。

「旅の人間が間違えて偶然入ってしまったら大変だもの。このお店の存在はパンフレットを手にしている者以外は知るべきではないわ。……ふふ……ふふふふ……！」

　扉に手をかけるのは、紫色の髪を後ろ一つに結んでいる旅の同行人ことリナリアさん。

　その後ろに立ちながら若干冷めた目を彼女に向けるのは、栗くり色の髪のアルテ。


「…………」



　というかわたしです。

　わたしたちは今、国々の歴史を探って回る歴史探訪たんぼうの真っ最中なのです。

　歴史探訪とは一体何なのか。

　扉の向こうには何が待っているのか。

　それらを語る前に、リナリアさんが歴史に触れて更におかしくなるよりも先に、まずはわたしたちが何ゆえにこのような場所にいるのかを語らねばならないでしょう。

　事の発端ほったんは今からだいたい一週間ほど前に遡さかのぼります。







　ラトリタ国立学園は晩冬ばんとうから初春しょしゅんにかけて長期休暇きゅうかに入ります。

　多くの学生はこの期間を利用して里帰りをするもので、わたしも例によって田舎いなかの家族に元気な顔でも見せに行く予定でいたのですけれど、しかし今年は断念せざるを得なくなりました。

　それは決して、わたしがあまり賢くない感じの生徒ゆえに補習が急に入ってしまっただとか、あるいはアルバイトが忙いそがしいからちょっと帰れないだとか、そういった理由ではなく。

　もっと別の事情ゆえです。

「旅に出るわ」

　長期休暇が翌日に迫った日の深夜、わたしのお友達であるところのリナリアさんは突然、学生寮で与えられた一室にて眠りこけていたわたしの元に現れたかと思うと、嬉うれしそうにそのようなことを語ってみせたのです。

「長期休暇を利用して歴史探訪の旅に出るのよ。歴史探訪の旅にね……ふふふ……」

　などと時間帯など気にすることなく興奮するリナリアさんでした。

　出会ったばかりの頃はクールで素敵な女の子だと思っていたのですけれども、どうやら歴史がかかわると若干人格が不安定になるようなのです。

　最初はあまりの豹変ひょうへんぶりに戸惑とまどいもしましたけれども、最近はようやく慣れました。

　わたしは突然現れて何を言っているんだろうこの人と若干思いもしましたが、しかしお友達ですから無下むげにする気にもなれず、

「ああ、そういえば前からそんなこと言ってましたね……ふわあ……」

　とあくびを漏らしました。

　ぼんやりとした頭で夢を見るかのごとく過去の出来事を振り返ってみました。

　授業の合間のこと。

『実はこの近くに巨人の調理場という変なお店があるらしいの。そこでは小さな女の子たちが私たち人間に対して敵意むき出しで攻撃をしかけてくるらしいわ。それなのに巨人の調理場と呼ばれているの。これは矛盾むじゅんしていると思わない？　思うわよね。とっても不思議だわ』

　などと見るからに怪しい古ぼけたパンフレットをわたしに見せてきたり。

　あるいはお昼二人でお弁当をつついているときに、

『とある国では女神像をはじめとする石膏せっこう像が歴史資料館に並べられているらしいわ。だいたい七年くらい前に修繕された女神像はとにかく美しいらしくてね、一見の価値ありだと思わない？』

　などと一方的に話してきたり。

　あるいは学園からの帰り道に、

『古くからほうきレースを繰り返している国があるそうなの。一攫いっかく千金せんきんのチャンスを狙ってよそから多くの旅人が集まってはそのレースの勝敗を予想しているらしいわ。正直レースもお金もどうでもいいけど歴史的に見てもほうきレースをしている国なんて稀まれなの。行ってみたいと思わない？』

　などとやや興奮しながら語ってみせたり。

　もしくは学生寮の大浴場で二人並んで湯に浸かっているときに、

『そういえばお風呂ふろといえばここからそこそこ遠い場所に水没すいぼつ街区がいくと呼ばれる水に沈んだ街があるそうなの。近年までそこは滅んだとされていたのだけれど、実は水没街区は外界との接触を遮断したうえで、尚なおも粛々しゅくしゅくと文明が築かれていたのよ。素敵だと思わない？』

　などと早口にまくしたててきたり。

　まあおおよそそういったことを最近では繰り返してきたわけで、わたしはといえばいつものリナリアさんの歴史トークにとりあえずテキトーに「わかるですー」だとか「そうですねー」などと答えていたわけですけれども、彼女は彼女でどうやら話し相手がいればそれでいいみたいで、私の反応など特に気にはしていないのでしょう。

『それでね、それでね──』

　目を輝かせながら彼女は延々と歴史話を語ってみせました。

　そのようなことが繰り返されたのです。

　さすがのわたしも長期休暇を利用してリナリアさんがどのようなことをするのかは大体予想ができていました。

「いつから行くんですか……？」

　ふわあ、と力なくわたしは尋ねます。

「愚問ね……。今からに決まっているでしょう？」

　今からに決まっているそうです。

　寝ぼけ眼まなこをこすってよく見ると、リナリアさんが着込んでいる服はいつもの制服そのものでしたが、しかし背中には大きなリュックを背負っています。

　なるほど旅支度を整えてからわたしの部屋に来たようです。

「そうなんですか……じゃあお土産みやげ期待してますね……ふわあ……」

　わたしは再度あくびを漏らしながら、扉を閉め──。

「は？　ちょっと。何言ってるの？」

　閉めようとしたところで、リナリアさんが足を挟んで止めました。さらには扉に手をかけて強引に開いてすらいました。

「何で準備してないの？」

　おや？

　準備とは？

「え？　何のことです？」

　眠気がぱちりとこの辺りで消え失せました。

　え？　準備？　準備って何の準備ですか？

　戸惑いを隠せずにいるわたしに、リナリアさんは不服そうに眼を細めてから、言いました。

「あなたも一緒に行くのよ。歴史探訪」

　などと。


「…………」




「…………」



　ええ？

　なにをおっしゃるので？

「約束したじゃない。忘れたの？」

　頰ほおを膨らませるリナリアさんでした。

　約束、しましたっけ？

　わたしは眠りから覚めたばかりのぼんやりとした頭をフル回転させて、さながら逆転時計を使うが如ごとく、過去の記憶を探ってみました。

　確かにリナリアさんはことあるごとにわたしに対して歴史探訪について熱く語ってきたのは覚えていますけれども、誘われたことなど一度も──。

『歴史探訪、行きたいのだけれど……、でも、一人だと心細いわ』

『わかるですー』

　ん？

『その……、あなたさえよければ、なのだけれど──もしよかったら、一緒に、どう？』

『そうですねー』

　んんー？


「…………」




「…………」



　呼び起こされたのは、お風呂での会話の一幕。

　あまりの長話とあまりの長風呂ゆえのテキトーな返事をわたしはしてしまっているわけですが、なるほどこれは誰がどう見てもリナリアさんから歴史探訪のお誘いを受けていますしわたしもわたしで普通に頷いてしまっていました。

　そういえばあの日以来リナリアさんの機嫌が妙によかった気もしますけれども、そういうことだったんですね。一人旅が二人旅になったから機嫌がよかったわけですね。

　なるほどなるほど。


　…………。



「もしかして今から準備しないとダメな感じですか……？」

「当たり前じゃないの」

　彼女はそれだけ語って、扉を閉ざしてしまいました。

　次に扉を開かれたときには旅に出る支度をしておかないと酷ひどい目に遭わされること請うけ合いです。


「…………」



　拝啓はいけい。

　お父さん、お母さん。

　わけあって今年の長期休暇は実家には帰りません。

　代わりに歴史探訪やら何やらに行ってきますので、お土産、期待していてください。





○






　おおよそそんな顚末てんまつを経へてわたしとリナリアさんは外の国にある様々な歴史的建造物やら何やらを見て回る歴史探訪の旅に出ることとなりました。

　その折、最初に訪れたのが、この巨人の調理場であったというわけです。

『ようこそ巨人の調理場へ。お疲れのことでしょう。履物はきものをお脱ぎになってください』

　どうやらこのお店には独自のルールが存在しているようでした。入り口を過ぎてもすぐにお店の中──というわけではないようで、まず最初に靴くつを脱がされました。

　どうやらわたしたち以外にも先客が一人いるようです。一組の靴が靴箱の中に綺麗きれいに収まっていました。

　見たところ女性ものの靴のようですけれども──。

『当店ではお召し物が汚れる可能性がございます。荷物は置いてご入店ください。上着と帽子ぼうしは万一に備えてお脱ぎになってください』

　そのあとは荷物を置かされました。はてこんな場所に放置しては盗まれてしまうのでは？　とも思いましたが、お店のルールには従したがわなければならないのでしょう。

　実際、先客も荷物を置いていましたし、わたしたちもそれに倣ならって荷物を置いて、次の扉を開くに至りました。

『喉のどが渇かわいていませんか？　お店に入る前に、こちらをお飲みください』

　三つ目の扉を開いた先にはそのような記述があり、台の上に『私を飲んで！』などとラベルをつけた瓶びんが置いてありました。

　ははあ、随分と注文が多い調理場なことで。

　わたしはさして疑うこともなく、この瓶を手にとり、飲みました。

「……うえっ」変な味がしました。透明なのに水にしてはやけに苦くて、お水というよりはどちらかといえば薬のような味わいでした。

　要するにくそ不味まずかったのです。

「……リナリアさんもどうぞ」

　まあお店のルールなのですから飲まなければならないのですけれども。

　歴史好きのリナリアさんのことですし、どうせ「ああ！　歴史の味がする！」なんて言いながら喜んで飲みそうだなーと思いながら、わたしは瓶の口を彼女に差し向けたのですけれども。


「…………」



　しかし彼女は、受け取ることはありませんでした。

「リナリアさん？」

　わたしは首をかしげました。

　そこには歴史好きのちょっと気分が高揚しておられる彼女はおらず、いつものクールなリナリアさんがいましたから。

「おかしいわ」彼女は瓶を冷たく見つめていました。

「？　何がです？」

　首をかしげるわたしに、彼女は、

「この巨人の調理場では、入る前に三つ扉をくぐらなければならないとは聞いていたけれど、でも、三つ目の扉に書かれている内容が私の聞いた話とは違うわ」

　確か、三つ目の扉の前には香水が置かれていたはずよ──と言いました。

　おやおや？

「じゃあわたし、もしかして香水飲んじゃったってことですか……？」

　うわあ道理で不味か思ったもん。（方言）


「…………」



　けれどリナリアさんは、ゆるりと首を振りました。「多分、それ、香水じゃないわ。扉に書かれている文字も私が仕入れた情報とも異なっているもの」

　ええー？

「じゃあ一体──」

　わたしは何を飲んだというのです？

　などと瓶を再び見つめた、そのときでした。

「──うっ！」

　胸にずきん、と痛みが走りました。

　どくどくと心臓が脈打ち、苦しくて、息が荒くなり、その場にうずくまり、瓶が転がり、中身が床に吐き出されます。

　透明の液体が床に広がるさまを見つめながら、わたしは乱れる呼吸を抑えるために、息を大きく吸い込みました。

　それでも胸の痛みは、治まりませんでした。

「……！　アルテ！　大丈夫？　どうしたの……？」

　あわてるリナリアさんの声が遠くに聞こえてしまうほどに、わたしは突然の動悸どうきに困惑してしまっていました。

「うぐぐ……くる、しい……！」

　食あたりとは別の類たぐいの痛みがわたしの身体を蝕むしばんでいることはすぐに分かりました。胸の痛みとともに、徐々に身体の力が、抜けてしまったのです。

　そして、そのまま、わたしは床に倒れ。

　身体も服もびちゃびちゃに濡ぬれました。

「待ってて、魔法で治してあげるから──」

　どうやらわたしが飲んだものは水でもなければ香水でもなく、もっと危ないものだったと気づかされたのは、このときでした。

　リナリアさんが慌てふためいて荷物を取りに戻った直後──お店の扉が、開いたのです。

　ぼやける視界の中、扉の向こうから現れた人物は、にこりと笑っていました。

「うふふ……わたくしの理想の世界へようこそ」

　そして彼女はそのままわたしを持ち上げて、お店の中へと入っていきます。

　そのとき不思議なものを目にしました。

　わたしはどういうわけか、彼女の両手の中にすっぽりと収まってしまっていたのです。

　まるで巨人のように大きな彼女の手の中に、すっぽりと。





○






　目を醒さますと眼前に広がる世界に違和感しかないことにすぐに気づきました。

　どうやらわたしはキッチンで寝かされていたようです。傍そばにフライパンやら何やらと調理器具が転がっていましたから。

　しかし不思議なのは、その調理器具のどれもがやたらと大きかったということに他なりません。たとえばフライパンはわたし一人くらいだったら軽々と焼いてしまえるほど巨大でしたし、たとえば包丁ほうちょうでしたらさくっとわたしを真っ二つにできそうなくらいでしたし、鍋なべもお皿も何もかも、とにもかくにも巨大が過ぎたのです。それは、「えっ、やだわたしこれから調理されるの……？」と勘繰かんぐってしまうほどのありさまでした。

　まるで文字通り巨人の調理場です。


「…………」



　いえ、というより。

「わたしのサイズが……縮ちぢんでいる……？」

　としか言いようがありません。

　見上げれば柵さくがありました。前を見ても柵がありました。そもそも見渡す限りの視界すべてが柵でおおわれています。

　まるで檻おりの中のように。

　まあ檻というよりはただの鳥かごなんですけど。

「起きたようね」

　身体を起こしたわたしの傍に人影が一つ、ありました。

　眼鏡めがねをかけた綺麗な女性でした。

「あなたは……？」

「私はエーカ。記録係」

　記録係……？

　首をかしげるわたしに、エーカと名乗った彼女は、

「あなたも災難だったわね──あの女が来てからこの調理場は変わってしまった……。ここは懲罰ちょうばつ房よ。私たちのお店に入ってしまったあなたは服もろとも身体を小さくされて、あの女に捕らえられたのよ」

　などといきなり状況説明に入りました。

　いやいやいやいや。

「すみません突然色々話しかけられてもよく分かんないんで、最初から順を追って説明してくれませんか」


「…………」無言で頰ほおを膨らませる彼女でした。



「まずここ、どこですか」

「……あなた、もしかして何も知らずにこの店に来たの？」


「…………」



　頷くほかありません。

　正直なところこの場所に関する下調べも何もかもリナリアさんが先んじてしていましたし、わたしはといえばリナリアさんほど熱烈な興味を持ってこの場所を目指してきたわけではありませんから、ここがどのようなお店なのかもよく分からないのです。

　もしかしたら以前にこの場所について色々と話してくれていたのかもしれませんけれども、リナリアさんの長話をすっかりスルーしきってしまっていたゆえに、よく分からないというのが現状なのです。歴史談義をテキトーに受け流していた弊害がここでも発生してしまっていました。

「……はあ」記録係のエーカさんはため息を漏らしました。「だったらこれを読みなさい。私、ずっと前からこの巨人の調理場で記録係をやっているから、このお店については大体のことが分かるはずよ」

　言いながら手渡されたのは、一冊の本でした。

　ここ最近の出来事は、ここにすべて記されているといいます。

　わたしは本を、めくりました。







　×月×日

　我が巨人の調理場も数年前に比べればかなりの繁栄をしてきたように思う。これも以前、対峙たいじした二体の巨人のおかげだろうか。

　時折、旅人が我々の領地に足を運ぶようになった。彼らは喜び、木の実や葉っぱ、それから花びらといった好物を献上してくれる。見返りとして我々は建築資材を差し出してやっている。

　互いに利のある関係が構築されていた。

　唯一の不満があるとするならば、私の好物を持ってくる人間が極端に少ないことだ。







　×月×日

　私の好物であるつるつるでぴかぴかの代物は外の世界ではお金と呼ばれている。しかしとても貴重な物らしく、旅人たちは葉っぱやら何やらは喜んで手渡すわりに、これを差し出してくれることはあまりない。けちである。

　私は今日も今日とて以前灰色の髪の巨人から渡されたつるつるぴかぴかの代物に頰ずりをしながら業務をこなし……えへへへへへ……つるつるぴかぴかすき──。




「そこは読まなくていい」

　読んでる途中で蹴けられました。

「お金好きなんですか……？」

「本筋と関係ないところに目を向けないで」ぷんぷんお怒りのエーカさんでした。彼女はわたしから強引に本を奪い取ると、めくり、最新の日付のページを開いてから寄こしました。

「あの女が来たのは、昨日のことよ」







　×月×日

　今日はおかしな女が店にやって来た。

　店のルールである『靴を脱ぐこと』『荷物を置くこと』『香水を振りかけること』の三つをことごとく無視して乗り込んできた女は、我々を見るなり、

「ああ！　なんて可愛らしいのかしら！」

　と声をあげて息を荒あららげた。

　我々は仕事柄、変な来客には慣れていた。ルールを守らないのは気に食わなかったが、我々はいつも通り、接客に入った。

　接客。

　つまるところ、攻撃を仕掛けたわけである。

　兵士長はいつも通り兵たちを鼓舞し、総攻撃の準備に入る。いつもの流れであれば、我々の攻撃に観念した客が「へへへ参りましたよまったく……」などとぬかして葉っぱやら何やらを献上するのが常だが、しかしこの日は少し事情が違っていた。

「ああ負けましたわ！」

　攻撃を仕掛ける前から女はその場に倒れ、「さあ、どうぞ……わたくしの宝を持って行ってくださいまし……」と妙に色っぽい所作しょさを交えて、ポケットから葉っぱやら木の実やら花びらやらを取り出し、床にばらまいた。

「……どういうことだ？　まだ戦ってすらいないが……？」兵士長もこの客の行動には違和感を覚えずにはいられなかったのだろう。首をかしげるばかりだった。

「ま、いいか！」

　だが兵士長はその場のノリに任せて「我々の勝利だー！」などとぬかしながら兵を引き連れて葉っぱに群がった。

　あほである。

　私は私でやはり『お金』と呼ばれるもののほうが断然好みだったゆえに、突撃に参加することはなかった。

　ただ遠巻きに、私は同胞の様子を記録係らしく観察するばかりだった。

　だからこそ、彼らの異変にはいち早く気づくことができた。

　いつもならば、我が同胞たちは物に群がりしばらくは言葉にならない叫びをあげながら延々と騒ぎ続けるだけである。

　だがこの日は、何もかもが違ったのだ。


「うっ……！」「何……だと……？」「これは一体……！」



　我が同胞たちは次から次へと倒れていった。

　かと思えば、直後に武器を放棄し、ゆらりと立ち上がってみせたのだ。まるで見えない糸でつるされているように、全身の力が抜けきったまま。

　まるで傀儡くぐつのように、立ち上がったのだ。

「ふふっ……薬の効果が早速現れましたわね」

　薬。

　女はお行儀ぎょうぎよくその場に座り直しながら、確かにそのように言った。

　そして女は、眼前の我が同胞を、見下ろす。

「あなたたちはわたくしのためにこれから働きますの。分かった？」

『ははーっ！』

　跪ひざまずく。兵士長も、それ以外の兵士たちも、監視も、誰もが一様に女へと首こうべを垂たれていた。

　私は状況をすぐに理解した。我が同胞たちは女の手によって操られてしまったのだ。女が我々に献上した代物にそのような効果が──薬が塗りつけられていたのだ。

　女の目的もすぐに判明した。

「ふふふ……、このお店に来る客たちは誰もがお金持ちであることは既すでに調査済み……。オークションで落とさないとパンフレットは手に入りませんもの……。ならばこれからこのお店に入ってきた人間からお金を巻きあげればわたくしは大金持ちになれるということですわ……！　ああっ……なんて完璧な計画……！」

　判明したというか普通に自分で語っていた。

『かしこまりましたご主人様！　それではこれより侵入者から金を巻きあげます！』よちよちと女の身体をよじ登る我が同胞たち。融通の利かなさが半端はんぱではなかった。


「あっ、ちょっ……！　違いますのよ？　あなたたちはそのままでいいの。じっとしてて」



『了解しました！』

　薬の効果が私にまで及ばなかったのは、女が献上した代物に私がさして興味を示さなかったからに違いないが──しかし、私以外の仲間の誰もが操られてしまっている今、私の身も安全ではない。

　一刻も早く逃げなければ、あの女に何をされるか分かったものでは──。

「あら……？　お仲間が一人、まだそこで隠れていますわね……？」

　ぎくり。

　逃げ出そうと足を踏み出した直後に、女の視線が私を捉とらえた。

「わたくしの言うことを聞けないのなら──仕方ありませんわね。あなたたち、あの子を捕まえなさいな」

　そして女は指をぱちんと鳴らす。

　直後に、我が同胞たちは、一斉いっせいに私に襲い掛かり、あとは語るまでもない。こうして懲罰房の中へと入れられたのだ。

「ふふふ……、これで最初の準備は完了ですわ」

　捕らえられた私を見下ろして、女は笑った。

　恐ろしいその女の名は、プリシラという。

　うら若き魔法使いだそうだ。







「懲罰房のお二人とも、お元気かしら？」

　エーカさんの長々とした記録を読み終えた直後に、その女とやらが現れました。

　ふかふかもふもふの黒い筒つつのような形を模した帽子を被っており、その帽子から流れるように垂れているのは金色の艶つやのある髪。着込んでいるのは黒いゴシックドレスのようなデザインの、やけに気合いが入ったおしゃれなローブでした。

　顔立ちからみて、歳の頃はわたしと同じくらいでしょうか。そのわりに言葉遣づかいが妙に大人びているせいか、あるいは分厚い服の上からでも察せられる程度にそこそこ体形に恵まれているせいか、可愛らしい少女というよりは美しい大人の女性のような気品に溢あふれていました。

　わたしは檻の中から見上げます。

　黒くて分厚い服を着込んだ彼女を見上げます。

「暑くないんですかそれ」

　とりあえずまず最初に思いついた言葉がそれでした。

　いま初春ですよ。

　春ですよ春。それ真冬の格好では？

　するとプリシラさんは、「ふっ」と鼻を鳴らします。

「愚問ぐもんですわね！」

「愚問ですか」

「暑いですわ！」

「暑いんかい」

「でも脱ぎませんの！」


「…………」



「なぜならこれがわたくしですもの！」





    
      
        
      
    

  



「…………」



　プリシラさんは髪をふぁさ、と靡なびかせながら、

「あなたの荷物は預かりましたわ」とわたしの荷物をひょい、と掲げてみせました。「学生さんですのね？　長期休暇を利用して旅行にでも来ていましたの？」

「……そうですけど」

「ふふふ……でも残念ですわね！　あなたの旅行はここでおしまいですわ！」

　どやー、と勝ち誇った顔を浮かべるプリシラさん。大人びた見た目に反して挙動の一つひとつがお年頃の女の子らしさに溢れていました。

「あのー……とりあえずここから出してほしいんですけど」

「認められませんわ！」断じてノーでした。「どうしても出たければわたくしの配下が持っている鍵かぎを奪うことですわね！　ちなみにわたくしの配下はクイズを出しますから、正解したら鍵を渡してくれますわよ！」

「ええ……？」

　鍵を返さないというわりにやけに具体的な解決策を提示するプリシラさんでした。

　何なら既に配下と呼ばれた小さな女の子が檻の前にスタンバイすらしていました。「クイズは何回間違ってもオッケーですよ」などと甘々にもほどがある難易度を提示してすらいました。

「あとわたし別にお金持ってないですよ……？　バッグ、返してくれません？」

　ここに来た客からお金を巻きあげようという目的は理解できますが、しかしそもそもお金持ちだけがパンフレットを持っているという考え方からしておかしいのです。

　中には学生でありながらどうにか頑張ってオークションで落札する苦学生なんかもいるのですから。リナリアさんみたいに。

「認められませんわ！」わたしの提案に対する答えはやはり断じてノーでした。「どうしても返してほしければ、このわたくしから奪い取ってみせなさい！　ちなみにわたくしはこれから昼寝をしますわ！　よいこと？　わたくしのポケットの中にある『体が大きくなる薬』は絶対に盗まないことですわね！　それを盗まれるとあなたの身体がもとの大きさに戻りますわ！」

「なんでさっきからちょいちょい解決策を提示してくるんですか」

　盗とってくださいと言わんばかりの台詞せりふ回しでした。

「うるさいですわ！　とにかくわたくしは寝ますわ！」

　こちらの話を聞く気が一切ないようで、プリシラさんはそのあとキッチンからダイニングまで出て、毛布を床によいしょと敷き、枕をぽんぽんと叩いて形を整えてからそのまま寝そべりました。

　そして沈黙するわたしをよそに、彼女は宣言通りに「むにゃむにゃ……」と眠りの中へと落ちてしまいました。

　仰向けのまま安らかに眠る彼女のその様子はまさしく眠り姫の如ごとし。


　…………。



　あの……。

「これは一体……？」

　困り果てたわたしは記録係のエーカさんを見やりました。

「クイズに答えないといけないなんて……！　私の頭ではとても答えられそうにないわ……！」

「あなた突然あほになりましたね」

「さあお客さん！　とりあえずクイズに答えて頂戴」

　やや強引にわたしの腕を引っ張り、エーカさんは檻の前に立つ配下のもとへとわたしを連行しました。

　そのときでした。

　こん、こん、とキッチンの窓が優しく叩かれました。

　ちらりと目をやると、ぼろぼろの巨人の調理場──の外から、双眼鏡そうがんきょう片手にこちらを見下ろすリナリアさんの姿がありました。こそこそと双眼鏡でこちらを覗のぞくその様子はバードウォッチングでもしているように見えました。まあ対象は鳥でなくただの鳥かごというかわたしなんですけど。

　彼女はじっと目を細めると、

『小さくなってるけど……何があったの？』

　と綴られたメモ帳をこちらに掲げてみせました。

　そんな最中にももちろん目の前でクイズのルール説明はなされています。檻の前に立つ配下さんは、「私がこれからクイズを出しますので、お客さんはその回答をこのメモ帳に書いてください。当たってたらこの檻から出してあげます。あとさっきも言いましたけどクイズには何度不正解でも再挑戦おっけーです」などとのたまい、メモ帳とペンを手渡してきました。


　…………。



　丁度いいのでこれに書いちゃいましょう。

『なんかよく分からないんですけどとりあえずクイズに答えないといけなくなりました』

　窓の向こうへと掲げるわたし。

「ああっ！　まだ出題してないのに！　どうして勝手に書いちゃうんですか！」進行を妨げられて怒る配下さん。

『クイズ……？　なにそれ。よく分からない』首をかしげるリナリアさん。

『この巨人の調理場を乗っ取ろうとしているプリシラさんという魔法使いがいまして、その人のせいでこのお店は何だかおかしなことになってるみたいです。おかげでこのありさまです』簡潔に事情を説明するわたしでした。

「だから！　まだ出題もしてませんから！　勝手に書くのやめてください！」依然としてお怒りの配下さん。

『よく分からないけどとりあえずそのプリシラって女を仕留めればいいのね？』

『物騒ぶっそうなことを言うのやめてください……』

「もー！　またやりましたね！　何度言ったら分かるんですか！　出題されるまで待ってください！　次やったら怒りますからね！」などと言いながらも既にぷんすかお怒りしている配下さん。

『待っててアルテ。私がなんとかするから。あなたはそこでクイズでも何でも答えて時間を潰つぶしていて』

　リナリアさんはそんな配下さんの向こうで紙きれをこちらに掲げて見せました。

「それでは問題です！　実は私はエーカの記録の中に一度出演を果たしているのですが、さてその中で私が最後に放った台詞せりふは一体何でしょう？　ふふふ。いきなりの難問ですねぇー。果たしてあなたに分かるかな？」

　私は配下さんの言葉を聞き流しながら、リナリアさんにメモを掲げます。

『了解しました』

「はい！　正解！」

　がちゃ、と鳥かごの扉が開きます。

　ええ？　突然一体ぜんたい何事で？　とわたしはこのとき大層首をかしげたものですが、どうやら知らず知らずのうちにクイズに正解していたようです。

　わたしの後ろでエーカさんは「中々の洞察力ね……」と感心していましたし、配下さんも「このクイズに初見でいきなり正解を出したのはあなたが初めてだよ……」と清々すがすがしい顔をしておられましたから。

「……ええー？」

　いつの間に……？

　戸惑うわたしでしたが、しかし彼女たちはせっかちな性分なのか、わたしが事態を把握はあくする間もなく、「さあそれでは次のステージへどうぞ」とわたしの手を引きはじめました。

　待っていてと言われたからには鳥かごの中にずっといたかったのですけれども、しかしエーカさんも配下さんも、「檻にもう用はないでしょ」の一点張りで、結局わたしは何もかもわからないまま、そこから追い出され、ついでにキッチンからも追い出されました。

　何はともあれリナリアさんとの約束をいきなり違えてしまったことだけは間違いないようです。





○






「檻から出たらあとはプリシラから薬を奪うだけね」

　わたしは檻に戻りたかったものですけれども、どうやらわたしに選択権はないようです。エーカさんに手を引かれながら、わたしは巨人の調理場の中をうろつきました。

　しかし確かに、リナリアさんが外で何か策を練っているとはいえ、鳥かごを出た以上、わたしも何もせずぼうっとしているというわけにもいきません。

　自分一人で解決できるのならば、それ以上に好ましいことはないはずです。

　というわけでわたしは、小さな世界の中で、随分ずいぶんと遠くで眠っているプリシラさんを目指して冒険を始めたのでした。

　しかしその道のりは安易なものではありませんでした。

「これからわたしの仲間が次から次へと対決を申し出てくるから気を付けてね」

　配下さんは語りました。

　エーカさんを除いて、小さな女の子たちは誰もがプリシラさんの手下になっているのですから。

　わたしがプリシラさんに害を為なそうとしているのであれば、止めに入るのも当然の道理です。

　まず最初にわたしと対峙したのは、一人の女の子。

　やはりエーカさんや配下さん、もしくはわたしと同様に人間の手のひらに収まるくらいに可愛らしくささやかな外見をした少女は、

「ふっ……よくぞここまで来ましたね。それでは今から私とゲームで勝負してもらいましょう。もしも勝ったらここから先へと進ませてあげます」

　などとしたり顔を浮かべながら、オセロでの勝負を仕掛けてきました。


「…………」



　オセロて。

　小さな女の子たちの世界にオセロあるんですか……？　まあいいですけど……。

　何はともあれ立ちふさがるのであれば戦わねばならないでしょう。戦わなければ先に進めないのですから。

　勝たなければ当然、プリシラさんの元へたどり着くこともできないのですから。

　というわけで。


「…………」即座に角をとるわたし。



「……あっ」はわわ、とあわてふためく少女。


「…………」無慈悲にボードの上を黒で染めるわたし。



「……ふええ」涙目になる少女。

　圧勝しました。

「角とられなかったら勝ってたのに……」

　泣きじゃくる少女を仲間に加えてわたしは再び歩き始めました。

　次にわたしに立ちふさがったのはトランプを手に持った女の子でした。

「私と神経衰弱で勝負しなさい！　自慢じゃないけど私は神経衰弱で負けたことがないわ」

　負けたことが、ない……？　まあ！　なんて強敵なのでしょう！

　とはいえ。


「…………」無慈悲に片っ端からカードを回収してゆくわたし。



「……えっ？」次々と回収されるカードを啞然あぜんと見つめる女の子。


「…………」手持ちが過半数を超えて既に勝敗は決しているにもかかわらず延々とカードをめくり続けるわたし。



「……ふええ」涙目になる女の子。

　圧勝でした。

　実のところわたしの故郷は田舎ゆえにろくに娯楽ごらくがありませんでしたから、こういった室内のお遊びに関してはわりとつい最近までやり尽くしていたのです。

　ゆえにかなり慣れていますし。

　何なら強さに自信もあります。

　というわけで。

　それからも小さな女の子たちはわたしに対してありとあらゆるゲームを仕掛けてきましたが、わたしは片っ端から一人残らず容赦ようしゃなく勝ち、次から次へと泣かせ、プリシラさんのもとへと歩みを進めました。

　そんな様子に、エーカさんは「この女泣かせめ……」などと誤解を招まねく言い回しをしながらわたしを見つめていました。

　そんな目で見ないで……。

　何はともあれ、そうして延々と小さな女の子たちを倒し続けた末、そして最後に、重苦しい騎士の格好をした女の子が立ちはだかりました。

　名を名乗ることはありませんでした。

　ただ、彼女は周りの女の子たちから兵士長と呼ばれていました。

「ふっ……どうやらここまで来てしまったか……」

　寝息をたてるプリシラさんの大きめの胸の上にちょこんと座る小さな兵士長さんは、したり顔を浮かべたままわたしを見下ろしました。

「だが貴様の快進撃もここまでだ！　私にそう簡単に勝てると思うな」

　そして彼女は、よいしょ、と傍かたわらから二枚の紙きれと、抽選器を一つ、取り出しました。

　そのうえで「あ、これどうぞ」と紙きれの一枚をわたしに手渡します。「あ、どうも……」などと他人行儀な感じでわたしは紙きれを受け取ります。

　数字が羅列られつしてありました。


　…………。



　ビンゴゲームです。

　そして彼女は抽選器をがらがらと回し始めます。

「はははははははは！　このゲームなら貴様の強さは関係ない！　運の要素だけで果たして私に勝利することができ」

「ビンゴ」

「あああああああああああああああああああっ！」

　やっぱり圧勝でした。




　立ちふさがるすべての小さな女の子にことごとく圧勝してみせたわたしは、その後、プリシラさんの身体によじ登り、『体が大きくなる薬』を手に入れました。案外あっけないもので、人間、眠っているとそこそこ無防備になるものなのか、プリシラさんが目を醒ます気配は一切なく、最初から最後までずっと「むにゃむにゃ」と気持ちよさそうに寝息をたてるばかりでした。

　彼女が全然起きないことをいいことにわたしはそれからすぐさま『私を飲んで！』とラベルを貼った薬の蓋ふたを取り外します。

　曰いわく。

「その薬を全身に浴びれば元の姿に戻れるわ。プリシラが言ってた」

　エーカさん曰く、服にも薬を浴びせなければ身体ばかりが大きくなってとんでもないことになるのだとか。

　しかし随分とプリシラさんの事情に詳しいようですけれど。

「……あの、あなたたち、目的は何なんですか？」

　わたしが鳥かごに入れられてからここに至るまでの展開は奇妙としか言いようがありませんでした。プリシラさんの傀儡となった女の子たちは、その割に勝負に負ければあっさりと引き下がりますし。

　いえ、そもそも。

　お金を巻きあげるという目的を達成するためならばこのようなことをする必要はないはずです。小さくなる薬を飲ませた時点で外に放り出してしまえばいいのです。

　まるでお遊びです。

　道中で女の子たちに仕掛けられたように、ただ一緒に遊んでいるだけのような、そんな雰囲気すらありました。

「？」

　わたしの言葉に、エーカさんは首をかしげます。「随分鈍にぶいのね……」

「……鈍い、ですか？」

　一体どういうことで？

「私たちのお店は巨人の調理場」

　エーカさんは、すると語りました。

　プリシラさんがわたしに薬を飲ませた理由も。エーカさんが案内人のごとく一緒にいた理由も。女の子たちがわりとテキトーな勝負を仕掛けてきた理由も。

　全部一絡ひとからげにまとめて。

「これぜんぶお店のデモンストレーション」

　などと。


「…………」




「…………」



「デモンストレーション？」首をかしげるわたし。

「ええ」頷くエーカさん。「魔法使いさんのアルバイトを雇って、わたしたちが見ている世界を体験できるコースを最近作ったの。それがこれ」


「…………」




「…………」



「アルバイト？」むにゃむにゃと眠るプリシラさんを見やるわたし。

「ええ」頷くエーカさん。「プリシラさんはただのアルバイト。普通にただの魔法使いさん」


「…………」




「…………」



　ということは何ですか。

　別にプリシラさんはこのお店に来たお客さんからお金を巻きあげようとしていたわけでもなんでもなく、悪い魔法使いの役割を演じていただけの女の子で、巨人の調理場にいた小さな女の子の大半も別に操られていたわけでもなんでもなく、ただお仕事として小さい世界で退屈しないように遊びに付き合っていただけということですか。そういうことですか。


　…………。



　あれ？　じゃあ別にわたしもわたしで本当に捕らえられたわけではないということでは？

　じゃあ別にリナリアさんに助けを求める必要もなかったということでは？

「あっ」

　やばっ。

　などと思ったときには、しかし遅く。

「──あなたがプリシラね。私のアルテを返して」

　ぐしゃっ。

　窓を破って豪快に登場したリナリアさんが、眠るプリシラさんの顔を思いっきり踏みつけておりました。


　…………。



　ああー……。





●






「小さい女の子体験コース？」

　その日、私たちの店に偶然訪れた魔法使いのプリシラは、我々が提示した提案に首をかしげていた。

　それもそのはず。

　そもそも彼女は件くだんのパンフレットを手にして、ただ巨人の調理場に来て私たちの生活が見たかっただけなのだから。

　しかし我々は、彼女に対して敵意を向けるわけでもなければもてなすこともなく、ただ列を成して並び、このように提案したのだ。

「最近は新しい事業を始めようと思いまして……それで魔法使いさんの力を借りたいと思っているのですよ」

　そう、新しいビジネスである。

　何を隠そう我々のこの巨人の調理場も長いこと多くの旅人たちと対峙してきたが、その度に毎度毎度物資を提供してきたのだ。

　正直に言って、もうあまり物資が残されていないのだ。部下たちは「割に合わない」だとか「ブラック企業反対」などと狼煙のろしを上げ始める始末で、「労働組合にチクるぞ」と半なかば脅おどしに近い言葉を漏らす者もあった。いやうち労働組合ないんだけど。

　そこで困り果てた兵士長が「新しいビジネス始めればよくない？」と鶴つるの一声。

　そこで考え付いたのが、この小さい女の子体験コースであった。

「要は物資を消耗しない方法をとればいいんですよ。すると、我々のように小さいサイズになってもらえれば色々と都合がよい。小さければ胃袋も小さくなりますから、物資を消費したとしても客一人に対する経費はそうかからない」

　そこで魔法使いに話をもちかけたのだ。

　我々は魔法使いというものはよく分からないが、まあ、姿を小さくすることくらい容易ではなかろうか。

「うーん……」

　魔法使いのプリシラは歳の割に色っぽい仕草で悩んだ。「事情はわかりましたわ。つまり人や物の姿を小さくするお薬を提供してほしいということですのね？　まあ確かに持ち合わせはありますわね、えっと、確か──」

　言いながらプリシラは自らのバッグから薬を一つ取り出した。

　そして紙の束（トランプというものらしい）に、それを少し垂らして見せた。

　直後に信じがたいことが起こった。

　紙の束がみるみるうちに小さくなり、我々の手によくなじむ小さい紙の束へと変わったのだ。プリシラは我々の同胞にそれを差し出しながら、自らが薬を作ることを専門分野にしている魔法使いであることを明かした。

　つまるところ我々の提案は彼女にとってはまさしくおあつらえ向きであったということに他ならない。

　しかし。

「でもわたくし、そういうビジネスはもうやらないと決めていますの……」

　彼女は我々の提案に眉根まゆねを寄せた。昔は汚い手法で金儲けなどもしていたそうだが、今は真っ当に生きると決めているらしい。薬も、必要としている者に分け与えるために常備しているのだと明かした。いや姿を小さくしなければならないシチュエーションなんてあるのかと私は尋ねたくなったがとりあえず黙った。

「いや、そこをなんとか。お願いします！」

　兵士長は頭を下げる。私も並んで頭を下げた。

「このままでは我々の種族は滅んでしまうのです！」兵士長は涙ながらに語った。その腕には、瀕ひん死しの女の子──我が同胞リーシャが抱かれていた。

　近頃は巨人の調理場も客足が遠のいているせいか慢性的な葉っぱ不足に悩まされている。その結果メンタルが若干不安定になってしまったリーシャが抱かれていた。

「うう……兵士長……兵士長ぉ……わたしが死んだら……葉っぱと一緒にシンクに流してね……」

「ほら見てください！　死にそうではないですか！」

　ちなみにリーシャは元々そういう人間である。


「……っ！　なんてことですの！」しかし魔法使いプリシラはそんなリーシャのみじめな姿にショックを受けたようだった。



　繰り返すがリーシャは元々みじめである。

　しかし彼女は涙を流した。

「協力しますわ……わたくし……あなたたちの助けになりますわ……！」

「どうも」

　兵士長はにやりと笑った。

　この場で最も汚い者の姿がそこにはあった。




　魔法使いプリシラはそれから毎日足しげく通うようになった。それは新たに始まるビジネスのための綿密な打ち合わせのためでもあったが、何より、彼女が想像以上のお人よしであったからに他ならない。

「これはビンゴゲームといいますの。このガラガラするやつを回して、出てきた数字のところに穴を開けて、列ができたら勝ちになりますのよ」

　彼女はろくな娯楽もない我々のために遊び道具を毎日のように持ってきては、小さくなる薬を浴びせてそれを提供してくれた。

　我々は彼女が女神か何かに思えた。

「来世はあの子と結婚しよう……」そのように語る兵も少なくはなかった。

　毎日のように来ては計画を練り、そして、ようやく我々の計画は完成へと至った。幸い、巨人の調理場には『準備中』の札をかけてあったために来客はなかった。

　そして今日の午前。

「じゃあ明日からは事業を切り替えよう」

　話はまとまった。

　新たな事業内容は以下の通りである。

　店へ入るためには扉が三つある。最初の二つは今まで通りに靴を脱がせ、上着を剝はぎ取る。しかし最後の扉には、『私を飲んで！』と書かれた薬を置くことにした。

　この薬を飲んだ客は自らの身体を我々と同等まで縮め、そしてプリシラによって鳥かごの中へと放り込まれる。

　鳥かごの中には記録係のエーカが待っており、彼女がこの店の設定を語る。

　そしてプリシラから薬を回収するために鳥かごの中から這はい出るのだ。大体その道中で暇ひまを持て余した我が同胞が各々おのおののやり方で旅人の邪魔をする。

　そうした障害を乗り越えて、プリシラから薬を回収するのだ。

「わたくしも何か旅人さんの邪魔をしたほうがいいのかしら？」

　我々の用意したシナリオでは、プリシラは最初に出てきたきり、あとは眠るだけの役割となっていた。

　兵士長は彼女に首を振る。

「問題ない。きみが寝ている間に事を済ませるから」

　なんだか妙な言い回しであった。曲解されかねない言い回しであった。

　翌日のためにそうして準備を続けていた最中であった。

「大変です兵士長！」

　監視の兵が血相を変えて、我々の元へと現れたのだ。

「どうした」

　至極落ち着き払った兵士長に、監視は涙を浮かべながら答える。

「我々の店に侵入者が！　『準備中』の札を外して強引に入ってきました！」

「なんだと！」

　不測の事態であった。準備中の店に強引に押し入るようなモラルが欠如けつじょしているとしか言いようがない巨人が現れたのはこれが初めてのことであったからだ。

　だかしかし兵士長はそれでも平静を保っていた。

「まあ安心しろ。新しい店の準備はしているが最後の扉の前にはまだ今まで通りに香水が置かれているはずだ。いつもの対応をすれば問題なかろう」

　しかし。

「それが……！」

　監視は語る。

　恐ろしい一言を。

「薬が！　既に！　置かれています！」

　最後の扉の前には、『私を飲んで！』と書かれた薬が、普通に置かれていたのだ。

「一体誰だあんなところに置いた馬鹿者は！」苛立いらだちから声を荒らげる兵士長。

「えへへ……」笑うリーシャ。

「貴様かあああああああああああああっ！」胸倉つかむ兵士長。

　結局、我々は準備もままならないまま、あわただしく旅人の相手をする羽目になったのだ。
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「つまりこの巨人の調理場はもう昔のように小さい女の子たちが敵意むき出しで襲ってくるような場所ではないと……そういうこと？」

「そういうことですの」

　リナリアさんに答えるプリシラさん。

　窓を破ってリナリアさんが侵入してきたあとにわたしが薬を浴びて元に戻り、事情をご丁寧に説明して差し上げた末、今しがたようやく落ち着きを取り戻したようで、あらためてプリシラさんにご確認していました。

「散々な目に遭いましたわ……」プリシラさんはため息を漏らします。

　彼女にとっては最悪な目覚めだったことは言うまでもないことかと思います。突然顔の痛みで目を醒ましたと思ったら「とっととアルテを元に戻しなさい」「元に戻しなさいと言っているでしょう無視しないで頂戴。何涙目になってるのよふざけないで」「言うことを聞かないならあなたの指を一つずつへし折っていくわよ」などと杖つえを向けながら滅茶苦茶めちゃくちゃに怒っている見知らぬ少女がいたのですから。

　そしてその真後ろには普通に自力で元に戻ってるわたしの姿があったのですから。

「あの、リナリアさん……」あわわと止めるわたし。


「…………」黙るリナリアさん。「……どういうこと？」そして彼女はプリシラさんを睨にらみました。



「ふええ……」涙目のプリシラさんがただただそこにはいました。

　そんなこんなの顚末てんまつを経へてプリシラさんとリナリアさんが落ち着きを取り戻したところで、ようやくリナリアさんにもこのお店の今の事情が伝わったのです。

　パンフレットが配布された当時とは様変わりしてしまったお店の状況にやや落胆したリナリアさんは、「そう……」とだけ呟つぶやきました。

　そんな彼女にプリシラさんは、鼻をちーん、とかみながら、

「でもいきなり蹴るなんてひどいですわ……」

　床の上に座り込みしくしくと涙を流しました。

「それは……ごめんなさい」気まずそうに目を逸そらすリナリアさん。

「まあそれだけわたくしの演技が素晴らしかったということですわね！　だから別にそこまで気にしていませんわ。謝らないでくださいまし」

　直後にけろりと笑うプリシラさん。

　確かに演技がお上手なようで、彼女の傍らには目薬が転がっていました。

　噓泣きじゃん……。

　しかしそんな彼女を見つめて巨人の調理場の小さな女の子たちは「女神だ……」「女神がいる……」「結婚しよ……」などと手を合わせるのでした。

　信仰されてる……。

「……でも、巨人の調理場の中身が変わったのなら説明くらいはほしかったわ」

「元々そのつもりでしたわよ」プリシラさんは語ります。「そもそも新事業は明日からスタートする予定でしたもの。ちゃんとお店には看板を立てる予定でしたの」

　言いながら彼女は作りかけの看板をわたしたちに見せてくれました。

『小さい女の子体験コース』

　などと綴られていました。ちなみに一人金貨一枚。

「良心的な価格設定ですわ」

　うふふ。と彼女は笑いました。

　つまり明日に来ていれば、普通にわたしたち二人はおもてなしを受けたというわけのようです。


「…………」わたしはリナリアさんを見ました。




「…………」リナリアさんは目を逸らします。「……だって、このお店を独占しようとしている人間なんてたくさんいると思ったし……」



　珍めずらしく弱弱しい声を漏らすリナリアさんがそこにはいました。

「まあ明日からの予行演習だったと思えば悪くなかったですわ。蹴られましたけど」「でも、あなたたち二人ってどういう関係ですの？」

　おや？

「どういう関係って、どういう意味です？」一体何をおっしゃっておられるのでしょう。「普通にお友達ですけど」

　しかしわたしの回答はプリシラさんの腑ふに落ちなかったようで「そうですの？」と首をかしげられました。

　そのうえで、

「だってさっき、結構怒っていましたし──」

「やめて」遮さえぎるリナリアさん。

「それにさっき、私のアルテって──」

「ほんとやめて」叩くリナリアさん。

　ええー？

　さっきは突然リナリアさんが現れたものですからまともに聞いてませんでしたけれど、何ですか？

「わたしのことそういう風に言ってたんですか？」

「言ってないわ」

「私のアルテって一体どういう意味──」

「言ってない」

　叩かれました。

　痛くはありませんでしたけれどリナリアさんの顔が赤みを帯びてきたような気がしましたのでわたしはそれ以上の言及をするのをやめました。

　そんなわたしたちのやり取りを眺ながめながらプリシラさんは「あらあら」と顔を綻ほころばせます。

「いいものを見られましたわ……」

「鼻血出てますよ」

「これは蹴られたときのものですの」

「あ、はあ……重傷だったんですね……」

　それからしばしプリシラさんは「女の子同士……いいですわ……」などと意味不明な言葉を口走り、もしかしたらリナリアさんに蹴られたときに頭がどうにかなってしまったのではないかと危惧きぐするほどですらありました。

　結局。

　明日から新事業ということで、今日はそれからわたしたち三人で巨人の調理場の女の子たちから、彼女ららしいやり方で丁寧に丁寧にもてなしてもらえました。

　あとになって聞いた話にはなりますが、プリシラさんはよその国の魔法学校に通っているそうで、晩冬から初春にかけてのこの期間はラトリタ国立学園と同じく学校が長期休暇に入るそうで、そんなわけで巨人の調理場でアルバイトをすることになったのだそうです。

　なるほどなるほど。

「じゃあその服は悪役っぽい感じを出すためにわざと着てるんですか」

　本来はただの学生さんみたいですし。ただのいい人みたいですし。

　けれど彼女は「違いますわ！」と声を張ります。

「これはわたくしが望んで着ていますの！」

「でも暑いんですよね」

「暑いですわ！　でも脱ぎませんの！」


「…………」



「なぜならこれがわたくしですもの！」


　…………。



　やっぱただの変な人かもしれないです。
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　巨人の調理場を出たわたしたちは、二人揃そろってほうきを走らせました。

　わたしとリナリアさんの歴史探訪はまだ始まったばかりです。

「変なお店だとは思っていましたけれども……でもまさか全部ただのドッキリだったとは思いませんでしたよ……」

　振り返って思ってみれば、途中で幾いくらでも疑いの目を向けるべきタイミングはあったはずなのですけれど、しかしわたしは疑いを持つことなく普通に小さい世界を満喫してしまっていました。

　もう少し気づくのに早ければ、勘違いをしたままプリシラさんの前に立つこともなかったような気がするのですけど──。

「まあ、今回は仕方ないわ。看板も出していなかったんだもの。あちらの不手際よ」

　もちろん、準備中の札を投げ捨てた私の不手際でもあるけど──と彼女はため息を漏らします。

「ごめんなさい。予想とは大分違う場所だったわね」

　なにやら反省をしておられるようでした。別に謝ることなんて何もないのですけど。

　それに。

　今回の件は、そもそも。

「鈍かったわたしの不手際でもありますよ」

　と言わざるを得ません。


「…………」彼女はそんなわたしをじっと見つめたうえで。「仕方ないわ。あなたが鈍いのはどうしようもないもの」




「ええー……？」



　わたしてっきりフォローしてくれるものだと思ってたのですけれど。「あなたは鈍くないわ」みたいな感じに。しかし普通に毒を吐かれていました。何なら彼女は少し拗すねてすらいました。頰を膨らませてすらいました。

「……何で怒ってるんです？」

「怒ってないわ」

「怒ってるじゃないですかー」

「怒ってないってば」

　リナリアさんはそのままぷい、とよそを向いてしまいました。

　静かな空気がしばしわたしたちの周りに流れます。

　やがてわたしは、

「……次はどこの国に行くんです？」

　歴史探訪の舵かじをとるリナリアさんに、首をかしげました。ほうきを走らせるリナリアさんについて行っているわたしにはまだ彼女がどこに向かっているのかわからないのです。

　歴史談義を延々としていた彼女ですから、きっと行きたい場所は山ほどあるはずです。

　彼女はわたしを真っすぐ見つめると、一言。

「どこがいい？」

　と尋ねました。

　彼女もまた、どこに向かっているのか分からないようです。

　わたしと同じく。

　束の間の二人旅はまだ始まったばかりです。これからもたくさん、出会いと別れがあるのでしょう。もしかしたらこれから訪れる場所はリナリアさんの想像通りの場所になるかもしれませんし、もしかしたら私たちには想像もつかないほどの場所かもしれません。

　だからわたしは、

「じゃあ、巨人の調理場みたいなところがいいです」





    
      
        
      
    

  


　ただそれだけ、答えました。


「…………？」



　首をかしげるリナリアさん。

　どういう意味かご理解頂けなかったようで。

　だからわたしは、そんな鈍い彼女に一言。

　端的に、語り直しました。

　曰く。

「とにかく楽しい場所に行きたいです」

　予想通りでも、想定外の事態に見舞われても、それでも後になって振り返ってみれば、とにかく楽しかったと思い出話に花を咲かせられるくらいに、素敵なところに。
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　ぼくがまだ魔女見習いだった頃。

　炭すみの魔女のサヤになる前に、ぼくは彼女と出会いました。

　魔法統括とうかつ協会に所属することが決まった新人はまず一人前になるために数か月の間、協会の魔女たちから講義を受けなければなりません。

　魔法の扱あつかい方、協会に依頼される仕事の解説、今まで協会が解決した事例、事件解決までの基本的な対処法。とにかくありとあらゆる分野の講義をみっちり叩き込まれる期間がこの数か月になります。

　ぼくと彼女が言葉を初めて交わしたのもこの頃が初めてのことです。ほんの偶然そうなっただけで、この当時出会っていなければ、もしかしたらぼくと彼女は生涯言葉を交わすことも仲良くなることもなかったかもしれません。

　彼女と初めて話した日のことを、ぼくはよく覚えています。

　ぼくは協会で働くための勉強と魔女になるための特訓を同時期に行っていましたから、ひとしきり講義が終わったあとは支部に残ってシーラさんに魔法を教わっていました。その国に着いて以来毎日その繰り返しで、休む間もなく講義と特訓を受け続けました。ですから帰り際になればいつだって陽ひが沈みかけているもので、大体そんな生活が日常となり果てていました。

　彼女の姿を見かけたのは、ちょうどぼくがそんな日常の中でくたくたになりながら下宿先へと帰っていたときのことです。

　紫むらさきの髪を横一つで結んでいる彼女は明るめの髪のわりにどこか陰かげがあって、心をどこかに置き忘れてしまったような、いつも何かを探しているような雰囲気ふんいきがありました。浮世うきよ離れした彼女ですから、講義を受けているときも、あるいは休み時間のときも、誰かと楽しそうにおしゃべりをしているところなんて見たことがありませんでした。

　モニカさん。

　いつもそうしているように、ぼうっと彼女はしゃがみ込み、ただ黙だまり、路肩ろかたに咲いた花を見ていました。

　地面から真っすぐに伸びた茎くき。そのうえで弾はじけたように広がる夕日よりも鮮あざやかな赤い花。

　彼女はただ、じっと見つめていました。

　彼岸花ひがんばなを。

「好きなんですか？　それ」

　話したことはないとはいえ見知った顔でしたから、ぼくは脚を止めて彼女に語り掛けていました。

　たった一言、彼女はぼくに目を向けることなく答えます。

「好き」

　彼女が存外透き通った綺麗きれいな声をしていたことを、ぼくはこのとき初めて知りました。

「……こんなところで何をしてるんです？」ぼくは特訓があったから遅くまで残ってはいましたけれども、基本的に大半の新人さんは昼頃になれば解散となります。事情がなければ支部に残っているなんてこともないはずです。

「勉強していたの」彼女はやはりこちらに目をくれることなく答えました。

「居残りで？」


「…………」こくり、とモニカさんは頷うなずきます。



　はてさて彼女ってばそんなに頭の悪い方でしたっけ？　とこのときぼくは疑問を感じていました。まだ出会って数週間程度の付き合いしかありませんけれども──そもそも言葉すら交わしたことはありませんでしたが、彼女は週に一度行われるテストで毎回のように高得点をあっさり叩き出していたはずです。

　居残りする必要なんてないのでは？　と思っていました。でも思った直後にそもそも居残りをしているから高得点をあっさりとれているのでは？　とも思い至りました。ははあ真面目なことで。

「講義の最中は集中できないから、残って勉強しているの」

　このときになってようやく彼女は視線をこちらにくれました。髪と同じ紫の瞳ひとみは夕日の中で輝いて見えました。

「……講義の最中ってそんなに騒がしいですか？」

　講義を受けているのは協会へ所属することが決まった新人の魔法使いばかり。そもそもぼくらは学生などではなくて、要はこれから各々おのおのの職場で働くための研修を受けているようなものなのです。講義の最中、確かに隣の席の子とこっそり言葉を交わすような緊張感のない子も多少はいますけれども、騒がしいなんてことはないはずです。実際ぼくも気にしたことも気に障さわったこともありませんし。

　ですから彼女が語った言葉の意味はよくわかりませんでした。


「…………」



　しかし彼女は首をかしげたぼくに答えてくれることはありませんでした。彼女の中ではぼくとの会話は終わったものとされているのでしょうか。既すでに彼女の瞳はぼくから目の前の花へと移っていました。

　彼岸花。

　ぼくの故郷において不吉で不気味ぶきみな花として忌いみ嫌われているものを、モニカさんはただ見つめ続け、

「こんなに綺麗なのに、嫌われ者なのね」そのように、呟つぶやいていました。

「それを綺麗だなんて言う人、初めて見ました」

「そう」言いながら彼女は彼岸花に手を伸ばします。

　おやおや、おっと？

「あ、触らないほうがいいですよ。毒ありますから」

　触るだけなら問題はありませんけれども、けれど有毒なのは事実ですから。やや慌あわててぼくは制止します。

　球根にも茎にも葉っぱにも鮮やかな花にも、彼岸花を形作るすべてに毒が含まれているのです。全身毒だらけ。嫌われている所以ゆえんは見た目もさることながら、何から何まで毒にまみれているからかもしれません。

「……そう」

　伸ばしかけた手を引っ込めて、彼女は立ち上がります。

「見た目はこんなに綺麗なのに害しかないなんて、人間みたい」

　ですから彼女が語った言葉の意味はやはりよくわかりませんでした。ぼくがそもそもこの花を綺麗だとは思えなかったからかもしれません。

　それでも彼女と初めて話したこの日のことを、ぼくはよく覚えています。

　彼岸花を綺麗だと語った彼女の目は、とてもとても、どうしようもないくらいの悲しみに暮れていましたから。
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　ぼくは旅人であると同時に魔法統括協会に所属していますから、国から国へと梯子はしごする理由は基本的には仕事による事情がほとんどです。

　炭の魔女などという御大層ごたいそうな魔女名をぶらさげているからか、色々な国を渡り歩いているせいか、結構便利に扱われることが多くて、それぞれの国々に在籍している魔女たちがやりたがらないような仕事を押し付けられることもままあります。

　今日この国に来た理由も結局のところはそういった事情が大きくて、「丁度近くの国から応援要請が来ているんですよ」と魔法統括協会の支部から依頼を伝えられて、門を叩くに至りました。

　人が生きる街エマデストリン。

　薄暗い森の中にあるこの国は、外壁に蔦つたが這はい上がるほどに大昔からここにあるようです。

　事情を抱えていなければ恐らく訪れることなどありえなかったほどに地味で影の薄い国でした。

「あなたが炭の魔女のサヤ様ですね。お待ちしておりました」

　門を抜けてすぐ、国の役人さんがぼくの前に現れました。「この度は我が国の依頼を受けてくださりありがとうございます」

　ぼくはちんちくりんな見た目ですから大体こういったお仕事に従事しているにもかかわらず初対面では「えー？　こんな奴やつが魔女ですかー？　大丈夫ですか……？」とでも言うように怪訝けげんな顔をされることが多いのですけれど、目の前の役人さんにいたってはそういったことは一切なく、

「サヤ様、事件の資料は読んで頂けましたか？」

　あるいは単にぼくに対して興味がないだけかもしれませんが、張り付けたような笑顔のまま、簡単な自己紹介ののちに早速さっそくとばかりにお仕事の話を振ってきました。

「……来る途中に、大体は」

　頷きます。

　事件の資料は既に協会のほうから渡されています。

「では、早速で申し訳ありませんが」踵きびすを返し、役人さんはぼくを促うながします。「タイミングがいいのか悪いのか──今朝も事件が起きてしまいましたから、できれば魔女様にも現場を見て頂きたく思います」

　ぼくは頷き、役人さんの背中を追いました。

　古いレンガ造りの家々が並ぶ質素しっそで慎つつましい景観が広がります。凄惨せいさんな事件や血ち腥なまぐさい物事とはまるで無縁むえんそうな街並みでした。

　けれど無縁ではなかったから、ぼくはここに呼び出されたのです。




「今朝、ゴミを捨てにきたレストランの従業員が見つけたそうです」

　路地裏ろじうら。

　役人さんが凄惨な光景を前にして淡々とぼくに説明をしてくれました。被害者はこの近くに住む独身女性。遺体の状態からみて昨晩に命を落としたものとされているそうです。

「この国を震撼しんかんさせている殺人鬼の仕業でまず間違いないでしょう。外傷はなく、遺体を路地裏に寝かせるのは我が国に以前から出没している殺人鬼の手口の大きな特徴の一つです」

　魔法統括協会に送られた依頼によれば、この殺人鬼が現れるようになったのは今から半年ほど前のことになるようです。

　最初は誰もがただの行き倒れだと思いました。

　寒い冬の夜のこと。

　とある民家の住民から異臭がするとの通報が役所にあり、役人たちが駆けつけて調査をしたところ、近くの路地裏にて男が死んでいるのを発見したといいます。男は以前から現場の近くをうろついていたホームレスで、寝転がっていても誰も気に留とめなかったのでしょう。まさか死んでいるとは誰も思わず発見が遅れたそうです。遺体に外傷はなく、服装に乱れもなく、近くに盗品の酒瓶さかびんが転がっていたことから行き倒れと役人たちは判断しました。

　しかし一つ奇妙だったのは、遺体の姿勢でした。

　まるで祈いのりを捧ささげるように手を組み、仰向けに空を見上げながらホームレスは死んでいたのです。

　一体何に祈っていたのでしょうか。

　このホームレスが単に行き倒れたわけではないことが詳つまびらかになったのは、それから数日後のことでした。

　またしても路地裏に死体が出たのです。

　発見されたのは三十代男性。近頃お店を出したばかりの店主さんでした。順風じゅんぷう満帆まんぱんな生活を送っていたはずの男性が死んでいたのです。

　ホームレスと同じように仰向けに空を見上げ、祈りを捧げるように手を組みながら。

　三人目はまだ十代の女の子でした。

　家でも学校でも問題を起こしたことのないほど真面目な女の子が、やはり空に祈りを捧げながら路地裏で見つかったといいます。

　それからも時間が経つごとに、日を追うごとに、遺体が路地裏で発見されるようになったといいます。

　あるときは老人。あるときは若者。あるときは男性。またあるときは女性。

　月の満ち欠けも天気も関係なく、被害者におおよその関係性も見られず、周期もばらばらで連日だったり半月ほど何も起こらなかったりするのですが、しかし半年前から今に至るまで、何人もの人間が路地裏に棄すてられていたといいます。

「我が国の風習を貶けなしているとしか思えません」

　暗がりから晴れた空に祈りを捧げている女性の遺体を見下ろして役人さんは吐き捨てました。

　人が生きる街エマデストリンにおいて人の死は罪とされています。殺人であれ自殺であれ人間の命を奪う行為はどんな理由であれ最も悪い行いとされているのです。

　そのような信条に浸ひたっているこの国ですから連続殺人事件が起こることは何よりも許しがたかったのでしょう。

　魔法統括協会に応援の依頼を出すに至った経緯も概おおむねそんなところでしょう。

　しかし。

「……この国にも魔法統括協会に所属している魔法使いさんがいるはずです。彼女はどうしているんですか？」

　ぼくはこの国から依頼がきた直後から疑問でなりませんでした。

　この国は──人が生きる街エマデストリンは彼女の生まれ故郷なのです。

　モニカさん。

　いつも遅くまで残って勉強をしていた彼女が──いつも成績トップを維持し続けていた彼女がここで働いているはずなのです。

　おおよそぼくのような者よりも優秀な彼女がこの国にはいるはずなのです。


「…………」



　役人さんはしばし黙り、そしてゆっくり頷きます。「ええ──確かに我が国にも協会所属の魔法使いがおります。今ちょうどこちらに向かっている頃でしょう。今後は恐らく彼女と協力して事件の調査をして頂くことになると思います」

「……そうですか」

　そして頷くぼくに、彼はこうも言いました。

「けれど魔女様、あまり彼女を当てにはしないでください。彼女では解決できそうになかったから、この度たびはあなたを呼んだのですから」





●






　街を歩けば今日も事件が起こったらしいと人々の嘆きが聞こえた。

　レンガを敷き詰めた地面に視線を落として歩く私の耳にはまたしても犯人を取り逃がした私への嫌悪を含めた声ばかりが響いた。

「モニカだ」「こんなところで何をしているんだ？」「魔法使いのくせに事件解決できないなんて」「使えない魔法使いね……」「前はもっと優秀だったんだけどな……」「どうせ今日も何の手がかりも摑つかめないんだろうな」

　今日、魔法統括協会から応援の魔女が来るらしい。

　ここ最近の私があまりにも無能だからか、事件が止とどまるところを知らないばかりか犯人の手がかりすら摑めないからか、他人の手を借りることを私の祖国は選んだらしい。よそとの外交を好まないこの国らしくもない。

　それほどまでに、この国で起きている一連の事件は、この国の人々にとって耐え難い苦痛だということなのかもしれない。


「…………」



　できることならこの国がそのような手に出る前に状況を変えたいとは思ってはいたけれども、やはり私は無能に尽きるらしい。

　役所に勤つとめ始めた頃の私ならば解決できない事件はなかった。けれどこの事件は別だった。解決どころか手がかりすら摑めてはいない。だから無能と謗そしられる。

　わざわざ他国まで赴おもむいて協会所属の魔法使いになったというのに、この事件で何の成果も挙げられないのならば胸につけている月のブローチは一体何の意味があるのかと、この半年間で何度となく罵ののしられた。他人に怒られた経験なんてなかったものだから、その度に私は答え続けた。

「次は善処ぜんしょします」

　けれど国はやがて私に信頼を向けることを諦あきらめた。

　その結果が応援要請だった。

　私はもうきっとこの国においては用済みということなのだと思う。

「──明日、魔法統括協会の本部から応援の魔女が来る。君はその補助にあたってくれ」

　昨日そう告げられて、ようやく私は理解した。

　まともに事件も解決できない私にはもう次なんてないことを。

　人々の遠慮ない罵倒ばとうに聞こえない振りをしながら、私は街の角を曲がり路地裏へと足を踏み入れた。

　会うのは嫌だった。

　どんなことを考えているのかなんて会えばすぐに分かるから、とてもとても嫌だった。

　どうせ協会から来る魔女なんて、この国の人たちと同じように私を嘲あざけるような人に決まっているのだから。

　格式ばった制服を──ローブを着込んでいるくせに何も成せない情けない魔法使いの姿を晒さらすだけなのだから。

　だからとても嫌だった。


「…………」



　路地裏の暗がりのなかから魔女はこちらに目を向けた。

　けれど。

　そこには私に対する嫌悪感も嘲笑ちょうしょうもなかった。





    
      
        
      
    

  


　喜びと哀かなしみがあった。

「……モニカさん」

　彼女が私の名前を呼ぶ。

　私のよく知る顔がそこにはあった。

「……サヤ」

　私のたった一人の友達が、そこにはいた。





○






　ぼくは当時のことを昨日のことのように思い出せます。

「魔法統括協会は基本的には魔法にかかわる事件や事故の解決のために要請を受けるものだが、中にはそもそもそれが魔法使いによって引き起こされたものなのか不明瞭ふめいりょうのまま依頼されることがある。それがあたしの担当科目だ。よろしく頼む」

　ぼくの師匠であるところのシーラ先生は、師匠であると同時に新人たちの講師でもありました。

　担当する科目は殺人事件。

　ずらりと並べられた席に座る新人の魔法使いたちを前に、彼女は教卓で淡々と語ります。

「魔法統括協会に持ちかけられる依頼の中でも殺人事件は最も厄介やっかいな分野といえる。依頼された時点では犯人が魔法使いかどうかすら分からないからな」

　ふむふむなるほどー、とぼくは訳知り顔で頷きました。

「ところで殺人事件を依頼されたときにまず最初にやらなければならないことは何だと思う？　サヤ」

「えっ。なんでぼくなんですか」

「いや今頷いてたから」


「…………」



　訳知り顔なんてするもんじゃないですね……。いきなり質問されても分かんないんですけど……初めて受ける講義ですし。

　じっとシーラ先生に見つめられてあわあわするぼく。それでも見つめてくるシーラ先生。とっとと答えろよオイ答えらんなかったら分かってんだろうなとでも脅おどすように眼光が鋭くなってゆく先生。あわあわし続けるぼく。やがて涙目になるぼく。万事ばんじ休きゅうすのぼく。

　やがてぼくの机つくえの上でペンがカタカタと揺ゆれ始めました。最初はぼくの震えが机に伝わったものなのかと思ったのですけれど、しかしペンが宙に浮き、文字を刻み始めたときに、それが魔法によるものだと分かりました。

　ペンは綴つづりました。

　曰いわく。

「文化体系を調べる……こと？」

　そっくりそのまま声に漏らした直後にシーラ先生は頷きます。

「その通り。事件が起きたとき、まず最初にその地域の文化体系を見極めることが最も重要だ。たとえば魔法使いのいない国で連続殺人が起こった場合は犯人は同じく魔法使いでない場合が多い。魔法使いのいない国で魔法使いがいたら目立つからな。逆も然しかり。殺人事件──特に連続殺人においては基本的に来訪者が殺人を起こす場合は稀まれだ。犯人はその国内部の人間と思ったほうがいいだろうな──」

　云々うんぬんとそのまま先生は講義に入ってしまいました。

　文字を勝手に綴りだしたペンはそれからかたん、とノートの上に転がります。どうやらぼくは助け舟を出されていたようです。

　隣の席に座るモニカさんに。


「…………」彼女はぼくに見えないようにこそこそと杖つえを仕舞っていました。しかしながらばればれでした。ぼくは彼女に寄ると、誰の耳にも聞こえないようにこっそりと耳打ちをしました。



「……予習してるんですか？」

「概ね」彼女は頷きます。

「助けてくれてありがとです」

「別に」彼女はそのまま顔を逸そらしてしまいました。

　大体おおよそそんな風に、ぼくと彼女はそれからなんとなく言葉を交わすようになっていましたし、行動を共にするようにもなっていました。

「モニカさん！　お昼、一緒に食べましょ？」

「別に」

「一緒に食べてもいいってことですね？　なるほど！」

　お昼ご飯はそれから二人で食べるようになりました。

「モニカさん！　休み時間ですし、お話しましょう？」

「別に」

「いいってことですね？　なるほど！　ところでモニカさんは休日何をしてるんですか？」

「何も」

　休み時間も彼女と一緒に過ごすようになりました。

「モニカさんってどこの国のご出身なんですか？」

「人の生きる街エマデストリン」

「この新人研修の期間が終わったら故郷に戻ってお仕事するんですか？」

「帰るつもりはない」

「じゃあどこか別の国でお仕事するとか？」

「考えてない」


「…………」




「…………」



　帰り道も偶然一緒になることが多くなりました。


　…………。



　いえ、もしかしたらぼくが一方的に絡からんでいただけなのかもしれませんけれども。

　けれど彼女も別に誰とも話したくないから一人でいたわけではないのでしょう。誰とも仲良くなる気がないから窓の外ばかりを見ていたわけではないのでしょう。

　月日が流れるとともに、彼女の態度は徐々に柔らかくなっていきましたから。

「モニカさん、休日は何してるんです？」

「起きて、本を読んで、勉強して、寝てる。要するに何もしてない」と彼女は答えました。

「そですか……」むむむ、とぼくは悩みました。

　協会で講義を受け始めておおよそ一か月が経たった頃のこと。講義と魔女になるための特訓の日々が平日休日問わず絶え間なく続いていたのですけれども、その日の翌日は久々に本当の意味での休日が訪れます。

　シーラ先生が近隣の国から応援要請を受けてしまったのです。先生は「マジめんどくせぇ」という捨て台詞ぜりふと共に、休日の特訓をお休みする旨むねをぼくに伝えてきました。つまるところ休日の特訓の予定が白紙になってしまったゆえ、ぼくの詰まりに詰まりまくったスケジュールにも不自然な穴がぽっかりと開いてしまったというわけです。

　ですから折角せっかくなので、下宿先と協会支部以外のところにも足を運んでみようと思ったのですけれども──この様子ではモニカさんもぼくと同様、下宿先と協会支部の往復しかしてませんね？

「……休日はいつも何もしてないけれども、でも、どうしても暇なときは、街に出てふらふらとしているわ」

　しかし意外にも、ぼくの心を読んだかのように彼女は提案してくれました。「……この国の観光がしたいなら、付き合うけれども」と。

　嬉うれしい提案でした。

　いつも不愛想ぶあいそうな彼女がそんなことを申し出てくれることも含めて。

「じゃあ、ちょっとこの国を案内してくれません？」

　だからぼくは、彼女に甘えました。

　それからの日々も、ぼくは彼女に甘えました。

　彼女は嫌な顔を浮かべながらもぼくの願いに応えてくれました。

　不愛想でも、彼女はいい人なのです。







　路地裏に置かれた遺体をこの国の医療機関に引き渡したあとで、ぼくとモニカさんは役所へと赴きました。

　この国には魔法統括協会の支部がないようで、代わりに部署として魔法に関する事件や事故の対応を役所でしているようです。

　まあ、部署というか。

「魔法に関する事件や事故は基本的に私一人で対応にあたっているわ。ご覧の通り」

　案内された一室には応接用のソファと資料が散らかったデスクが置いてありました。この国にも魔法使いはそれなりにいるようですが、彼ら彼女らは役所勤めはお嫌いなのでしょうか。

「魔法使いの大半は医療機関に勤めるの。……私のような職に就つくのは稀よ」

　どうやらモニカさんはここで寝泊まりをしているようで、ソファには毛布がかけてあり、着替えがその辺に脱ぎ散らかされていました。役所の一室としてはあまりにも生活感で溢あふれています。

「……一人で仕事間に合うんですか？」

「少なくともここ半年以外はそうだったわ」

　ええー？　本当ですかー？

　じとりと目を細めざるを得ないお部屋なのですけど……。

「好きに使っていいと言われているのよ……」

　ぼくの視線に少し恥ずかしそうに眼を逸らすモニカさんでした。

「……だいじょうぶですか？　ちゃんと寝てます？」

「最近はあんまり」

　事件のせいで睡眠時間を削けずらざるを得ないのでしょう。

「事件が早く終わればいいですね」

「まったくね」

　彼女はあくびを一つしてからソファに腰を下ろします。「どうぞ」と促されたので、ぼくも彼女と向かい合わせに座りました。

　それから彼女はぼくの顔を改めてまじまじと見つめると、

「でも、あなただったのね、この国に派遣された魔女って」

　驚いたわ、と言いました。そのわりにさして驚いていないように見えるのは、昔から乏とぼしい表情のせいでしょう。彼女は新人だった頃から何ら変わってはいないようです。

「ぼくも驚きました。モニカさんの故郷から応援要請が来たって聞きましたから──」

　てっきりモニカさんが事件の対処にあたれないような状況下にいると思ったのです。彼女はぼくなんかよりもよほど優秀で、非の打ちどころのない魔法使いでしたから。

　魔女などという称号をぶらさげていながらちんちくりんなぼくなんかよりも、よほど。


「…………」



　彼女はやや重々しく黙ってから、「……私には解決できなかった事件なの」と目を逸らします。

「詳細は資料で概ね読んでます。かなり厄介な連続殺人みたいですね」

「でなければ応援なんて呼ばないわ」

　ぼくも彼女も新人だった頃の講習でおおよその殺人事件に関する知識とそれなりの解決策を学んではいるはずですが、それでもこの事件は難しいといえました。

　臆面おくめんもなく正直に申し上げると、ぼくがこの国に来ることに乗り気でなかったのはモニカさんの故郷であるから、という理由でもありましたけれども、難解な事件の予感しかしなかったから、という理由でもあります。

「これからどうする？」

　彼女は首をかしげました。

「何も分からない状況ですけど、でも、やることは決まってます」

「……何？」

　講義で学んだことを思い出しましょう。殺人事件に出くわしたとき、魔法統括協会の人間としてはまず最初にやらねばならないことがあります。

　曰く、それは国の文化体系を調べること。

　つまり。

「ちょっとこの国を案内してくれません？」
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　今や私は街では嫌われ者そのものだから、できることならサヤと一緒に歩きたくはなかったのだけれど、彼女がそれを望むなら仕方ないとも思った。

　私は彼女を引き連れて、街の至る場所に足を運んだ。

　まず最初に、初めて事件が起こった場所。民家の合間に挟はさまったただの路地裏。その次に訪れたのがレストラン近くの路地裏。そのあとにパン屋近くの路地裏。あとは民家の路地裏。また路地裏。それから路地裏に行って、路地裏にも行った。

「路地裏ばっかじゃないですか！」十件くらい回ったところでサヤが路地裏のなかで「もー！」と声をあげた。

　私は首を振って、

「事件現場が全部こういう場所だもの」とだけ答える。

「現場以外に何か回れる場所はないんですか？」

　新人の頃に学んだことに倣ならうのならば文化体系を調べるために街を回る必要がある。彼女がそのために街を案内してほしいと語ったこともよく理解しているつもり。だけど、

「路地裏中心に回ったけれども、街の雰囲気はよく分かったはず」

　私は言った。「この国はとりわけ治安が悪いわけじゃない。魔法使いもそれなりにいるし、そうじゃない人もたくさんいる」


「…………」彼女は私に耳を傾けながら、暗がりから見える大通りに往来おうらいする人々を眺ながめていた。「でも貧富ひんぷの差はわりと激しいみたいですね」



　陽だまりの中を歩くのは、この街の住民たち。サヤはしばらく街を歩いていて気が付いたのかもしれないけれど、まさにその通りだった。

　けれど貧富の差が激しい、というよりは、どちらかと言えば。

「魔法使いがお金持ちになりやすい、といったほうが正しいかもしれないわ」

　通りに紛れる魔法使いたちはその誰もが煌きらびやかな格好かっこうに身を包んでいるように見えた。三角帽子ぼうしは金の装飾をあしらったものを使っていて、胸には宝石のネックレスをつけた者もいる。見るからにお金を持て余していた。

　しかしそれも当然のことで、そもそもこの国は魔法使いが得をしやすいようにできている。

　魔法使いのほうができることが多いから。

　魔法使いにしかできないことがあるから、仕方ない。

「……で、現場以外に回れる場所、どこかないんですか？」

　サヤは依然として通りを眺めていた。

　私は頷く。

「一か所だけ」

　この国に住まう魔法使いの多くが務める場所。医療機関。

　薬の開発や怪我、病気の治療──そして遺体の解剖を一手に引き受ける医療機関が、この国の中心にはある。

　魔法使いたちの多くがそこで働いていて、エマデストリンの住民の助けになっている。もはやこの国において欠かせない存在であり、恐らくは私などよりもよほど民衆からの信頼を受けているのは間違いない。

　同時に、事件が起こる度に遺体とともに私が訪れることを彼らが疎うとましく思っていることも、間違いない。

　だから、叶うならばサヤと一緒に行くことだけはしたくはなかったのだけれど。

「案内してください」

　しかし彼女は、私に振り返って笑う。

「とっととお仕事終わらせて、二人で美味おいしいご飯でも食べましょう？」

　ただただ、私はその笑顔に胸を締しめ付けられた。




　人が生きる街エマデストリンにおいて最も大きく古い建物を構えているのがこの国の医療機関だった。道案内するまでもなく、私は「あそこが医療機関」とだけ言って、そのまま彼女を引き連れて歩く。会話もなく、辿たどり着くまでさほど時間はかからなかった。

　中に入ると、私の姿を見るなり医師の一人が駆け寄ってきて、「遺体の解剖が終わりました」と冷めた声を投げてきた。

　解剖の担当医のフラウゼだった。

　彼女に案内されるまま私たちは安置所まで赴く。フラウゼは「まあ見てもらったところで分からないとは思うけど」とサヤには聞こえない声で毒づいてから、路地裏で倒れていた女性の遺体を私たちに見せた。

「ご覧の通り外傷はありません。毒物も検知されませんでした。恐らく殺したあとで治癒魔法でも掛けているのでしょう。この遺体には手がかりが何ら残されていません」


「…………」ここに着いたときからずっと私の三歩ほど後ろにいるサヤは、眉根まゆねを寄せて遺体から目を逸らしていた。「つまり、例の殺人鬼の手口そのものだってことですか？」



　その声はどことなく苦しんでいるようにも見えた。遺体を見るのには慣れていないようで、呼吸の仕方を忘れてしまったように、息は少し荒あららげている。

　フラウゼは頷いた。

「その通りです。恐らく眠っている間に殺されて、身体の状態だけ元に戻されたのでしょう。……苦しむことなく命を終えることができたのは不幸中の幸いかと思います」

　殺人鬼の手にかかる者はまるで最初から命を持たない人形のように綺麗なまま路地裏に放置されている。一度命を失った身体を幾いくら治したところで、傷の状態は戻るとしても、命までは戻らないにもかかわらず。

「どうして遺体を路地裏に置くんでしょうね。人を殺すことが目的なら綺麗な状態に戻してから外に放置するなんて、余計な労力を割くだけに思えるんですけど」

　サヤの言葉にフラウゼは首を振った。

「私は遺体を調べるのが仕事ですから、そこまでは」


「…………」



「一刻も早く事件の解決をして頂けるよう、私もできる限りの協力はさせて頂くつもりです。けれど、この遺体から読み取れたことは加害者が例の殺人鬼であること以外にはありません。お力になれず申し訳ありませんが……」

　言いながらフラウゼは遺体を布で覆おおった。

　そして彼女は、丁寧ていねいにお辞儀じぎをひとつしてから、

「どうかあなた方が一刻も早く事件を解決できるよう、こちらも全力を尽つくします」

　ただ淡々と、上辺だけの言葉を語った。




　分かり切っていたことだけれども、今日見つかった遺体から新たな手がかりが発見されるなんて美味しい話はありえなくて、私たちの捜査は早速暗礁あんしょうに乗り上げた。

「やっぱり手がかりなしですか……、遺体見れば何か分かるかもと思ったんですけど……」私の前を歩くサヤは足早にこの場所から離れようとしていた。

　手がかりがないのならばもはやこの場所に用はない。

「役所に戻りましょう。もうここには何もないわ」

「……そですね」

　この場所は苦手だった。私がこの場所に来ることを好ましく思わなかったのは、手がかりがないと分かり切っていたからでもあったけれども、おおよそそれだけの理由で躊躇ためらったりはしない。

　私がこの場所を苦手とするのは、単に。

　ここには絶望が蔓延まんえんしているから。

「……ここ、病院なんですね」サヤは廊下を歩きながら、病室の一つ一つに目を向けていた。

　中には弱り切った病人がベッドで寝かされている姿があるばかりだった。

「リコリス病」

「……何です？」

「この国で以前から流行はやっている病のこと」私は後ろから語った。「いつのまにか感染して、病が発症すれば最初に高熱にうなされる。熱が下がれば今度は身体が動かなくなり、その後徐々に身体の自由が利きかなくなり、意識も失い、最後には植物状態になる」


「…………」



「発熱前に早期発見ができたとしても、けれど病の発症を遅らせることはできない」

　身体を病が蝕むしばんでいることが判明した時点で患者は選択を迫られることになる。この国から出て行ってどこか別の場所で死ぬか、もしくは莫大な治療費を負わされて死ぬか。けれど国から出るためには莫大ぼうだいな出国費用が待っている。結局お金がない普通の人たちは国に残る以外に選択肢はない。

　しかしこの国では殺人は重罪とされている。

　それは安楽死も同じで、病に侵されもはや意識があるかどうかも不明瞭だとしても、投薬を止めることは意図的に人を殺すのと同義となる。

　医療機関で働く魔法使いたちはそれ故に投薬を止めることができない。

　だからここには、絶望が蔓延している。

「……つまり病に罹かかった時点で、酷ひどい末路まつろを辿ることが確定しているってことですか」

「そう」私は頷いた。「死ぬまで続く苦しみを、ただベッドの上で耐えることしかできない」

　それはとても悲しいことだけれども、悲しみを止めることもできず、ただこの街の医療機関では今も、意識があるのかも分からない人々を延命させるために薬を与え続けている。

　私はこの場所が苦手だった。

　ここにはこの国の矛盾むじゅんがそこら中にありふれているから。

「あら。モニカが来てたのね」「どうせまた事件の調査でしょう」「目ざわりなのよね」「何もできないくせに」

　それに、ここでは私の無能を謗る声が遠慮なく響くから。

「父親のような人間にはなれないのね」

　誰かが声を漏らした。

　立ち止まり、振り返って見れば、そこには私を見ている魔法使いなんて一人もおらず、誰もが示し合わせたように私に背を向けて歩み続けていた。

「……どうしたんです？　モニカさん」

「……いえ、何でも」

　私は首を振り、サヤの背中を追いかける。

　少なくとも声の一つ一つがサヤの耳に入らなかったことは不幸中の幸いだと思えた。




　ひとしきり国の案内を済ませたあとも私とサヤは行動を共にした。

「さ、モニカさん！　昼は聞き込み調査をしましょう！」

「……手がかりなんてないと思うのだけれど」

「まあまあそう言わずに！」

　強引に彼女は私を外へと連れ出して、色々な人へと聞き込み調査を始めた。昼間から夜にかけて、とにかく街中を歩き続けた。

　住民の中に目撃者がいないかどうかは私がとうの昔に調べ尽くしているのだから、こんなことを幾ら続けたところで何の成果も上がらないことは分かり切っているはずなのに。

　けれど彼女はその翌日も、更に翌日も私を連れ出して、街を歩いた。

　毎日のように彼女は私と一緒に色々な場所を訪れては、買い食いをしたり、舞台を観に行ったり、そんな風に遊んでいるとしか思えないようなことをしながら、たまに思い出したように事件の聞き込みを行っていた。

「さてモニカさん。次はどこに行きます？」

　雑踏の中でそんな風に笑うサヤの両手には、その辺の露店ろてんで買ったパンが握られていた。

「……もしかしてふざけてる？」

　そもそも私たちが今訪れている場所は事件とは何ら関係のない大通り。聞き込み調査をするにしてはあまりにも不適切で、徒労とろうに終わることは目に見えている。

　あまりにも意味がない。

「一応、仕事もしてますよ」

　怪訝に眉を寄せる私に彼女は語る。「事件と関係ないところに来てみて、街の人たちの反応を見ているんです」

「……何のために？」

　私は首をかしげ、サヤは淡々と答えた。

「人って、自分勝手な生き物ですから、自分とは関係のないところでどれだけの人が苦しんでも、あんまり気にしないんですよ」そしてパンを一つ私に押し付けながら、彼女は言葉を繫つなぐ。「この辺りならモニカさんのことを悪く思う人はそんなにいませんよ」

　何より人が多すぎて、誰がモニカさんを嫌悪しているかなんて分からないでしょう？　とサヤは当然のように言った。

　悟さとられないように隠していたはずのことを、ごく当たり前のように言い当ててみせた。


「…………」だから私は、驚いた。「気づいてたの」



　まるで心を読まれたかのように思えたから。

「辛つらそうな顔してたのですぐ分かりましたよ」

「……私はいつも通りの顔をしてたはずだけれど」

「ぼくには全然そんな風には見えませんでしたけどね」

「そう？」

「そうですよ。人って辛いときほど視野が狭せばまって色々な考えを巡らせる余裕がなくなってくるものなんです」ぱくりとパンを嚙かみ、呑のみ込んでから、彼女は言った。「モニカさんがいつも通りと思っているだけで、けれど周りから見れば全然そんなことないんです」


「…………」



「辛くなったら頭の中にあるもの全部捨てて、何の関係もないところで何も考えずぼうっとするのが一番なんです。だから事件とは関係のないところで、しばらくこうしてぼうっとしていません？」

　私は私が思っていたよりもずっと、疲れが溜まっていたらしい。

　彼女に押し付けられたパンは信じられないくらいに美味しかった。喉元のどもとを通り過ぎて、空っぽだった私の身体に落ちたときに、数日前からろくに食事も摂とっていなかったことを思い出した。

「美味しいでしょう？　何せぼくが買ったパンですからね！」

　よく意味の分からない理屈を並べながら威張いばるサヤが私の横にはいた。

　私は笑っていた。

「あなたのそういうところ、好きよ」

「照れますねぇ」

　こんな風に、平和な時間がいつまでも続けばいいのに。

　けれど。

「……事件を一刻も早く解決させなければならない使命があることは忘れないで、サヤ」

「その点に関しては問題ありません」ふんっ、と偉そうに威張るサヤ。「調査が難航したときも、やっぱり事件とは何も関係ないところに来てみるべきなんですよ」

　そして彼女は、道の端はしを指差した。

　人通りが多い場所には色々なものと人が集まる。

　買い物客。美味しそうな料理の香り。積み荷を運ぶ馬車。仕事へ向かう大人。買い食いする魔法使い。人々は目的をもって通りをゆく。

　そして居場所も名前も捨てたホームレスも大通りには姿を現す。サヤの指差す先には、道行く人から金をねだるように木箱を置いて座り込むホームレスの姿があった。

「確か最初の被害者はホームレスでしたよね？」彼女は道の端に座るホームレスを眺めながらも、やや興奮しているように見えた。「それにほら、彼がとってるポーズって被害者たちがしている祈りに似てません？」

　つまりお金をねだっているだけのホームレスに事件との関連性を見出したらしい。

　私はため息を漏らした。

「……あれは祈りじゃないわ」

「？　じゃあ何なんです？」

　私は答えた。

「救いを求めているの」







　人に救いを求めることも、誰かに期待することも、私は今までしてこなかった。

　無駄だと感じていたから。

　私が物心つく前に母は家を出ていき、医者をしていた父は毎日遅くまで仕事をしていて、私はいつも家に一人置いてけぼりだった。父はたまに帰ってきても酒を飲むばかり。幼い頃に父と遊んだ記憶は私の中にはない。

　料理も家事もいつも私一人でこなしてきた。まだ十歳にも満たない子供が買い物をしている様子を眺めて、よその大人たちは「可哀想かわいそう」とよく眉をひそめていた。けれど父が心から私を愛してくれていたことをよく知っていた。ただ遠巻きに憐あわれむだけのよそ者たちよりも、よほど。

　私は小さい頃から、国を出ていくことを父に望まれていた。

「お前は魔法の才能があるから」「お前の力はこんな狭いところで発揮するには勿体もったいない」

　そんなことをよく言われた。私は国を出ていくことを父に望まれていて、私もその気持ちに応えたいといつしか思うようになった。

　だから誰よりも努力した。魔法使いの家系に生まれた子は皆、この国では医者を志こころざしていたけれど、私だけは魔法統括協会に所属するために勉強を始めていた。周りからは不思議なモノを見るような目を向けられた。変人だと思われることもあったし、父の傀儡くぐつだと蔑さげすまれたこともあった。

　それでも私は、父の期待に添そえるように勉強をつづけた。

　そこそこ勉強をしたからか、それとも私の故郷から魔法統括協会に所属するために国を出ていく子なんて私一人しかいなかったからか、あっさりと合格になって、私は協会所属のために国を出ていくことになった。

　父は信じられないくらいに多額の出国費用を私のために払って、私を国から出した。

　仕事が忙いそがしいらしく見送りには来てくれなかった。

　最後に父と交わした言葉は、この国を出ていく日に、突然かけられた言葉だけ。

「二度と戻ってくるなよ」

　見送りにふさわしい言葉は、たったその一言だけだった。

　父からそのとき向けられた目には、顔も知らない私の母への感情が含められていた。

　本当は父のように人の命を救う生き方をしたいと思ったけれども、私は終ぞそれを口にすることはなかった。

　私は小さい頃から何もかも知っていた。

　父と同じような生き方をすることを望まれていないことも、誰よりも知っていた。

　それでも結局、私は帰って来てしまったけれども。




　魔法統括協会に所属が決まってから最初の数か月は新人たちで寄せ集められて講義を受けることになった。

　下くだらないと思った。

　同じ一室に集められた魔法使いたちは誰もが緊張感のない子ばかりで、講義が終わったら何を食べに行こうだとか、どこに遊びに行こうだとか、観光気分でその場に留まっているような子ばかり。これからの仕事のことを考えるよりも、むしろ如何いかに講義の場を自分にとって居心地のいい場にしようかと思考を巡らせるような子ばかりで、真面目に学ぼうとしている子なんて私から見れば一人しかいなかった。

「ぼくは絶対魔女になるぼくは絶対魔女になる魔女になる魔女になる魔女になる魔女になる魔女になる魔女になる……」

　隣の席でぶつぶつと念ねんじ続ける変な子一人しかいなかった。


「…………」



　最初の自己紹介で緊張に顔を強張こわばらせながら、彼女は自らをサヤと名乗っていた。不思議な雰囲気の子だった。彼女は旅をしながら協会に所属したいという。

　少なくともその場に集められた新人たちは、講義が終わればすぐに故郷に戻ってそれぞれの支部で働くことになるから、彼女のように故郷に留まることを選ばない人間はひときわ浮いて見えた。もちろんそれは私も同じだったけれども。そのせいか彼女は周囲にさほど溶け込めていなかったようにも見えた。毎日、今にも死にそうな顔で現れ、休み時間でも誰とも喋しゃべらず勉強ばかり。一日の講義が終わっても、すぐにどこかへと走り去ってしまう。彼女を遊びに誘おうとしている子も何人かいたけれども、結局話しかけることすらできずにいたみたいだった。次第に彼女は周りから変わり者扱いされるようになっていたけれども、彼女はそれすら気づいていなかった。

　国にいた頃の私も、周りの魔法使いたちからそんな目で見られていたからか、不思議と彼女には親近感が湧わいた。

　いつか話してみたいとは思ったけれども、興味を惹ひかれていたけれども、そもそも誰とも話したことのない私にはそんな機会はきっと訪れないと思っていた。

　だから勉強帰りに偶然、彼女と初めて話したときのことを、私は今でもよく覚えている。




　その日から、あるいはその翌日から、彼女は何かと私に話しかけてくるようになった。講義の最中におせっかいを焼いてしまったからかもしれない。

　休み時間も、講義が終わったあとも、彼女は性懲しょうこりもなく私に話しかけてくれた。

　その度に私はあしらうようにただ冷めた言葉ばかりを返していた。本音とは裏腹に。

　私に近づくような子なんて、勉強のできる私を利用しようとする小賢こざかしい考えを隠そうともしない子ばかりだったから、警戒心が解けるまでは随分と時間を要した。それでも彼女は私に話しかけてくれた。

　私は嬉しかった。

　やがて私と彼女は友達同士になった。

「──それでですね、ぼくをそのとき助けてくれたのがイレイナさんって魔女さんなんですけど、この人がもうとにかくいい人で──」

　彼女はよく自分を救ってくれた魔女さんの話をしてくれた。

　本当によくしてくれた。

「……その話もう十回目」おおよそ飽きるくらいにしてくれた。

「じゃああと百回くらいしますね！」


「…………」



　彼女曰くイレイナという人は彼女が魔女を本気で志すきっかけになった魔女だという。

　延々と同じような話を繰り返す彼女にしきりに退屈そうな顔をしながらも、私は彼女に影響を与えた魔女のことを本音では羨うらやましく思っていた。

　私も誰かに影響を与えるような生き方ができたらと、そんなことを、思っていた。

　彼女と当時に交わした言葉の数々は、とても他愛たあいもなくて、わざわざ思い出す必要もないくらいに下らないと断じることができる程度にはありきたりな時間だった。

　けれど私は、彼女と過ごしたその時間が好きだった。いつも無愛想な顔しかできなかったけれども、私は彼女が自分自身のことを話してくれる時間が、私と一緒にいてくれる時間が好きだった。

　講義が終わったあとは一緒に帰るようになった。

「今日も滅茶めちゃ苦茶くちゃしごかれました……」

　師匠であるところのシーラ先生はよほど厳しい人なのか、彼女はいつも疲弊ひへいしきっていた。そうまでして魔女になりたいものなのか、イレイナさんとやらに追いつきたいものなのか、私にはその理由までは分からなかったけれど、疲れ果てることも厭いとわないくらい訓練にのめり込んでいる彼女は、適当に流して講義を受けているほかの子たちよりも随分と活き活きとしているように見えた。

「……ごはん、よかったら、食べに行く？」

「行きます！」

　胸中が顔に出やすい子なのか、彼女の考えていることは顔を見ればすぐに分かった。表裏のない子のようで、お腹なかを空かせていればそんな顔をするし、嬉しかったら顔をほころばせるし、悲しければその逆。

　彼女が語っている言葉はいつも本心で、だから誰よりも信頼できた。だから一緒にいることができた。

「あなたは正直者なのね」

「お腹が空いているのに噓うそつく理由なんてないじゃないですか」平然と彼女は答えた。そのあとで、「実はぼくも昔は噓をついていたことがあったんですけどまんまと見破られましてね──」

「イレイナさんにでしょ。知ってる」

「言いましたっけ？」

「十回ほど」

「じゃああと百回くらいしますね！」

「やめて耳が腐くさる」

　いつも、何度も、彼女は自分の話をたくさん話してくれた。

　ある日、休み時間の合間にいつものように下らない話に花を咲かせているとき、私は彼女に一度だけ聞いたことがある。

「……どうしてあなたは自分の話を私にするの？」

　そのとき彼女は、不思議そうな顔をしながら、やはりいつものように噓偽いつわりのない言葉を返した。

「？　友達に自分のことを知ってもらいたいと思うのって普通じゃないですか？」


「…………」



　そういうものなのかと思った。

　友達なんてできたことがなかったし、誰かに私を知ってもらいたいと思ったこともなければ、深く知りたいと思えた人もいなかったから。

　私には。

　誰のことも信頼することができなかったから。

「……友達のことを受け入れるのも、普通？」

　自分でも何を言っているのだと思った。こんな言葉を突然吐かれても戸惑とまどうだけだから。目の前のサヤも、不思議そうに首をかしげるばかりで、「何を言っているんだろう？」と思っていることくらい顔を見ればすぐに分かった。

　けれど彼女はその直後に、あっさりと答えた。

「よくわかんないですけど、普通じゃないですか？」

　それもやはり彼女の本心で、噓偽りのない言葉だった。


「…………」



　一種の気の迷いが生じたのは、このときだった。

　もしかしたら、彼女ならば、私のことを理解してくれるんじゃないかと思った。目の前の彼女なら、本当の私を知っても傍そばにいてくれるかもしれないと、思った。

　だから。

「あのね、私──」

　私は、彼女に、言おうとした。

　本当のことを。

　私のことを。

　けれど。

「休憩は終わりだ。講義始めるから席に着け」

　間が悪い。私が口を開いた直後にシーラ先生が講義室の扉をひどく気だるげに開いていた。

「あっ！　ごめんなさい！　またあとで！」師匠には頭が上がらないようで、彼女はそそくさと自分の席へと戻ってしまった。

　結局、私の秘密はそのとき彼女に打ち明けることはできなかった。

　まだ誰にも、親にだって話したことのない秘密を胸に秘めたまま、講義は始まった。





○






「連続殺人事件の犯人像は大きく分けて二種類に分別できる」

　ぼくの師匠であるところのシーラ先生の講義の中では連続殺人犯は狩猟しゅりょう型、衝動しょうどう型と分類されていました。

「一つは殺人を楽しんでいる者。一定の知能があり、それが社会倫理りんりに反することだと知っておきながら殺人を犯すタイプの人間だ。基本的にこの類たぐいの殺人鬼は頭がよく、コミュニケーション能力にも長たけている。往々おうおうにして両親は健在で、上流階級の生まれが多い。これらの特徴を携たずさえている殺人鬼はしばしば殺人を趣味の一つとして認識している場合が多い。つまり狩猟者だ」

　しかし、と先生は言葉をつづけました。

「もう一方のタイプはその真逆だ。そもそも殺人を楽しんではいないし、それが悪いことだとも理解できない。基本的にこのタイプは知能が低く、コミュニケーション能力にも欠けている。親は片親が多く、貧困層の生まれに多い。これらの特徴を携えている殺人鬼は、幻覚や幻聴に悩まされることが多く、それらの悩みの末に殺人を犯すことが多い。つまりこの衝動型にとっては、物事を解決するための手段の一つとして、殺人がある、ということだ──だがこれらの分別に含まれない連続殺人犯も中にはいる。分かるか？　モニカ」

　突然指名されたモニカさんは、しかし大して動じることなく、いたって涼すずしい顔のまま答えました。

「二つの特性を持ち合わせている人間です」

　直後にシーラ先生が頷きました。正解のようです。

「その通りだ。そしてこのタイプの連続殺人犯を捕まえるのが最も困難だといえる。狩猟型の殺人犯の場合は獲物を選り好みする傾向にある。凶器もあらかじめ用意していたものが多いから、被害者、使用された道具から探れば容疑者は絞り込みやすい。衝動型は選り好みせずに行き当たりばったりで衝動的に人を殺すが、その辺で見つけた道具を凶器に使い現場を荒らすうえに、証拠をそこら中に残す傾向にあるから、現場を探れば容疑者は絞り込めていける。ただしこの二つのタイプの特性を持った人間は別だ」

　要は現場にも何の証拠も残すことなく、それでいて被害者の傾向も摑むことができない、ということでしょうか。

「正直に言って分類の外にいる殺人犯は何を考えているのかまったく見当がつかない。捜査は難航するだろうな」

　過去にそういった殺人鬼と対峙たいじしたことでもあるのでしょうか。シーラ先生は教卓の前で肩をすくめて、嘆息たんそくを漏らしました。

「いつまでも捕まえることができないせいで、もしかしたら街の住民に無能と謗られる羽目になるかもしれないな」

　この類の殺人犯と出くわしたときは、覚悟したほうがいいぞ──と当時の先生は、脅すようにぼくらにそう言いました。







　そして実際その通りだったわけです。

　入国から何日にもわたりこの国を調べて分かったことは、犯人の手がかりなど何もないこと。どこからともなく現れては人を殺して何の証拠も残さず去っていく殺人鬼の特徴はおろか性別も年齢もまるで分からないまま、時間だけが過ぎていきました。

　殺人事件が起こらないように、ぼくとモニカさんは二人で巡回をするようになっていました。一応、この国の兵士たちが見回りをしてくれてはいるものの、魔法使いの相手は魔法使いにしか務まらないように感じられましたから、ぼくはモニカさんを連れて毎日夜遅くまで出歩いていました。

　この国に来てから、そうして一週間の月日が流れていきました。

　相変わらず捜査に進展はなく。

　そして誰も死なないまま、今日も一日が終わろうとしていました。

　このまま時間だけが過ぎてくれるならば、どれだけ嬉しいことでしょうか。このまま殺人が犯されなくなってくれれば、どれだけ喜ばしいことでしょうか。

「狩猟型であり衝動型でもある連続殺人鬼って、つまるところ高い知能を持っていながら、けれど人を殺すという手段を強いられた人、ってことになるんでしょうか」

「二つのタイプの特性を併あわせ持っているのなら、そういうことなんじゃない」

「どうして人を殺さなければならなかったんでしょうね」

「さあ」モニカさんは冷たい声をしていました。「どうしてでしょうね」

　彼女がそんな言葉を漏らすのはとても珍めずらしく思えました。大抵のことは知っていて、知識が豊富で、たとえば講義で分からなかったことがあってもあっさり彼女は解決してくれていましたから。

　彼女に分からないことなどないように思えていましたから。

「モニカさん、明日はどこに行きます？」

　ぼくは彼女に笑いました。横から見える彼女の顔色は悩みに取り憑つかれているように見えましたから。

　また疲れが溜まっているのなら、またどこかへ遊びに行けばいいと思っていたのです。

　ぼくはモニカさんに、もう少しだけ楽しい顔でいてほしいのです。

　けれど彼女はそんなぼくの心を見透かして、首を振ります。

「明日も仕事。この前みたいに事件と無関係なところに行ったりはしないわ」

「でも」

「行かない」

　そして彼女は立ち止まり。


「…………」



　ぼくも遅れて、止まりました。振り返ると、街灯の下で俯うつむくモニカさんの姿がありました。

　光の中にある彼女の顔色は沈んでいて、今にも闇の中に溶けてしまいそうでした。

　ぼくは、

「……じゃあ、せめて、悩みがあるなら、ぼくに相談してくれませんか」

　彼女に言いました。「モニカさんのこと、ぼくは友達だと思っています。どうして一人で悩むんですか？　どうして何も話してくれないんですか？　辛いことがあるんですよね。なのに──」

　どうして、そうやって一人で俯いてしまうのでしょうか。

　顔を見ればすぐに分かります。いくら表情が乏しくても、いくら感情の起伏きふくがなくても、たとえ数年ぶりの再会だったとしても、新人時代に一緒に過ごした時間のなかで、彼女はぼくに一度だって今のような表情を見せたことはありませんでした。

　顔を見ればわかります。

　この国に来て、彼女に会った直後に分かりました。

　モニカさんがどうしようもない悩みに苦しめられていることくらい。

　ぼくはそれから真っすぐに彼女を見つめ。

　けれど彼女は、ぼくから目を逸らしました。

「明日からは別行動をとりましょう。私たちは一緒にいるべきじゃないわ」

「……だめです。一緒に行動します」

「どうして？」


「…………」ぼくは言いました。「放っておけないんです。モニカさんのこと。こんな状態で一人になったら殺人鬼に襲われるかもしれませんし──」



「大丈夫。襲われることなんてないわ」

「でも」

「それとも私を一人にするとあなたに不利益でもあるの？」


「…………」



　見透かすような目を向けられて、ぼくは反射的に、目を逸らしました。

　暗闇が視界を覆います。視界の端に見える明かりのほうから、小さく、ため息がこぼれました。

　落胆するような、悲しむような声が響いたのは、その直後のことでした。

「もう昔のようなあなたじゃないのね」





●






　一日の講義が終わったあと。

　サヤは魔女になるための特訓があって、私も居残りで勉強していたから、自ずと家路につくタイミングは被っていることが多くて、講義の日々が続けば続くほど一緒に帰ることが増えていった。

　その日も私と彼女は二人並んで夕暮れの道を歩いた。

「そういえば昼間、何を言おうとしてたんです？」

　道に咲く彼岸花を眺めていると、彼女はひょいと私の視界に割り込んできて、首を傾けてみせた。

　シーラ先生の講義が始まる前に私が言いかけていた言葉の続きを知りたがっていることはすぐに分かった。

　けれど、今更言い直すのもなんだか恥ずかしくて、

「何のこと？」

　なんてとぼけてみせた私だった。

「ぼくに何か言いかけてたじゃないですか。あれ、何を言おうとしてたんです？」

「別に何でもない」

「えー？　噓だー。ぜったい何か言いかけてましたってー。何を言おうとしたんです？　恋の悩みですか？」

「違う」

「じゃあ何です？」

「だから、別に何でもない」

「……んー、そですか」彼女の性格上、強引にでも私から秘密を引き出そうとするだろうと警戒していたけれど、サヤはすぐに身を引いた。「まあ、別に言いたくないならいいんですけど──」

　でも、と彼女は続ける。

「言いたくなったら、言ってくださいね。ぼく、頼りないかもしれないですけど、悩みがあるなら力になりたいですから」

　モニカさんのこと、もっと知りたいですから──そう言ってくれた彼女の言葉には、噓も偽りもなかった。

　ただ真っすぐに思ったことをそのまま口にしていた。

　だから。

「……絶対に誰にも言わない？」

　気が付けば口を開いていた。「私はこの秘密、誰にも言ったことがないの。知人にだって、親にだって、誰にも」

「言いませんよ。当然じゃないですか」

　自信に満ちた顔であっさりと彼女は頷く。

　この子なら、本当の私を知っても受け入れてくれるような気がした。

　私のことを知ってほしいと思った。

「私は──」

　そして。

　その日、彼女に、秘密を漏らした。

　たった一言、私はずっと誰にも語ることのなかった秘密を、明かした。


「…………」



　夕暮れの中で彼女はしばし黙り、少しの間を置いて私が冗談を言っているんじゃないかと眉根を寄せて、けれど私の顔を見てただの冗談ではないことを悟って、やがて、

「そう、なんですか……」やや歯切れの悪い言葉とともに、「それは……、ちょっと、ぼく、恥ずかしいですね……」少しだけ頰ほおを染めた。

　私を気持ち悪いとも思わず、私の言葉をそのまま信じて、彼女は笑った。

　嬉しかった。

「好き」

　自然と漏れたはがゆい言葉を誤魔化ごまかすように、私はサヤに笑いかけていた。

「あなたのそういうところ、好きよ」

　努力家で。勤勉で。優しくて。人を傷つけることが苦手で。噓を言わず。誤魔化しもせず。ただ真っすぐに今を生きている彼女が、私は眩まぶしかった。

　彼女のように生きられたらと心から望むほどに。

　彼女にとって一番大事な人になれたらと希こいねがうほどに。

「あなたは変わらないでね、サヤ」




　けれど彼女の心の一番深いところには既に別の人がいることくらい、私は知っていた。私の居場所なんてそこにはないことくらい、知っていた。

　私は小さい頃から、何でも知っていた。

　悲しいくらいに。





○






　この国に──人が生きる街エマデストリンに着いた直後に、ぼくはモニカさんと顔を合わせて、とても驚きました。

　彼女の故郷で起きている事件が解決できていないということは、つまるところモニカさんが何らかの事情で事件の解決のために動くことができないか、もしくは既にモニカさんがこの国にいないことが考えられたのです。

　ぼくがそもそもこの依頼を受けたのも、彼女の身を案じていたからという側面があまりにも大きかったのです。

　だから驚きました。

　彼女が国にいながら事件が解決できていないなんて、おかしいのです。ありえないのです。

　彼女は何でも知っているのですから。

　ぼくの知っているモニカさんには、おおよそ解決できない事件など存在しないのですから。

　数年前に彼女は誰にも明かしたことのないはずの秘密を、ぼくにだけは語ってくれたのですから。

「──私は、人の心が読めるの」

　本当のモニカさんをぼくにだけは、教えてくれたのですから。







　ぼくはこの国に来て、モニカさんと顔を合わせた直後から意図的に心を閉ざしました。

　無理やり事件のことを忘れて全然関係のない大通りに行ったり、素すっ頓狂とんきょうな推理も披露して見せました。

　とかく何も考えないように努めました。

　噓もつきましたし、誤魔化しもしました。

　たとえそれが彼女に望まれていないことだとしても、ぼくが何を考えているのかなど彼女に読み取られるわけにはいかなかったのです。

「あなたが昼も夜も問わず私を連れ回しているのは、私一人にすれば人を殺してしまいかねないから──でしょう？」


「…………」



　モニカさんがこの国に未だいて、けれど事件の解決ができないのならば、真相は二つに一つ。

　何らかの理由で犯人を捕まえることができない。たとえば犯人が彼女を脅しているとか、犯人がモニカさんの知り合い、とか。

　もしくは彼女自身が犯人。──そのどちらかでした。

　けれど前者である可能性はすぐになくなりました。

　一通り調査して分かったのは、殺人鬼の情報があまりにもなさすぎることでした。

　まるで街の人すべての心を透かして、誰にも疑われないように雲隠れしているかのように。

　半年も前から事件が起こっているというのに目撃者が誰一人としていないなんて、おかしいのです。兵士が巡回しているはずですし、怪あやしい人影があればすぐに噂うわさになるはずです。

　けれど噂話一つとして聞きませんでした。

　こんな芸当は衝動型の殺人鬼はおろか狩猟型の殺人鬼にだってできるわけがありません。

　モニカさん以外には、誰にも。

「……何か悩みがあるんですよね？　殺さなければならない事情があったんですよね……？」

　何か事情があるに決まっているのです。どうしてもそうせざるを得ないほどに追い詰められてしまったに違いないのです。

　だからぼくは、彼女の助けになりたいと願いました。

「あなたには関係ない」

　ぼくの気持ちは、残念ながら届くことはありませんでした。

　モニカさんは杖つえを握り、既にそれをぼくの顔へと差し向けていましたから。

「このまま私を放って置いてくれるのなら、あなたのことを見逃してあげてもいい」

　言い換えるのならば、それは。

「……邪魔をすれば、殺すということですか」

「理解が早くて助かるわ」


「…………」



　モニカさんは誰の心も簡単に読むことができてしまいますから、恐らくはぼくが今、何を考えているのかも分かり切っていることでしょう。

　このまま引き下がるつもりなんて微塵みじんもないことくらい。

「……そう」

　彼女の顔色には、悲しみが浮かびました。「……残念だわ」

　そして杖を振るいます。

　無数の火の玉が彼女の周りに現れました。眩しさと共にほんの少しの熱がぼくの肌をなぞります。

　ぼくが杖を出すよりも先に、彼女は手首を軽く揺らしました。その微かすかな所作しょさに応じるようにすべての火の玉が次から次へとぼくに向かって飛んできました。

「っ──」

　顔に当たる寸前。

　ぼくの杖が火の玉に水をぶつけました。

「待ってください……モニカさん……！　ぼくは──」

　一つひとつ、明かりを消すように、水の玉を真正面からぶつけて熱をもみ消します。

　彼女に何かかけられる言葉はないのか、彼女を止める術すべはないのか、あれこれと頭を巡らせながら歩み寄ると、彼女はそれを拒こばむように、また更に杖を振るいます。

　ぼくは彼女を痛めるつもりはもちろん、殺すつもりもありません。だから殺傷力の高い魔法は使えませんでした。

　モニカさんが氷柱つららを出してみせればぼくはそれを粉々に砕いてみせて、彼女が街灯を引っこ抜いてそのまま投げてきたら、軌道をずらして通りに落としました。

　ぼくから攻撃らしい攻撃はほとんどしませんでした。

　せいぜいその辺からゴミ箱やら花壇かだんやらを引っ張って、投げるだけの威嚇いかくともいえない中途半端な攻撃くらいなもの。

　しかしそんなもので彼女は止まることはありませんでした。

「魔女になった割に随分とみっともない魔法を使うのね」

「そう見えますか」

「ええ」

　くすりと笑って、ぼくが投げたものをそのまま例外なくばらばらに砕いていきました。「私を殺すつもりで魔法をかけないと、私は止まらないわよ、サヤ」

　廃材をかき集めて彼女を拘束しようとしても、思い至ったときには既に彼女は周り一面に散らばった廃材に火をつけてしまっていました。

　何をしようとも彼女はぼくの魔法を受け流してしまいました。


「…………」



　けれど。

　決してぼくが劣勢というわけでは、ありませんでした。

「……こんなこと、モニカさんにはしたくありませんでした」

　指先に力を込めて、ぼくは彼女に杖を向けます。

　彼女は相手の心を読めますから、ぼくがどのような魔法を繰り出そうとしているのかも分かり切っていますから、だから生半可な魔法で彼女を止めるのは恐らく難しいでしょう。

　しかしそれは彼女に絶対に敵わないということではないのです。

「──ごめんなさい」

　そしてぼくの杖から魔法は放たれました。

　最初に放たれたのは火の玉で、彼女はそれを難なく水玉で消してしまいましたが、直後に風の塊かたまりが迫りました。もちろん彼女はそれすら読めていましたからあっさり避けましたが、頭上から迫りくる氷柱の雨への反応は少し遅れました。そのとき彼女の背後で爆発音がしましたが、風の塊が民家の壁を破壊したせいで破片が彼女の背中に幾らか叩きつけられました。痛みに顔を歪ゆがめる間もなく今度は何の芸もない魔力の塊が彼女の眼前まで迫っていましたが、同じく魔力の塊をぶつけることで彼女は相殺そうさいしていました。一瞬の目くらましの合間に地面に敷き詰められたレンガを破って蔦つたが伸びて彼女を摑みましたが、彼女はこれも冷静に引きちぎりました。砕けたレンガがそのまま彼女の顔めがけて飛びましたが、当たったところでさしてダメージはなかったのでしょう、少し嫌な顔をしたくらいでした。けれどそれも魔力の塊と同じく目くらましであったことに気づくまでには少しの時間を要したはずです。

　攻撃の手が一瞬、緩んだ隙に反撃をすべく伸ばした彼女の手に、既に杖は握られていなかったのですから。


「…………！」



　ぼくは彼女が驚いている顔を、このとき初めて見ました。

　ただのレンガを顔に軽くぶつけている合間に、ぼくは彼女の手にある杖を弾き飛ばしていたのです。杖がないことに気づき困惑している彼女の脚元に、再び蔦を巻き付けて、今度こそぼくは拘束しました。

「……ごめんなさい」

　また、ぼくは謝っていました。

　彼女がぼくの心をすべて読めることは、最初から分かっていました。モニカさんと戦うことになったとき、どうすれば彼女を止められるのかも、ぼくは分かっていました。

　ただただ単純に。

　思考を読んでいても抑えきれないほどに魔法を浴びせ続ければいいのです。

　たったのそれだけで、彼女を止められることは分かっていました。気が進まなかったのは、彼女を傷つけたくなかったからです。


「…………」彼女は今、ぼくが何を考えているのかも、分かっているのでしょう。



　拘束されて、身動きがとれない状況下に陥おちいった彼女は、

「魔女に敵かなうわけがなかったわね」

　観念したように、ただ一言、笑いました。





○






　治安を守るために働いていたはずの魔法使いのモニカさんが連続殺人鬼であったという報せはすぐに国中に広まりました。

　誰もが恐れおののき、あるいは怒りを露あらわにしました。事件の被害者遺族の方たちは当然のこと、関係者も、それに今まで幾ら事件が起ころうとも無関心を貫いていた人たちまでもれなく彼女を非難しました。人々を守るはずの立場の者が、人々の生活を脅かしていたなどと知れたのですから当然ともいえる反応でした。

　街は彼女に対する嫌悪で溢あふれていました。

「この度はありがとうございました。サヤ様」

　平然とした口調で事務的なお礼を並べる役人さんも、多分同じく。「サヤ様がいなければ殺人鬼は未だ人を殺して回っていたことでしょう。本当に何とお礼を申し上げたらよろしいのか……」

　きっとぼくがモニカさんと同じように心が読めたなら、ぼくは彼の顔すらまともに見ることができなかったことと思います。

「ぼくは仕事をしたまでです」

　首を振り、ぼくは言いました。「モニカさん──彼女はこれからどうなるんですか」

「我が国の法に則のっとり処罰を受けることになるでしょう」


「…………」



「言うまでもなく彼女が犯したのは最も重い罪。殺人です。極刑に処されるのが妥当だとうかと」

　魔法統括協会所属の魔法使いが派遣されて事件を解決した場合において、犯人を捕まえた後に、導かれる結末は二つ。

　犯人を協会本部まで連れ帰り、適正な処罰を受けさせる。

　もしくは、その国の法に則り処罰を受けさせる。

　往々にして前者は魔法使いに対する法が定められていない国において適用される特例ですから、基本的には犯人の行く末はその国にゆだねる形になります。協会所属の魔法使いにとっても、そのほうが仕事が早く済むため助かるわけですけれど、しかし、こと今回においては、モニカさんの処遇を人任せにすることに関してはとてもとても抵抗がありました。

「……彼女は死刑になるということですか」

　殺人鬼の正体は分かりました。

　捕まえることもできました。

　けれど彼女がどうして人を殺し続けていたのか──その一点に関しては、彼女が頑かたくなに口を閉ざしているおかげで未だ何一つとして分かっていないのですから。

「我が国の極刑は死刑ではありませんよ」語弊ごへいがあったようで、役人さんは首を振りました。「我が国では殺人は容認されていません。自殺も他殺も例外なく重罪とされています。それは死刑も同じです。人殺しを死刑にしては我が国の法が矛盾していると言わざるを得ないと思えませんか」


「…………」



　けれど、それならば。「じゃあこの国の極刑は何なんですか」

　役人さんはごくあっさりと答えます。

「追放です」




　呆然ぼうぜんとぼくは街を歩きました。

　もう仕事は終わりました。この国にも用はありません。やるべきことを済ませたのですから、とっとと次の国へとほうきを走らせるのが筋なはずです。

　けれどどうしてもぼくは、この国から出ていくことができませんでした。

　モニカさん。

　彼女がどうして人を殺あやめなければならなくなったのか、結局ぼくはその答えを、目的を、未だ知ることができていません。

　ぼくは彼女ともう一度会いたいのです。

　だからぼくは、呆然と街を歩きました。

「……サヤ様、ですよね」

　そんな折です。

　声を掛けられました。振り返ると魔法使いが一人、立っていました。

　一度しか会っていませんが、彼女のことは覚えています。名前は確か、

「……フラウゼ、さん……でしたっけ」

　解剖を担当しているお医者さんだったはずです。医療機関に行ったときに顔を合わせた程度ですからぼくが口にしたお名前も合っているのかどうか自信がありませんでしたけれども。

「ええ。解剖医のフラウゼです」どうやら合っていたようで。「いま、お時間はありますか？」


「…………」



　彼女の表情は陰っていました。

　その顔は、この街にいる多くの人たちとはまるで違う感情を抱いているようにも、見えました。

「お話があります。モニカのことで」

「……何ですか」

　彼女は、答えます。

　たった一言。

「私たちは犯人の目的を、ずっと知っていました」

　知ったうえで、ずっと黙っていました、と。

　それはあまりに重苦しい告白でした。





●






　父の希望に添ってこの国を離れた私は、二度とここに戻ることはないと思っていた。二度と父に会うこともないだろうと、思っていた。

　だから研修期間が終わったら故郷に戻るつもりかとサヤに尋ねられても、私はいつも一様に同じ言葉を返していた。

「故郷に帰るつもりはない」

　その言葉に噓はなかった。

　研修期間が終わる頃──私が人の心を読めると知ったあとでも一緒にいてくれたサヤは、出会って間もない頃に交わした言葉など忘れてしまっていたようで、

「研修が終わったら、モニカさんは故郷に戻るんですか？」

　同じ言葉を、私に尋ねてきていた。

　私は正直に答えていた。

「……帰らないといけないみたい」

　研修が終わる間際。

　人が生きる街エマデストリンから便りが一通、届いていた。

　紙きれには長々と事務的な文章が綴られていた。けれど、要約すれば、つまり、

『あなたの父が人を殺しました。追放処分を受けました。慰謝料のことでお話があります。速すみやかに国に戻ってきてください』

　たったそれだけのことを伝えるための代物だった。

　二度と私は故郷に戻ることはないと思っていた。

　けれど心のどこかで、思っていた。

　もしかしたらいつか、こんな日が来るかもしれないと。




　国に戻った私を待っていたのは犯罪者の一人娘に対する好奇のまなざしだった。

　国の役人たちは私が戻るなり、

「あなたの父は医者でありながら患者にあえて危険な薬を投与して命を奪っていました。彼は連続殺人鬼だったのです。残念ながら」

　私の父がどのような人間であったのかを教えてくれた。「あなたがこの国にいる頃からずっと続けていたのでしょう。被害者の数はもはや数え切れないほど。慰謝いしゃ料りょうのほうも──」

　提示された金額はおおよそ私一人では到底まかないきれないほどの額だった。

　犯罪者の父に殺められた被害者たちの心の傷を金で解決しろと国の役人はのたまった。既に父は追放処分を受けたあと。私一人で払うしかなかった。父が貯め込んでいたお金をすべて差し出しても、家を差し出しても到底足りないほどの借金を、私は抱えさせられた。

　その折に国の役人から一つ提案された。

「我が国で働くのはいかがでしょう。借金の返済が終わるまで、我が国の治安維持のために尽くしてみては」

　この国の魔法使いたちのほとんどは医療機関に勤めるために、国で働く魔法使いは以前から求められていたらしい。

　おまけに私は魔法統括協会のブローチもぶら下げている。国で働かせるにはおあつらえ向きだったということなのかもしれない。

「あなたがお父上と不仲であったことはこの国の多くの人が知っています。幼い頃から虐待ぎゃくたいを受けていて、耐えかねて国を出たのでしょう？　あなたの境遇に同情する者は多い。街の人々もあなたを拒絶することはないでしょう」

　役人はそのように言いながら、私の肩に触れた。

　けれど私は知っている。

　父が誰よりも深く私を愛していてくれたことを、知っている。




　人の心が読めてよかったことなんて一度もない。

　街を歩けば人々の不平不満が絶え間なく響きわたる。たとえば笑顔で言葉を交わしている人々が心の中では互いを蔑さげすんでいることも、手を繫いで歩いている恋人同士が互いに愛し合ってなどいないことも、近くを歩けばすぐに分かる。

　私には分からないことなんて何一つなかった。

　人々が胸の中に秘めている怒りも苦しみも、喜びも悲しみも、私は何もかも手に取るように知っていた。

　医者として働いていた父が人を殺あやめ続けていたことも、当然知っていた。

　けれど同時に街にいる誰よりも苦しんでいたことも知っていた。

　父は決して己の快楽のために人を殺していたわけではない。されど倫理観が壊れて正常な判断力を失っていたわけでもない。衝動的な人間でも狩猟者でもなかった。

　そうせざるを得ない状況にまで追い詰められたから、殺さなければならなかったというだけに過ぎない。

　この国で蔓延しているリコリス病は私が小さな頃に国で流行はやり始めて、けれど未だに明確な治療法すら確立されていない。一度罹れば死なないようにひとまず延命措置を取らざるを得ないのが現状で、そのために必要となる治療費は莫大なものになる。

　到底庶民ではまかないきれないほどの額が患者の親族にはのしかかる。けれどこの街では自殺や他殺はおろか安楽死さえ許されてはいない。死なないように薬を与え続けなければならない。その度に借金は膨れるばかり。しかし死ぬことは許されず、患者も、その家族にも、待っているのは終わることのない苦しみばかり。

　父はそんな暗闇に立たされた人々を救うために、薬を投与しながら安楽死をさせていた。誰にもばれないように、誰にも打ち明けられない苦しみを絶えず受け入れながら、誰にも感謝されることなく、ただひたすらに安らかに眠らせていただけだった。

　父は毎日精神をすり減らしていた。帰ってくる度に酒に溺おぼれ、時には私に手を上げることもあった。けれど痛みを感じたことは一度もない。

　頰を叩かれた私よりも、父の心が深く傷ついていることを知っていたから。

　私は、自らの秘密を抱えて生きている父のように、自らの気持ちと秘密を押し殺して生きてきた。人々の嘆なげきにも耳を背けて生きてきた。

　私が十五歳になった頃に父は言った。

「お前には魔法の才能がある。この国はお前には勿体もったいない」

　けれど本心は違う。

　父は知っていた。いつか自らの行いが明るみに出ることも、この国には幸せなどないことも。上辺だけの言葉を並べて、父は私を国から追い出そうとした。けれど、それは私が憎かったからでも、まして邪魔だったからでもない。

　ただ、幸せのないこの国に居座り続けることに意味を見いだせなかっただけ。

「二度と戻ってくるなよ」

　国を出る間際に語った言葉でさえ、噓だった。

　本当は知っていた。父が私と一緒にいたいと願ってくれていたことも、本心ではいつか帰ってきてほしいと願っていたことも、けれどその気持ちさえも押し殺していたことも。

　だから、結局。

　この国から協会へと手紙が届けられたとき、私はこの国に帰ることを決めてしまっていた。




　本当は皆誰もがこの国はおかしいと思っている。

　この国に疑問を持ちながらも、けれどそれを口に出せずにいる。おかしいと感じている自分自身がおかしいのだと目を背けて生きている。

　だから口を閉ざし、どんな理不尽にだって耐えている。

　けれど私には、すべてが聞こえている。

　国で働くようになった私の耳に絶えず響いたのは、未だ快復の兆きざしの見えないリコリス病に悩む人々の苦しみと、解決策一つすら見いだせていない魔法使いたちの苦悩ばかりだった。

　誰かが言わなければならない。こんな世の中は間違っていると。

　誰かが救わなければならない。終わることのない苦しみから、人々を。

　誰かが犠牲にならなければならない。

　私は知っている。

　秘密を明かして想いを言葉にしても、必ずしも不幸になるわけでは無いことを、知っている。

　私が人々の心の声を聴くことができると知りながらも、変わらず私と接してくれた彼女が、教えてくれたから。

　だから私は、父と同じような生き方を望まれてはいないとは知りながらも、結局、同じ道を歩んでいた。





○






「医療機関で働く魔法使いの間では有名な話でした」

　フラウゼさんが語ったのは、モニカさんのお父さんの物語。「彼女の父親は国の法に反していると知りながら、患者たちを安楽死させていたんです。表向きには危険な薬物を処方し続けていた快楽殺人者とされていますけれども──少なくとも、医療機関で働く魔法使いの間では彼女の父は憧あこがれの的でした。誰にも成し遂げられないことをやり遂げていたのですから。莫大な医療費がかさんで首が回らなくなって、家族を殺める人も今まで何人も見てきました。彼はそうなる前に人々を救っていたのです。国の上層部からきつく緘口令かんこうれいが敷かれて、この真実が表に出ることはありませんでしたけれども……」


「…………」



　沈黙を返すぼくに、彼女は、

「解剖をすれば大体のことは分かります。今までの被害者たちがリコリス病に罹っていたことも、知っていました」

「……黙っていたということですか？」

　遺体から分かることは何もなかった──彼女はそう言っていたはずです。できる限りの協力もすると、確かに言っていたはずです。

「私だけではありません」ほんの少し語気を強めて、フラウゼさんはぼくを見つめました。「被害者となっていた人々の誰もがリコリス病の患者であったことはこの国の多くの魔法使いたちがうすうす感づいていました」

「……それなら」

　どうして、何も教えてくれなかったんですか──。

　喉から出かかった言葉は、フラウゼさんに遮さえぎられました。

「私たちは彼女に事件を解決してほしくなかったんです。たとえ国の上層部に彼女がそのような期待をかけられていると知っていても」

　解決してしまえば、リコリス病に苦しむ患者たちはまた何の救いもないまま絶望を抱えて生きていくしかなくなるから。

　だから黙る以外に方法がなかったと。だから事件を解決するために嗅かぎまわっていたモニカさんを、疎うとましく思っていたのでしょうか。

　けれどリコリス病の患者たちを救っていたのは、他でもないモニカさんだったのです。街の人々に未だ事件を解決できない無能と謗られても、医療機関の魔法使いたちに幾ら嫌われても、モニカさんは、それでも誰にも自分の胸の内を明かすことなく、一人戦っていたのです。

「サヤ様……」

　ぼくたちがすべてを知った頃には、もう彼女は手の届かないところにいました。

「私たちは、彼女に酷ひどいことを……」

　耐え難い後悔の中で、彼女は崩れ落ちて、涙を流しました。




『最近、私が旅の中で出会ったなかで、少し変わった人が一人いました』

　一つ、思い出したことがありました。

　ぼくが尊敬する魔女であるところのイレイナさんとこの前会ったときに、彼女は一つ、旅の物語をぼくにしてくれていたのです。

　とある街で会った、不思議な女性の話を。

『その人はどうやら未来の出来事が見えていたようで、翌日、その翌々日、もっと先の未来で、街で何が起こるのか、人の生活がどのように変わるのかをあらかじめ知り得ていたのです』

『ははあ。便利な能力ですねえ。そんな力があったらぼく、お金儲もうけに使っちゃいそうです』

　テキトーに頷くぼくに、彼女は平坦へいたんな口調で語り続けていました。

『けれど彼女はそのような私利私欲しりしよくのために力を使うことはなかったんです。彼女はその力を使って、人々に予言をして回っていたんです。ある人には、「明日あなたは事故に遭う」と語り、ある人には「あなたの恋人は浮気している」と語り、ある人には「あなたはあと一か月で死に至る」と。そして実際すべてその通りになりました。未来が見えているのですから、まあ当然なのですけど』

『……要するに嫌がらせして回ってたってことですか？』

『そうですね。概ねそういったことを行っていたんです』


『…………』



『どうして、と思うでしょう。私も疑問に思いました。一体どうして彼女はそんな風に人々から恨みを買うようなことを行っていたのでしょうか』

　意味がないように思えました。一体誰が好き好んで人から憎悪を向けられたいというのでしょう。

　ぼくの思ったことはどうやら顔に出ていたようで、イレイナさんは、『まあでも、決して彼女は何も考えずにそのような手に出ていたわけでもないんですよ』と、口を開きました。

『彼女は、人から恨まれることで、それ以上に悪い結末を迎えることを回避していたんです。不幸な未来を迎えることが避けられないと知った彼女は、それでも最低限の不幸に抑えるために、わざと嫌がらせのようなことをして回っていたんです』

　そしてイレイナさんは、言いました。

　曰く。

『彼女は──』




　どうして、今それを思い出すのでしょうか。

　ただただ楽しかっただけの思い出に、どうしてこんなにも胸を締め付けられるのでしょうか。

　ぼくは息を切らして走りながら、頭の中でちらつくイレイナさんとの会話を振り切りました。自分自身の愚おろかしさを呪いながら、モニカさんの元へと走りました。

　ぼくの知っているモニカさんは、好き好んで人を殺めるような人ではありません。まして、必要に迫られたからといって、簡単にそんな選択肢を選ぶような人でもなかったはずです。

　彼女はぼくよりもよっぽど頭がよくて、優しい人なのですから。

「──あの！」

　走りながら声を張り上げました。通りを歩く役人さんの姿が目に留まったのです。ぼくは彼を引き止めて、息を整える間もなく、彼を摑みました。

　役人さんは突然現れたぼくに驚いて目を見開いて、「ああサヤ様……どうかなさいましたか？」と首をかしげます。

　ぐい、と手に力を込めて、ぼくは彼に、言いました。

「あの……！　モニカさんは……！　彼女はいまどこにいますか……！」

　ぼくは彼女と話さなければなりません。彼女の真意を確認する義務があります。

　もしもフラウゼさんの話が真実なら──もしもモニカさんが本当に、国に住まう人々を救うためにそのような手を選ぶことを迫られていたのなら。

　それならば彼女がこの国から裁かれることなんて間違っているとしか言いようがないじゃないですか。

　モニカさんは何も悪くないじゃないですか。

「残念ながら彼女はもうこの国にはいませんよ」

　けれど、すがりつくぼくを拒むように、役人さんは首を振りました。「先ほど、正式に追放処分が決まりました。恐らく、彼女はもう国の外へと連れ出されていることでしょう」

　あっさりと、淡々と、そのように言い、国の外へと目を向けるのでした。

　彼女は、もう、この国にはいない──。

　ただそれだけの真実は、しかしぼくの胸をひたすらにざわつかせるのでした。

　イレイナさんの言葉が頭を過よぎります。

『彼女はただ、人の痛みが分かり過ぎただけなんです』

　嫌な予感がしました。
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　人を殺めてはならないこの国において、殺人犯は必ず追放処分を受けることとなる。国の規範に背く人間など国にはいらないということらしい。

　けれど誰も知らない。

　追放処分が意味することが何たるかを。

「止まれ」

　杖すら出せないように指まで鎖で止められた私は、背中から声を掛けられて、言葉の通り従したがった。

　背中の向こうには兵士が二人。私を国の外に出すために同行していた彼らは、犯罪者たる私と言葉を交わすことはなく、一方的に言葉を投げかけるだけだった。

　私も彼らの胸の内まで分かり切っていたから、これから私がどのような運命を辿たどるのかさえ分かっていたから、わざわざ声を掛けることもなかった。


「…………」



　眼前には赤い花が広がっていた。

　地面から直っすぐに伸びた茎。そのうえで弾けたように広がる鮮やかな花。森の中、見上げれば青い空が広がり、地上には数え切れないほどの彼岸花がまんべんなく咲き誇っていた。

　それはまるで花の湖のようにも見えたし、あるいは血の海のようにも見えた。

　私の父も、かつてはここに来たのだろうと思うと、父が最後にいた場所と同じ場所に立っているのだと思うと、不思議とこみ上げてくるものがあった。

　人を殺めた大罪人が、国の外で生きていくことを許されるだろうか。たかだか追放される程度で罪を償ったことになるだろうか。

　なるわけがない。

　私の父も、恐らくはこれまでエマデストリンで大罪を犯してきた者の誰もが、きっとこの結末を迎えたのだろう。追放処分など、単に人殺しを禁じている国の方便ほうべんでしかない。

　私はすべてを知っていた。

　私自身が最後、どのような最期さいごを迎えるのかさえ。

「最後に何か言い残すことはないか」

　私の背中の向こうで、兵士は感情に乏しい声を投げかける。

　私は振り返り、そして首を振った。

「何も」

「そうか」

　そして、兵士二人が歩み始めた。

　彼岸花を踏みにじりながら。

　槍やりの矛先ほこさきをこちらに向けながら。




　最初はホームレスだった。

　その身体が病に侵されていることは彼の心が教えてくれた。リコリス病に罹ったことを知った彼が家族を捨てて身分も捨てて、自ら孤独になる道を選んだことも、話さずとも心が語ってくれた。

　だから私は提案した。魔法で眠らせてから命を奪うと。

　彼はすぐに頷いた。

　二人目は順風満帆な生活を送っていたはずの店主だった。医療機関の検診でリコリス病が発覚した彼は絶望の淵ふちに立たされていた。私は提案した。彼はすぐに頷いた。

　三人目は生真面目きまじめな女学生。リコリス病に罹った彼女は自ら死を選ぼうとしていた。私は止めた。代わりに苦しまないように私が始末をつけると約束した。

　何人も何人も、私は自らの手でその生涯を終えさせてきた。

　その罪は贖あがなわなければならない。

「──ありがとう」

　彼らが最期に浮かべた顔が笑顔だったとしても、最期に語った言葉が私に対する感謝だったとしても、そんなものは些末さまつな問題に過ぎない。

「ごめんなさい──」

　何の慰なぐさめにもならない言葉を、既に息絶えた彼らに私が投げかけていたとしても、涙を流していたとしても、私が人を殺めた結果は変わらない。

　報いを受けなければならない。

　だから私は、突き立てられた刃を、受け入れた。




　気づけば眼前に青空が広がっていた。

　足音は遠ざかってゆく。

　兵士二人は私にとどめを刺すことなく、ただ致命傷だけを与えて立ち去った。きっとこれこそが追放処分なのだろうと思う。

　人を殺めた者が最期に苦しむことなく生涯を終えるなどあってはならない。

　長く長く、できるだけ苦しむように。

　彼らは中途半端に私を生かしたまま、帰っていった。

　誰もいなくなって、孤独になった私は、空に手を伸ばす。今まで殺めてきた人々に対してそうしてきたように。

　そして。

「……たすけて──誰か、サヤ、たすけて……」

　ずっと胸に秘めてきた言葉を、漏らした。

　けれど鎖に繫つながれた手では、救いを求めることさえ、叶わなかった。
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　人の生きる街エマデストリンから少し離れた位置に、彼岸花が咲き乱れる森がひとつありました。

　モニカさんが好きだったものにあふれている場所が、一つありました。

　国を出たぼくは、彼女を探してほうきを走らせました。どこにいるのかも分かりませんでしたし、もうとっくに別の国に行ったのかも分かりませんでしたが、彼岸花の咲き乱れるその場所を見つけたとき、ぼくはそこに彼女もいることを確信しました。

　そして確かに、その中に彼女の姿はあったのです。

「……モニカさん」

　赤い花の中、彼女は青々とした空を見上げて倒れていました。

　吸い込まれるように瞳を見開いたまま、ただ彼女は倒れていました。

　赤い花は血で濡れていました。

「……サヤ」

　まだ、息はありました。重く首を傾けて、彼女は涙に濡れた目を向けます。「……来た、のね」

　ぼくは急いで彼女を抱き起こしました。

　まだ息があるのなら、

「待っててください！　今すぐ魔法で──」

　助けますから。と、ぼくは杖を出しました。まだ助けられるのならば、たとえ彼女が国の中で罪人とされていようとも、ぼくは彼女を助ける義務があると思ったのです。

　ぼくは彼女の友達ですから。

「だめ……」

　けれど彼女は、拒みました。鎖と血にまみれた手で、ぼくの杖を払いのけました。

「何を──」するんですか。死にたいんですか。

「だめ、なの」彼女は、きっぱりと答えました。「どのみち、私はもう長くはない……から」

「……は？」

「──リコリス、病」

　短く、簡潔に彼女はその言葉を口にします。たった一言。たったのそれだけで、ぼくは彼女が拒んだ理由を知りました。

　もう長くはない。

　もう、彼女の身体を病が蝕むしばんでいるのでしょう。エマデストリンに住まう多くの人々が苦しめられている病に、彼女も。

「……でもぼくは、あなたに生きていてほしいんです。一秒でも長く。だから──」

　だから杖を持ち、ぼくは、彼女を無理にでも治そうとしました。彼女の血で濡れた手で、もう一度杖を摑みました。指先は震えていて、狙いは定まりません。視界もいつになくぼやけていて、ぼくはそのとき自分自身が泣きじゃくっていることを知りました。

　そんなぼくに、彼女は、ゆっくりと首を振り。

　そして、言いました。

「しばらく、休ませて」

　だからぼくは、

「……だめです。もっと働いてください。これからも、ずっと、ずっと──」

　ずっと生きていてほしいのです。彼女には、これからも、生きていてほしいのです。隣にいてほしいと、ぼくは願いました。

　ぼやけた視界の中で、彼女は首を振ります。

「……これでいいの」

　そして鎖に繫がれた指先でぼくの頰を優しく撫なでながら、

「大好きなものに囲まれながら終わるなんて──これ以上ないくらいに、幸せだもの」

　だから、いいの。

　ありがとう。

　彼女は、そう言って、最期に笑いました。




　ぼくは彼女に言葉をかけようとしました。魔法もかけようとしました。けれど、そうして手を伸ばした頃には、彼女はもう、そこにはいませんでした。

　二度と醒さめることのない眠りの中に、彼女は落ちたのでしょう。

　長い休みの中に落ちた彼女の顔はどこか安らかに見えました。

　もう彼女は何も語ってはくれませんでした。

「……何か」

　それでもぼくは、彼女に語り掛けていました。

「……なにか言ってくださいよ──」





    
      
        
      
    

  


　もうそこに彼女はいないのに。

「モニカさん──」

　もう彼女は戻ってくることはないのに。

「置いていかないで……」

　それでもぼくは、彼女に語り掛け続けました。

　大好きだった彼女の手を握り締めながら。
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　人伝ひとづてに聞いた話ですから、事実は分かりません。

　その後、人の生きる街エマデストリンは、ほどなくして崩壊へと向かっていったと聞きます。魔法使いたちがこぞって反乱を起こしたのだとか、モニカさんを真似まねて病に陥った人を殺し始めたのだとか、病が蔓延して手が付けられなくなったのだとか、色々な噂を耳にしましたが、実際のところどうして国が崩れていってしまったのかを知る機会は残念ながらありませんでした。

　ぼくはもう、二度とあの国に近づくことはなかったのですから。

「──海岸沿いにある国から依頼だ。向かいながらでいいから依頼書には目を通しておけよ」

　相変わらず、魔法統括協会には諸国からの依頼が届けられます。ぼくのような便利な魔女はやはり厄介な仕事を押し付けられることが多いようで、その日、目にした依頼も中々に厄介そうなものでした。

　ぼくの師匠たるシーラ先生もそれは理解しているようで、

「まったく無茶ばっかり言いやがるな……」

　と毒づきながら、ぼくに依頼書を手渡していました。

「……分かりました」

　さらりと目を通してから、ぼくは懐ふところに仕舞います。言われた通り、ほうきを飛ばしながらあとはじっくり読むことにしましょう。

　基本的にぼくが対処する仕事は急ぎのものが多いようですから、ぼくはすぐに踵を返して、歩き出しました。

　もしかしたらその様子はいつも文句ばかり垂たれているぼくにしては珍しいものだったのかもしれません。

「……お前、大丈夫か？」

　シーラ先生は、ぼくの背中に、そのように声を掛けていました。


「…………」



　残念ながら、ぼくは自分自身がいつも通りの自分である自信が持てませんでした。

　けれど余計な心配は師匠には掛けたくありませんでしたから。

「ええ」

　だからぼくは振り返り、笑っておきました。

「大丈夫です」

　モニカさんがずっと抱えていた苦痛に比べれば、仕事が忙しいくらい、何ともないのですから。

　だから大丈夫に決まっています。




　魔法統括協会の支部を出て、すぐにぼくは国を出ました。

　国の門の脇には小さな花が咲いています。

　地面から真っすぐに伸びた茎。そのうえで弾けたように広がる鮮やかな花。

　彼岸花。

　どこにでも咲いているその花は、地面に敷き詰められたレンガの合間から顔を出して、風にそよいでいました。

　きっとぼくは、この花を見る度に、思い出すことでしょう。

　孤独に、けれど何よりも美しく咲き誇っていた、彼女のことを。
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　城下町にて暮らすリズレットは心優しい少女でした。

　彼女の母は幼い頃に他界。残された父が男一人で彼女を育てましたが、父の優しさを受けてか、彼女はとても気立てのよい娘に育ったといいます。

　彼女は父と二人、幸せに暮らしていました。

　そんな彼女の順風満帆じゅんぷうまんぱんといえる生活が突然崩れ去ったのは、今から一年ほど前のことになります。

　父が再婚をしたのです。

　再婚相手の女性は、どうやらリズレットのことが気にくわないようで、家の雑務を押し付けるだけでなく執拗しつような嫌がらせを繰り返すのです。継母ままははには連れ子が二人おりましたが、やはり継母の娘らしくリズレットのことを疎うとましく思っていたようで、継母にいびられているリズレットを助けようとするわけでもなく、むしろ二人は継母と共にリズレットに嫌がらせを繰り返しました。

　家の掃除はすべてリズレットに押し付けられました。

「わたくしの部屋を掃除して頂戴ちょうだいな」義理の姉は部屋の片付けができないぐうたらな女性でしたから、部屋を散らかしてはリズレットに定期的に掃除をさせていました。

「は、はい……お姉様……」自分でやれよと思いながらもリズレットは従したがいました。

　継母の連れ子のもう一人はリズレットよりも歳が下でしたが、しかし姉と同じようにリズレットをこき使いました。

「ねえ。私の服を脱がして？　お風呂ふろに入りたいのですけれど」ぐうたらな妹はなぜか風呂に入るときは必ずリズレットに服を脱がせていました。

「ふ、服は……自分で脱いでほしいのだけど……」お互い年頃の娘とあって躊躇ためらいがあるリズレットでした。

「ヤダー！　脱がしてくれないと入れないのだけれど！　髪も洗ってよね！」しかしわがままな妹は拒こばむリズレットをただいたずらに困らせるのです。

「ええ……」

　困惑しながらもリズレットはいつも服を脱がせてあげていました。

　とはいえ、部屋の掃除やお風呂に入るために服を脱がせるなどという嫌がらせは、表面上では顔を曇くもらせていながらも、しかし可愛かわいいもので、決してリズレットは心の底から嫌がっていたわけでもありませんでした。

　彼女が最も嫌がっていたのは、継母から毎日のように頼まれるお仕事のみでした。

「ねえ、暖炉だんろを掃除してくれないかしら」

　継母は毎日、朝日が昇る頃にリズレットにそのような頼みごとをしていました。暖炉の掃除です。灰まみれの暖炉を綺麗きれいにして、暖をとれるように整えなければなりません。リズレットはこの作業を、継母の家に住み始めて少し経たった頃から毎日のように押し付けられていました。

　灰まみれの暖炉は掃除をするだけで髪に灰がかかります。彼女の綺麗な金色の髪が、灰にまみれてしまうゆえに彼女は継母からの頼みごとを、嫌がっていたのです。

「うう……」

　顔をしかめながらも彼女は毎日のように、黙って継母からの嫌がらせを受け続けていました。毎日朝から暖炉を掃除して、彼女の髪はいつも灰まみれ。自慢の髪が汚れることは彼女にとってはそこそこストレスが溜まるもので、毎日髪が汚れるせいで瞳ひとみは淀よどみ、表情は陰り、口からこぼれ落ちるのはため息ばかり。

　彼女はその見かけからこのように呼ばれていました。

　灰かぶり。




　義理の家族からの嫌がらせに耐え続けている彼女には、一つ夢がありました。

　彼女がとめどない苦痛の毎日を過ごすことができているのも、彼女が抱いている夢のおかげといっても過言ではありません。

「えへへへへ……へへ……」

　彼女のために用意された一人部屋。その中に引きこもることが彼女の数少ない楽しみでした。誰にも迷惑をかけることなく、孤独と愛し合うことができる空間の隅っこでうずくまり、彼女は一人、息を荒あららげていました。

「王子様……王子様ぁああ……えへへ……しゅき……」

　義理の家族からの嫌がらせに耐え続ける孤独で健気けなげな少女は一体どこへやら。一人部屋にて秘めやかに興奮しておられるリズレットの手には、この国の王子様の写真（盗撮）が握られていました。何なら壁のあちこちに王子様の写真（盗撮）がありました。誰がどう見てもストーカーの部屋そのものでした。

　リズレットは王子を心から愛していたのです。

　身分がかけ離れている王子様と喋しゃべったことは、ありません。今までの人生を振り返ってみても、何度か王子様を遠巻きに眺ながめたことがあるくらいで、恐らく王子様のほうはリズレットの存在すら知らないことでしょう。

　しかし、幼い頃に王子様を一目見たそのときから、リズレットの頭の中は王子様のことでいっぱいになっていたのです。義理の家族からの嫌がらせなどはっきり申し上げればリズレットには苦痛でも何でもありませんでした。王子様の写真（盗撮）を眺めているだけで、彼女の心に生まれたわずかな陰りなど吹き飛んでしまうのです。まあ別にどうでもいいやと思えてしまうのです。鋼のように強靭きょうじんなメンタルを誇るリズレットでした。

「えへへ……待っててね王子様……もうすぐ逢あいに行くから……えへへ……へへ……」

　ここ最近のリズレットに至っては特にこの強靭なメンタルに拍車がかかっていました。たとえば「今晩の晩御飯の材料を買ってきなさい！　今日の献立と違う材料を買ってきたら晩御飯抜きですからね」などと意味不明な無茶振りをされたとしても、「部屋の模様替えをして頂戴な。灰かぶり」と義理の姉に言われたとしても、「灰かぶりお姉ちゃん。私の髪を乾かして頂戴？」などと頼まれたとしても、「喜んで……えへへ……」などと顔を綻ほころばせながら頷うなずいてしまう程度には強靭さが暴走しているといえました。度を越した強靭ぶりはもはやマゾヒズムに傾倒しているような気配すら醸かもしていました。

　もうすぐ、リズレットの悲願が叶うのです。

「舞踏会……楽しみ……えへへ……」

　今年で成年を迎えた王子様は財力と権力を持て余し、暇ひまも持て余し、つい先日、思いつきで「もうそろそろ僕って結婚すべきでは？」などと世迷言よまいごとを抜かし、舞踏会を開くことにしたのです。

「誰でも気軽に参加してくれたまえ。城では高級な料理も用意しよう。結婚はあくまで最終的な目標だ。別に舞踏会の中で結婚相手を必ずしも選ぶつもりでもない。だから気負いせずに、ふるって参加してくれたまえよ。ああでも参加は可愛い子限定でね」

　はて誰でも気軽にとは何だったのか。可愛い女の子以外は人間扱あつかいするつもりがないのか。などと民衆からのバッシングに軽く炎上しかかりましたが、結局、舞踏会は王子様が権力を駆使して新聞各社を黙らせ不満を漏らす民衆に金を握らせることにより中止を免まぬがれ、翌日の開催が決定となりました。この国において民衆は金と権力に弱かったのです。

　ゆえにリズレットは高揚こうようしていました。舞踏会に参加すれば、王子様と踊ることができるのです。

　ですから多少の嫌がらせを毎日のように受けていたとしても、その程度、彼女にとってはなんともなかったのです。

「えへへ……えへへ……」

　そして今日も、彼女はいつものように暇さえあれば部屋にこもって王子の写真（盗撮）を舐なめるように眺め、むしろ普通に舐めたり匂においを嗅かいだり口づけをしたりなどと、ありとあらゆる方法で愛情を傾けました。既すでに写真はよだれでべちゃべちゃになっていましたがそれでも彼女の興奮は収まることを知りませんでした。

　もはや心ここにあらず。

　リズレットの頭の中は、舞踏会の話が持ち上がったその日から王子様との甘い甘い結婚生活を妄想もうそうすることでいっぱいだったのです。


「…………」そんなリズレットの様子をこっそり窺うかがいながら、



「灰かぶり……」義理の姉は青ざめ、

「お姉ちゃん……」義理の妹は涙を流し、

「……これはひどいわね」継母は嘆息たんそくを漏らしました。

　お世辞せじにもまともとは言い難いリズレットの妄想癖へきの深さゆえに義理の家族たちからの扱われ方が日に日に雑になってゆくのも、もしかしたら当然の帰結といえるのかもしれません。




　　　　　　◯




　翌日に控えた舞踏会に向けて、城下町は私たちが入国を果たしたその瞬間から既に浮き足立っているように感じました。





    
      
        
      
    

  


　高くそびえる王宮に傅かしずくように背の低い建物が軒のきを連ねている街並みの至る所に、王宮で行われる舞踏会のチラシが貼り付けてありました。曰く、『王子様主催の舞踏会です。女性は参加無料（※ただし可愛い子に限る）』とのことで、あからさまなほどに下心が丸見えでした。

　私はこの国に来てまだ間もないどころか門をくぐってテキトーに宿屋を見つけて荷物を置いてきたばかりですから、普段のこの国がどのような様相にまみれているのかなどは知りもしませんが、しかしいつもこんな風景が見られるということはないはずです。

「ふふふ……どう？　私、翌日の舞踏会はこの格好で行くのよ？」豪奢ごうしゃなドレスを身にまとった女性が友人に自慢していたり、「……えへへ……この惚ほれ薬さえあれば王子もイチコロ……」あるいはにやにやと一人笑みを浮かべながら買い物をしている少女がいたり、「ねえ知ってる？　王子様は足が綺麗な女の子が好きらしいわ」「聞いたわ。特にヒールを履はいた子が好きみたいよ」「なんでヒール？」「踏まれたいんじゃない？」「王子……」こそこそと噂話をしながらも靴くつ屋でヒールを選んでいる女性たちがいたり。「うちの娘が舞踏会に出るらしい」「ほう。うちの娘もだ」「はっはっは。多分うちの娘が選ばれることだろうなぁ」「いやいやうちの娘が」「いやいや」「いやいやいや」などと不穏な空気で会話しているおじさま方がいたり。

　そんな風に街は舞踏会一色に染められていました。

　どうやら街の女性たちは高くそびえる王宮に夢のセレブ生活が待ち受けていると思っておられるらしく、此度こたびの舞踏会は一攫いっかく千金せんきんのチャンスとでも捉とらえておられるのでしょう。

「イレイナ」街をぼんやり眺めていると、隣のフラン先生が私の肩をちょんと指先でつつきました。「イレイナはこれからどうします？」

　どう、とは？

「……もしかして舞踏会に私も参加するとでも思っているんですか？」

「いえそうではなく」首を振るフラン先生。「実は私、この国でちょっとやらなければならないことがありまして、しばらく別行動をとらないといけないのですよ」

「はあ、やらなければならないことですか」

　少しぼかした言い方が若干気になってた私でした。「もしかして舞踏会にでも行くんですか？」

「仕事を頼まれているんです。私は玉の輿こしには興味ありませんよ」

「ほうほう」

　まあ別に四六時中べたべたとしているわけにもいきませんし、別段拒む理由もありません。とはいえ一体何のために一人にならなければならないのかを教えてくれないことには若干のもの寂さびしさを感じましたが、

「いいですよ。分かりました」

　とりあえず程度に私は頷くに至りました。「……ところでお仕事って何です？」多分教えてはくれないのでしょうけれど。

「秘密です」

　案の定、うふふ、と笑いながら、フラン先生は人差し指を唇に添そえます。

　そしてフラン先生は、

「夜には戻ってくるとは思いますから、そのときは一緒にご飯でも食べましょう。ご馳走ちそうしますよ」

　と言いながら、私に背を向けて歩き始めてしまいました。


「…………」



　私も先生に手を振ります。

　どう考えても王宮を目指して向かっているフラン先生に手を振ります。


「…………」



　この人隠し事が下手へたくそですね……。




　さてそのような顚末てんまつを経へて、私の単独行動が幕を開けたのでした。

　一人でふらつく街並みは広く、今までの旅路でずっとそうしていたはずなのに、なぜだか隣が寂しく感じました。退屈を感じました。話し相手が突然いなくなってしまったからでしょうか。

　とはいえ、私も決していつもいつでも一人でいることだけを愛しているわけではありませんから、今までもこうして孤独と退屈が嫌になることはありました。そんな時は大体、ほうきを人間の姿に変えて時間を消化する助けになってもらったりしたものですが、なんとなく今ほうきを人間らしい装いのほうきさんに変えてしまっては、「おやおやもしかして師匠がいなくなって寂しくなってしまわれたのですか？」などと小言を吐かれそうな気がしてなりません。

　ほうきさんに頼ることはやめておきましょう──。

「不味まずいわ姉様……このままだとわたくしたちの灰かぶりお姉ちゃんが……」「ああ……こんなときに助けてくれる魔法使いがいたら……」


　…………。



　もちろん私はしがない旅人ですから、暇だからといって面倒ごとに首を突っ込んで困った人を助けようなどと思ったりもしません。

　ので、道の端っこのほうでしくしくと涙を流しておられる女性二人を見やっても私の対応はただただ素通りをするのみでした。

「不味いわ姉様……このままだとわたくしたちの灰かぶりお姉ちゃんが……」「ああ……こんなときに助けてくれる魔法使いがいたら……」


　…………。



　なんか同じ台詞せりふが視界の外から聞こえてきたような気がしましたがやはり私はスルーしました。通り過ぎたはずなのに何故に同じ言葉が聞こえるのでしょうか。こだまですか？

「不味いわ姉様……このままだとわたくしたちの灰かぶりお姉ちゃんが……」「ああ……こんなときに助けてくれる魔法使いがいたら……」


　…………。



　同じ言葉が三度繰り返されたあたりでようやく私は振り返るに至りました。

　さしもの私も一方的に絡からまれていることに気づかないほど愚おろかではありません。どうやら素通りしたときに目をつけられた挙句に後をつけられたのでしょう。

　私の真後ろに立っていた二人は、じっと値踏ねぶみするように私を見つめながら、「お姉ちゃん……この人なら……」「使えそうね……結構可愛いし……」などとひそひそと話しておられました。

　じとりと目を細めながらも、私は言います。「何かご用ですか」

「ああ、いえ！　用ってほどのことでもないの！」お姉さんのほうが首を振っておりました。

「用がないのに私の後をつけてきたんですか？」やべーやつじゃないですか。

「ちょっと可愛い女の人だなと思ってついてきただけなのだけれど」と悪びれる様子もない妹さん。

「なるほど」

　可愛いならば仕方ないですね。

「それで可愛いあなたに頼みがあるのだけれど」直前の言葉を丸ごと忘れてしまったのか、お姉さんはぺこりと私に首こうべを垂たれていました。

　結局用があったからストーキングしてたんじゃないですか……いえなんとなく察していましたけれど。

「……まあ話くらいなら聞きましょう。生憎あいにく、私も暇ではありませんのでご希望に添えるかどうかは分かりませんけれども」

　噓うそですけれども。暇ですけれども。

「まあ！　本当？」しかし私が既に彼女たちの要望を承諾しょうだくしたものとみなされているのか、お姉さんは顔をぱあっと輝かせて、「実は──」と。

　語り始めました。


「…………」



　それはそれは。

　意味がわからなくて、ほどよくおかしくて、けれど間違いなく退屈しない物語でした。





●






「……申し訳ありません。もう一度最初から説明して頂けますか？」

　ああイレイナは今何をしていることでしょうか。あの子のことですから一人で好きに時間を潰つぶしていることでしょうけれど、観光でもしていることでしょうけれども、折悪くいつも厄介ごとに巻き込まれる性分ですし、もしかしたら今も変な人に話しかけられて顔をしかめているかもしれません……。もしかしたら面白そうな話を聞きつけて首を突っ込んでしまっているかもしれません……。先生はとても心配です……。

　などと思いを巡らせていたからでしょうか。

　玉座ぎょくざから王子様が身振り手振りを交えながら大仰に語っていたはずの依頼内容は、私の頭の中にまるで留まってはいませんでした。さながら蝶ちょうのようにひらひらと飛んで行ってしまわれたようです。

「ええ……もう一回最初からしないとダメなのかい……？　あんまり何度もする話じゃないんだけど……極秘の依頼だし」

　ため息を漏らす王子様でした。

　艶つやのある金髪の王子様は、妙に色気のある仕草で髪をかきあげてから「まあ……仕方ないな……」と息を吐き。

　そして勿体もったいつけて、語りました。

「ざっくり言うとだな、魔女様には僕の結婚相手を探す手伝いをしてほしいのさ！　要は僕のアドバイザーを担ってほしいということさ！」極秘のわりにそこそこ声を張り上げて語りました。


「…………」



　ああそうでしたそうでした。そういう話でしたね。思い出しました。

　あまりにも下らな──ではなく、身分の割には俗っぽい依頼内容だったせいですっかり頭から飛んでしまっていました。反省ですね。

　曰く、王子様はどうやら暇を持て余してるらしく、近頃は「女の子と結婚したい。ヤバイ」などという欲よくに駆られるようになったのだとか。そんな折、王子様は閃ひらめいたそうです。「舞踏会開いて女の子口説くどきてえな……」と。

　まあ要するに結婚したいだけという、ただそれだけの相談なのですけれども。

「はいはい結婚相手ですね。でしたらお見合いなどはいかがでしょうか」私は一般論を述べました。

「ふっ」

　どうやら温室育ちの王子様には一般論は通用しないようです。「僕は自由恋愛至上主義でね……、お見合いなんぞは主義に反するのだよ。そもそも僕のような身分の者がお見合いなんてしたら金に釣られた女の子しか来ないだろう」

「でしたら身分を隠してお見合いをするとか」

「おいおい僕から身分を剝はぎ取ったら何も残らないだろうが」

　やれやれ何を言っているのだこの魔女は、と王子は肩をすくめて「ふー……」と嘆息を漏らしました。悲しい男ですね……。

「お待ちください王子様！」

　そのときでした。玉座の間に一人、ご老人が乗り込んできました。「アドバイザーなどいつ雇ったのですか！　爺じいやは認めませんぞ！」

　爺やと名乗るご老体はどうやら王子様の極秘の依頼をこっそり聞きつけていたようです。

「黙れ爺や！」ことさら声を張って王子様は答えます。「僕は一国の王子だぞ！　最高の女の子と結婚するためにはどんな手だって使ってみせる」堂々としているわりに言葉の中身はただのくそやろうなので困りものですね。

　私は嘆息していました。

「あの……そこまでして結婚したいんですか……？」

「したいね。したいに決まってるね」王子様は終始堂々としておられました。「ところで魔女さん、魔法使いって惚れ薬とか作れる？　いや聞いただけなんだけど」下卑げびた心の中身までは堂々としてほしくはありませんでした……。

「いけませんぞ王子様！　惚れ薬など爺やが許しません！」暴走する王子様を制止する爺やさん。「……ちなみに魔女様、惚れ薬は作れるのですかな……？」爺やさん……。

　いえ、というより。

「惚れ薬など自由恋愛と程遠いように思えるのですけれど……」

「自由とは堅苦しい檻おりの中にあってこそ活きるものだ」

　それはもはや自由とは呼ばないのでは。

　しかしまあ、話がそれなりに脱線してしまいましたが、王子様が私をここに呼びつけた要因というのは、簡単に言い直すならば、

「要するに舞踏会で女の子を口説くために力を貸してほしい、ということでよろしいですか？」

　大事な用があるから魔女様に助けてほしい──との要望を受けて私はわざわざ城まで赴おもむいてきたというのに、蓋ふたを開けてみればただ性欲に頭の中を支配された思春期真っ只中の王子様による思春期特有の品のない依頼をただ聞かされただけという、なんとも泣きたくなってくる顚末てんまつでした。

　こんなことならイレイナと二人で街を観光していたほうがよほど有意義でしたね……。

「違う！　君は僕の話の何を聞いていたんだ！」玉座に拳を叩きつけて怒りを露わにする王子様。おやおや？　もしかして今までしていた話はただの雑談程度のたわごとだったのでしょうか？　いえ、確かに一国の王子がわざわざ舞踏会の手伝いをしてほしいというだけで魔女を呼びつけるなどおかしな話です。そんなものもはや王子というよりもただのくそやろうですから。「僕は硬いヒールで僕を踏みつけてくれる女の子を捜したいんだ。ただの結婚相手じゃない。訂正してくれたまえ」

　ただのくそやろうでした。

「いけませんぞ王子様！」爺やがまたしても声を荒げました。「それは爺やの願望ですぞ」爺やさん……。「できればゴミを見るような冷たい目で踏んでいただきたいですな」

「わかる」王子様……。

　よくもまあこの国が今まで国として機能できていましたね……。

「というわけでよろしく頼むよ、魔女様」


「…………」というわけでと言われましても。「協力しないと……駄目ですか……？」



　すると王子様は「はっはっは」と実に愉快ゆかいに笑いながら答えました。

「いや、拒否してくれても構わないよ。ただしそのときは出国できなくなるだろうけどね」


「…………」



　それは要するに拒否権がないということでは……？

　どうやら王子様はまごうかたなきくそやろうだったようです。




　　　　　　◯




「一国を治める王子がくそやろう……？　まじですか」

　私が道で会った姉妹が語るにどうやら姉妹の家に一年前から住み始めたリズレットさんが王子様にべた惚れなようで、ゆえにどうにかしてほしいとの依頼を持ちかけられました。

　私はてっきり一国の王子に身の程知らずにも惚れ込んでしまった女の子を説得することに力を貸してほしいだとか、舞踏会に参加しても王子様は射止められませんよと教えてあげてほしいだとか、魔法パワーでなんやかんや上手うまい具合に処理してほしいだとか、そういった類たぐいの話だと思い込んでいたのですけれど、しかし現実は小説より奇なり。

　彼女たちの家に招待されて語られた真相は、私の想像の斜め上でした。

「実は私たち一家は昔、王家にメイドとして奉仕していたことがあるの。そのときに王子様のお部屋を掃除したことがあるのだけれど……」お姉さんはしくしくと泣きます。

　妹さんはそんなお姉さんの肩に手を置きながら、言いました。

「……ベッドの下にアブノーマルな雑誌がたくさん置いてあったの……」


「…………」はて泣くほどのことなのでしょうか。「まあ、年頃の男の子でしたらそういったものに興味があるのも珍めずらしくはないのでは」



　しかしお姉さんはよよよと涙を流すばかり。

「ごく普通の本だったらこんなに狼狽ろうばいしたりはしないわ！　でも、あんな……あんなふしだらな王子様だなんて思ってなかった……」

　どうやら二人も実のところリズレットさんのように王子様に憧あこがれを抱いていた時期があったそうですが、もうベッドの下のアレを知って以来、抱いていた恋慕れんぼはすっかり冷めてしまったと言います。もう王子の皮を被ったど畜生にしか見えないと語っておいででした。

　一体どんな本だったのか怖いもの見たさで少々気にもなりましたが、それはさておき仕事の話をいたしましょう。

「で、王子様に惚れてしまっているリズレットさんの目を覚ますために、協力してほしいということですか」

　私の言葉に妹さんが然しかりと頷きました。

「私たちの可愛い可愛い灰かぶりお姉ちゃんをあのふしだらな男に渡すわけにはいかないわ！　協力して！　魔女さん！」

「ご自分たちで説得すればいいじゃないですか」

　そもそもこの程度の問題、魔女に頼むほどのことなのでしょうか？　はなはだ疑問です。

「……私たちも最初の頃は、説得したわ。あの男がどんなに酷ひどい男なのかを、一から十までまんべんなくあの子に教えてあげたわ……」

　お姉さんは目を伏せながら語りました。

　それは彼女たちのお母さんが、リズレットさんの父と再婚した直後のこと。

『えっ？　リズレットって王子様が好き、なの……？』

　家族になったばかりの頃、リズレットさんの部屋に招待されたお姉さんは、やや引きながら言葉を語りました。

『えっ？　どうしてわかったの？　お姉さま』

　壁一面に王子の写真（盗撮）が貼り付けてあったからです。

　なんと嘆かわしいことでしょう。穢けがれなき美しい少女が、外見だけはそこそこいいものの中身が腐くさりきった王子に熱を上げてしまっているのです。これはいけない。

　お姉さんは親切心で教えて差し上げました。

『リズレット、あのね──』

　そして彼女は、王子のもとで働いていた頃に見たものを、教えて差し上げました。だいぶアブノーマルな趣味を持っていてちょっと際どい感じの人間性の男であることを。

　王子の人間性を聞けば、彼女も諦あきらめることだろうと思ったのです。

　けれど。

『ひどい！　お姉さまったら私の恋路を邪魔するのね！　お姉さまなんて大嫌い！』

　結果としてお姉さんはリズレットさんに嫌われました。

　一目見たときからリズレットさんのキュートな容姿にきゅんきゅんきていたお姉さんにとってその一言はまさしく死刑宣告に等しく、彼女は三日寝込むに至りました。

　それからというもの、あの手この手でリズレットさんの目を醒さまさせようとしました。ことあるごとに王子の悪評を吹聴ふいちょうしました。妹さんと継母さんもろくでなしの王子に思いを寄せる彼女の目を覚まさせるべく、リズレットさんを説得しました。

　けれど彼女は聞く耳を持たなかったのです。

　結果として彼女たちは、心苦しさを感じながらもリズレットさんに毎日嫌がらせのように仕事を押し付けるようになったのです。忙いそがしさで王子のことを忘れさせようとしたのです。

　というのが、事の顚末てんまつのようです。

　なるほどなるほど。

「逆効果ですねそれ」

「逆効果かしら」

　はて、と首をかしげるお姉さん。

「恋は障害があるほど燃え上がるものですし、邪魔をすればするほど彼女の思いは熱く燃え上がるばかりですよ」


「…………」ひどく落ち込むお姉さんでした。「じゃあ私たちのやってきたことは無駄だったというの……？」



「まあ現状を聞く限りでは」

　舞踏会に参加したがっているというのであれば、間違いなく王子様への想いは断ち切れてはいないのでしょう。むしろ熱く燃え滾たぎってしまっているかもしれません。

「ともかく！　魔女様！　お願い！　私たちはあの子を王子に渡すわけにはいかないの！　協力して！」

　すがりつくお姉さん。

「私からもお願いします！　灰かぶりお姉ちゃんがいなくなったら誰が私の髪を洗ってくれるというの！」

　ご自分で洗えばいいのでは……？


「…………」



　私はしばし考えました。

　別に暇ですし協力するのは構わないのですけれど──しかし。

「要するに舞踏会で王子様が惚れなければいいわけでしょう？　そこまで心配する程のことなんですか？」

　簡潔にこの話を例えるならば「嫌いなヤツが宝くじ買っちゃったの！　このままじゃあいつが大金持ちになっちゃう！　許せない！」などと憤慨ふんがいするようなものです。つまるところこんな話を持ち掛けられたところで私はどうしていいか戸惑とまどうほかないのです。

　しかし私の言葉にお姉さんはとてもとてもお怒りでした。

「なんてことを言うの！　あの子が舞踏会に参加したら舞踏会が滅茶苦茶になるわ！　可愛いから」

　あなたこそ何言ってんですか意味わかんねーですよ、とは言えない雰囲気でしたので私はただただ、「あ、はあ……」と曖昧あいまいに笑い。

「灰かぶりお姉ちゃんは最高に可愛いのだから惚れられるに決まってるじゃない。ばかなの？」

　そして妹さんにも痛烈なダメ出しを受けて「あ、そう……なんですね……」と私はただただ遠い目をするに至りました。

「とにかく魔女さんには早急にあの子に王子を諦めさせて頂戴」

　きっぱりとお姉さんは言います。


「…………」いえ、というかそもそも。「舞踏会に行かせなければいいじゃないですか」



　一般論を述べてみました。

　けれど既になんとなく感づいてはいましたがどうやらお二人はアブノーマルな王子様のせいで既に一般論など通用しない方になっておられたのでしょう。

　きっぱりと言われました。

「馬鹿言わないで！」「私たちはできれば灰かぶりちゃんのドレス姿が見たいのよ！」


「…………」



　もしかして王子様のベッドの下にあった本って、読んだら頭がアレになる成分でも含まれてるんですか？




　とはいえ仕事は仕事ですから、駄々をこねても仕方ありません。家までついて行って「やっぱめんどいから無理ですごめんねさようなら」などと言えればよかったのですけれども、普通とは程遠い場所にいる二人にそのようなことを言ってしまっては何をされるか分かったものではありません。

　ここは腹をくくることにしましょう。

「あれが私たちの灰かぶりちゃんですわ」

　こそこそと私とともに物陰からキッチンを覗のぞくお姉さん。視線の先には、金色の綺麗な髪を灰で汚しながらもせっせと暖炉を掃除する少女の姿。

　真後ろでは継母とおぼしき女性がじっと立ちながら彼女を見つめていました。

「……はあ、はあ……」

　しかしやけに苦しそうでした。一体どうしたというのでしょうか。

「あの、あなたたちのお母さまは何か持病でも抱えているんですか」

　姉妹はきっぱり首を振ります。

「いいえ病気ではないですわ」とお姉さん。

　では何でしょうか。

「あれはお仕事してる灰かぶりお姉ちゃんに萌えてるの」

　なるほど病気ですね。

「とにかく頼むわ魔女さん。どうにかしてあの灰かぶりちゃんを幸せにしてあげて……！」


「…………」この家にいる限り灰かぶりさんが幸せになることはない気がするのですけれど……。



　まあいいです。

　お仕事をするとしましょう。

「こんにちは」

　二人の真後ろにひょいと出ていく私でした。

「あら。あなたは？」

　継母さんはくるりと振り返ります。そこに直前までの息の荒さはまるでありませんでした。どうやら灰かぶりちゃんとやらを見ているときだけ件くだんの興奮状態は発揮されるようです。

「あなたの娘さんたちのお友達です」


「…………」継母さんは私の後ろに控えている姉妹と目を合わせたのち、



「こんにちは魔女さん。何かご用？」

　とにこやかに私に笑みを向けました。直前の不審ぶりさえなければ普通の母親の姿がそこにはありました。

「ちょっとリズレットさんとお話をしてもよろしいですか？」

　私がそのように首をかしげると、継母さんは、

「ええもちろん。この子も私の家の大事な娘だから、仲良くしてあげてね」


　と頷いたのちにそそくさと物陰の二人と合流。「あの子結構可愛いわね……」「そうね。私の灰かぶりほどじゃないけれど」「うん。灰かぶりお姉ちゃんは私のだけれど」「…………」



　ぜんぶ聞こえてるんですけど……。

　背後に生まれた不穏な空気から逃れるように私は一歩、前に出て、先ほどから暖炉の掃除をしておられるリズレットさんの肩を、叩きました。

「こんにちは」

「ひぇっ！」まるで小動物のようにびくりと肩を震わせて、彼女は振り返ります。「……あ、ど、どうも……」

　怯おびえきっていました。

「灰かぶりかわいい」「灰かぶりお姉ちゃんかわいい」「はあ……はあ……」

　背後からおかしな声が聞こえましたが私はつとめて聞こえないふりをいたしました。

　こんな場所に長くとどまっていたら私までおかしくなってしまいそうですね……。

　とっとと仕事を済ませてしまうとしましょう。

「あなた王子様に惚れてるんですか？」

「……！」直後に彼女はとてもとても分かりやすいリアクションを返してくれました。「な、なんでそれを……！　どこから聞いたんですか！　誰から！」

　ぐいぐいと私のスカートを摑むリズレットさん。


「ちょっ……」何するんですかこやつ。「いえ、見てれば分かりますよ……」彼女の手をぺちぺちと叩く私でした。



「見てれば分かる……何ですか？　魔女さんは人を見ただけでその人がどんな人か分かるっていうんですか？」

「あー……はい。じゃあもうそれでいいです」

　ぺちぺちと手を叩き続ける私でした。「ちなみに私は王子様がどんな人間かも分かりますよ」

「……！」

　そこでようやく彼女は手を離しました。居住まいを正しながら、私は灰かぶりさんを見下ろします。

「知りたいですか？」


「…………！」こくこくと彼女は壊れた人形の如き動きで頷きました。



　ならば教えて差し上げましょう。

「彼はくそやろうです」

「くそやろう……」

「そしてド畜生です」

「ド畜生……」

「しかも特殊性癖せいへきです」

「特殊性癖……」

「ヒールで踏まれると喜ぶらしいですよ」

「ヒールで踏まれると喜ぶ……」

　途中から私による脚色が含まれていますがだいたい王子様はそんな感じの人間でしょう。

　お姉さんたちから流された王子様の悪評はどうやら彼女の頭の中で『私のことが嫌いだから意地悪で言ってる』と勝手に変換されるようですが、しかし第三者からの言葉でしたらどうでしょう？

　さすがに多少は彼女の心にも響くのではないでしょうか。

「……そう、なのね……」

　しゅん、と俯くリズレットさん。

　どうやら成功のようです。私はそのまま振り返り、私たちの様子を窺っていた姉妹と継母のもとへと歩み寄ります。

「とりあえずアレでもう諦めるはずですよ」

　魔法を使うまでもなかったですね──したり顔を浮かべる私でした。

　が。


「…………」お姉さんが私の向こうに目をやります。「他人から言われた程度で諦めるわけないじゃない……」



　視線の先には、リズレットさんがおりました。

「ふふふ……」

　なんか笑ってました。

「王子様なのにクズとか最高……すき……」

　なんかわけの分からないことを仰っていました。

　なるほどもはや何を言っても肯定的にしか捉えないところまで来ておられるようです。

　恋は盲目もうもくここに極まれり。


「…………」私は姉妹に振り返ります。「あの人王子様と結構気が合うんじゃないですか」



「だから困ってんのよ」

　嘆息を漏らすお姉さんでした。




　どうやらリズレットさんから王子様に対する好感度は私の想像を遥かに超えておられたようで、もはや何があっても熱が冷めることはありませんでした。

　私もそれからむきになって王子様の悪評をリズレットさんに漏らしたものですが、

「知ってます？　王子様って女おんな癖ぐせがだらしないそうですよ」たとえばそのような噓をのたまったとしても、

「あれだけ素敵な人だもの……仕方ないわ……」

　あっさり許容してしまう心の広さを見せつけ。

「王子様は体臭がえげつないそうです」などと言ってのけても、

「きゅん」

　なぜだかときめいている始末で、

「王子様には好きな人がいるそうです」などと遠まわしに諦めさせようとしても、

「既成きせい事実さえ作ってしまえば……」

　などと恐ろしい発想に走る始末で、要するに、簡単に言えば、

「これもう手が付けられないですね」

　匙さじを投げるしかありませんでした。てんで駄目だめです。何ですか？　彼女もしかして王子様に惚れ薬でも飲まされたんですか？

「これで分かったでしょう？　正攻法でやってもまるで効果がないのよ……」困り果ててため息を漏らすお姉さん。

「このままでは私たちの灰かぶりお姉ちゃんが男にとられちゃう……」

　困ったことに姉妹も姉妹でリズレットさんのことしか頭にはないようで、これだけやっても駄目だったにもかかわらず「魔女さんどうにかして！」と泣きついてきました。

　私は困りました。

　正直な気持ちを申し上げるとこのまま逃げてしまいたいくらいでした。が、乗りかかった船ですから、逃げるわけにも参りません。

　しかしこれだけやっても無理ならもうダメでは……？

「やはり魔女さんでも無理だったようね……」

　ぐずる姉妹の後ろで継母さんは嘆息を漏らしました。「どうやら最後の手段に出るしかないようね──」と。

　そして継母さんの視線は、私に注がれました。


「…………？」何か？　と私が首をかしげていると、継母さんは、



「私たちの灰かぶりを王子の魔の手から守るために実は最も手っ取り早い方法があるの」

　と言いました。

　ほうほう。ならば最初からその方法を取ればよかったのではありませんか？

　姉妹も顔を見合わせます。

「お母さま……アレをやるつもりですの？」お姉さんは畏おそれを含めた視線を母親に向けていました。

　ところでアレって何です？

「生贄いけにえを差し出すつもりなのですね……」妹さんは涙を湛たたえた瞳で母親を見上げました。

　ところで生贄って何です？

「仕方がないのよ……私たちの灰かぶりを守る方法はもう、これしかないの……」

　そして継母さんは、立ち上がりました。


「…………」



　ところで何で私のことを見てるんですか？
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「疲れました……」

　人は恋に焦がれると理性を失ってしまうのでしょうか。成人してる割に頭の中は思春期真っ只中の王子様からの依頼をひとしきり聞いたあとで、私は宿屋に戻りました。

　延々と妄想を聞かされた挙句あげく、「とりあえず明日は女の子を大量に舞踏会に招待する予定だから、君は舞踏会の会場に紛れ込んで、女の子に惚れ薬を飲ませてくれ」などと提案される始末で、

「いえ私惚れ薬などは作れないのですが」

「はっはっは。魔女ともあろうものが惚れ薬如ごとき作れないはずがないだろう！　噓はいけないよ」

「いえ本当に作れないのですが」

「とにかく明日は頼んだよ」


「…………」



　要するに王子様は惚れ薬を作らせるために私を呼んだようですが、買い被かぶりもいいところで、そもそも色恋いろこい沙汰ざたに疎うとい私にそのような薬を作る機会も試す機会もありませんでしたから、王子様のご期待に添えることは永遠にないのです。

　まあ街の様子を見る限りでは王子様の舞踏会に参加したがっている女の子は数え切れないほどいるようですし、惚れ薬など作る必要もないとは思いますが。

　舞踏会に参加する予定の女の子たちの中から本当に王子に惚れ込んでいる女の子を探して差し出してしまえば王子様も納得することでしょう。


「…………」



　しかし恋をしている女の子を捜すこと──これが困難を極めました。

　そもそも恋とは胸の内に秘めたるものではないでしょうか。誰が誰に恋い焦がれているなどということは他者には分かりかねるものです。

　もしかしたら恋をしているのかもしれない、けれどまだその気持ちに戸惑っている、そんな悩みが極まれに妙みょうに悩ましいため息となって漏れ出すことはあるものの、基本的には見かけ上では分からないものです。

「……はあ」

　たとえば今しがた窓の外を見やりながらため息を漏らしたイレイナのように突然様子が豹変ひょうへんしたりすれば、それはもしかしたら恋をしているのかもしれませんけれども。

　旧知の間柄であれば些細ささいな変化には気づけるとは思いますが、よそ者の私では王子に恋い焦がれている女の子を見つけることなどできるはずもないのです。

「あらイレイナ。どうしましたか？　悩みでも？」

　私が声を掛けて、ようやくイレイナがこちらに振り返りました。

「ああ……先生。戻ってたんですね。お帰りなさい」


「…………」



　たとえば恋をしていると周りが見えなくなって、終始上うわの空になったりもするもので、まさに例えるなら今のイレイナのような様子なのですけれど、え？　いやいや……。ええ？

「……どうかしたのですか？」

　ちなみに恋をしている人間はそういった類の悩みをそうそう簡単に打ち明けないものです。

「……いえ、別に」


「…………」あらあら。



　そして打ち明けないわりには悩ましげにため息を漏らすものです。

「……はあ」

　こういった具合に。


「…………」あらあら。



　私が目を離している隙すきに一体何があったのですか？

「先生……惚れ薬とか作れませんか」


「？？？？？？？？？？」あららららららららららら？



　本当に何があったのですか……？

「い、イレイナ……？」たった半日程度目を離した隙に一体イレイナの身に何があったというのでしょうかないとは思いますが万に一つとしてありえないと思えますがもしかして街で見かけた男性に恋い焦がれてしまったのでしょうかいえいえイレイナのことですからまさかそんなことはありえないとは思いますが思いたいですがしかし目の前のイレイナはまさしく恋い焦がれている女の子の様子そのままで私はもうどうしていいやらさっぱりで何と声を掛けてよいかも戸惑う始末で仕方なく、

「あの……？　私がいない間に何があったのですか……？」

　と恐る恐る声を掛けることが精一杯でした。


「…………」



　イレイナはたっぷりと恐ろしい沈黙を溜め込んだあとで、一言。

「……別に、何でもありません」


「…………」



　しかし恋をしたというのならば相手は一体どこの馬の骨なのですか？

「そういえば先生って今日は王子様に会いに行ったんですよね？」

「え？　ええ……そう、ですね……」

「王子様ってどんな人でした？」

「！」

　王子様に、恋したのですか……？　まじですか……？

「イレイナ……」

　ずっと成長を見守ってきた愛弟子まなでしがたったの半日でくそやろうとしか言いようのない男に想いを寄せている現実に打ちのめされて私はしくしくと涙を流しました。こんなに悲しい現実が果たしてあっていいのでしょうか……。

「？　ええ……？　何で泣いてるんですか……？　こわい……」

　こんなことになるくらいならば王子様の依頼など放って置いてイレイナと街を散策さんさくすればよかったと大層後悔しながら私がその日の眠りについたことは言うまでもないことでしょう。
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　その日は朝から最低の気分でした。

「お似合いだわ魔女さん！　これなら王子もイチコロね！」

　私のドレス姿に継母さんと姉妹は口を揃そろえて「かわいい！」とのたまいました。「ちょっと胸が足りない気がするけどまあいいわね！」一言余計なことものたまいました。ドレスを脱ぎ捨てたい衝動に駆られながらも私は嘆息を一つ漏らします。

　一体どうしてこんなことになってしまったのか。

　それはそれは端的に申し上げるならば、昨日、継母さんからなされたさながらくそみたいな提案に起因します。

「魔女さんが舞踏会に参加して王子様を射止めればいいのでは？」

　はて一体何がいいのかと私はとても戸惑ったものですが、継母さん曰く。「王子様をコロッと落として、結婚する振りをしてこっぴどく振って頂戴な。そうすれば顔だけで女の子を選んでも幸せになれないと思うのではなくって？」

　あたかも名案を思いついたかのような顔で一体何を言っているのでしょうか。というか顔だけの女て。

　しかし親が親なら子も子で、姉妹は揃って「これなら誰も不幸にならないわ！」などと抜かすばかり。

　私一人が不幸になってるんですけど……？

「まあ結婚が決まったら逃げてくれればいいんですよ」と妹さん。「逃げるついでに幾らか金目のものを拝借はいしゃくしてくれてもいいですよ」ついでに悪魔のようなことも囁ささやいてきました。

　はて二人は私のことを一体何だと思っておられるのでしょうか？

「金目のものを幾らか盗むなんて、そんなことするわけないでしょう」

　舐なめてもらっては困りますね。私は魔女ですよ？

「盗むなら全部盗みます」

　実のところその時の私も私ですっかり一家の毒気どくけにあてられてしまったのかわりと乗り気だったりしたのですが、しかし宿屋に戻って思い返せば思い返すほど王宮にある金目のものの魅力よりも王子と一度偽装結婚をしなければならないという面倒くささが前に出てきてしきりにため息をつくに至りました。

　故に今日、継母さんたちにドレスを着せられたとしてもやはり喜べるようなことはなく、ただただ延々と「めんどくさいんですけど……」とぶつぶつ文句を垂れるに至ったのでした。

「まあまあ、そう言わずに」継母さんはぽん、と私の肩に手を置きました。「灰かぶりちゃんのことなら任せて頂戴。あの子が舞踏会に行けないように無茶苦茶仕事を押し付けまくってどうにか時間を稼ぐから。あなたはその間に王子を落として」

「……はあ」

　嘆息で私は答えます。

　何はともあれ。

　そんなわけで私は舞踏会へと参加するに至ったのです。
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　陽ひが傾き始めた夕暮れ時。

　王宮の門が開かれ、絢爛けんらんな衣装を身にまとった女性たちが一斉いっせいに押し寄せました。金に目がくらんだ女性たちの行進はさながら餌えさを求めて大移動を繰り返す野生動物の群れのよう。

　果たしてあの中に王子様好みの可愛い女の子などいるのでしょうか？　私にはどれも同じように見えてしまいます。

「いいかい魔女さん、僕が気に入った女の子がいたら上手い事手を回して僕と引き合わせてくれ。あくまで偶然を装って近づきたいんだ。女に飢えてるなんて知られたら幻滅されてしまうからね。頼むよ」


「…………」



　いえもう舞踏会を開いている時点で隠しようもないのですけれど……？

　会場に続々と集まる女の子たち。さすがに舞踏会を謳うたっているゆえ、男も王子一人というわけにはまいりません。遅れて男性も続々と集まり始めました。

「ちなみに男は全員僕の息のかかったエキストラだ」

　曰く、舞踏会に訪れた女の子の中で好みじゃなかった子はとりあえずエキストラでも充あてておこうとの魂胆こんたんのようです。清々すがすがしいほどのくそやろうっぷりを発揮する王子様でした。

「……ところでエキストラに一人ご老人が紛れ込んでいるようですが？」

「爺やも参加したかったらしい」

「爺やさん……」

　曰く、舞踏会に参加するにあたって「遅ればせながら我が世の春が来ましたな」などとおっしゃっていたようです。

「ところでどうだい魔女さん。いい女の子はいるかな」

「そうですねえ……」舞踏会が開始する前からテーブルに並べられた料理に目が眩くらんでいる女の子しかいませんでした。

　群れです。野生動物が群れを成して料理を食い散らしています……。

　どうやらこの場に本当に王子様との出会いを求めてやって来た子などほとんどおられないようです。

　というわけで、

「王子様に相応ふさわしい子はいませんねぇ」

　まあ端的に言ってしまえば、そういうことになりました。噓は言っていません。ただこの場にいる目的が違いすぎるというだけです。

「そうか……」うなだれる王子様。しかし直後に目を光らせました。「いやちょっと待て。いることにはいるぞ」

　はて？　この王子と結婚したいなどと思っている愚か者がいるとはにわかに信じられませんが？

「ほらあそこ！　あそこを見ろ！」

　私は王子様の指が示す先を視線で追います。


「…………」



　見かけは十代後半程度。髪は灰色、瞳は瑠璃るり色、綺麗な白のドレスを身にまとい、その手には持参した大きめの袋が一つ。

　豪華な肉料理など目もくれず、添え物程度に置かれたパンを袋に片っ端から詰め込んでいる不審者がそこにはおりました。

　ところでその見覚えしかない女の子とは一体誰か。


　…………。



　どう見てもイレイナでした。

「あの子は結構いいな……」

　何を仰おっしゃるのですか。

「あの子は駄目です」

「どうしてだい？」

「あの子は男よりもどちらかといえばパンとお金のほうが好みです」

「じゃあ何しに来たんだこんなところに」

「パンとお金を漁あさりに来てます」

「最低のくそやろうじゃないか」

「ですのでやめておいたほうがよいかと」

　噓は言っていません。

　しかしやはり舞踏会に来たのですね……。一体何のためにでしょう？　本当に王子様に惚れてしまったのでしょうか。それとも今、私が目にしているようにパンに目がくらんでしまっているだけなのでしょうか？

　彼女の真意のほどがよく分かりませんでした。

「でも可愛いなあ……」

　おや何を仰るのでしょう。

「舞踏会に来てパンを盗むような子ですよ」

「そういうお茶目なところもグッドだ」どうやら目が節穴なようです。王子様はそれから「ちょっとあの子に声を掛けてきてくれるかな」とのたまいました。


「…………」



　面倒なことこの上ありませんが、まあいいでしょう。

「承知しました」

　王子に従う振りをしてこっそり逃げてもらうことといたしましょう。





○






　私は無我むが夢中むちゅうでパンを回収していました。王宮で開かれた舞踏会に置かれているパンですから街の露店に並べられているモノとは一線を画しておりました。ふわふわで温かくてこれならいつまででも食べられる気がします。

　これはいいものですね……。

　何ならもはやこのまま継母さんたちの依頼を放っておいてとっとと帰ってしまいたいくらいです。

「イレイナ……いけません……」

　私が幾いくらかのパンを袋に詰め込んだ頃でした。どこからともなく聞き覚えのある声が響きました。「イレイナ……そのようなはしたないことはやめるのです……」

　振り返っても声の主の姿はなく、辺りを見渡しても私に視線を注いでいる者などいませんでした。


「…………？」



　おやおやこれは一体どういうことでしょうか。「……どなたですか」

　なんとなくフラン先生の声に似ているような気がしますが。

　謎の声は私に答えます。

「私はあなたの良心です」

「私の良心……？」

「舞踏会でパン泥棒どろぼうを繰り返すあなたを止めるためにあなたの中から漏れ出た良心です……」


　…………。



　いやどう考えてもフラン先生がどこからか声を掛けているとしか思えないのですけれども。「何してるんですかフラン先生」どうせ魔法で私の頭に直接声を掛けたりしているのでしょう？

「違います私はあなたの良心です。フランではありません」

「残念ながら私の良心はとうの昔に討ち死にしましたが」

「いいえ……あるはずです……あなたにも、良心が……。本当はこのような盗みを働くためにこの場に来たわけではな──」

「もぐもぐ」

「パンを食べるのをやめなさい」

「ところでフラン先生今どこにいるんですか？　姿が見えませんけれども」

「私はちょっと離れた場所からあなたを見て──あ、違います噓です冗談です。私はあなたの良心です」こほん、と咳せきばらいをしたのちに言い直すフラン先生もとい私の良心。「あなたの心の中から話しかけています」

　やっぱり噓をつくのがど下手へたなようで。

「お仕事って舞踏会に出ることだったんですね、先生」

「違います。手伝いです」

「やっぱりフラン先生じゃないですか」

「あっ……、いえ、違います。ところであなたは何故なぜこんな場所にいるのですか。もしかして本当にパンを盗むために来たのですか」

「私の良心ならば私がどうしてこの場に来たのかも分かっているはずでは？」


「…………」



　黙りました。

　やはりどうやらフラン先生はこの場におられるようで、もしかしなくても間違いなく先生は仕事とやらでこの場に潜り込んでおられるようです。

　少なくとも私と同じ目的でこの場に来たわけではないとは思いますけれども。

「やあ君。うちのパンはおいしいかな」

　私の標的がふらりと私の前に現れたのはそのときでした。綺麗な金色の髪をしたごく一般的に言うなれば魅力的に見えなくもない男性が、屈託くったくのない笑みを湛たたえて私の前に立っています。

「僕はこの国の王子。君は？」

「もぐもぐ」

「パンを食べるのをやめないか」

「イレイナです。灰の魔女です」もぐもぐしながら私は答えました。

「へえ、魔女なのか！」王子様はなぜだか喜んでおられました。「ところで魔女ってことは色々な魔法が使えたりするのかい」

「それはまあ、魔女ですから」

「たとえば鞭むちで人を叩く魔法とか、痛みを三千倍にする魔法とか、人を蔑んだ目で見る魔法とか」


「…………」



「ああっ！　早速魔法を使わなくてもいいんだよ！　でもいいねその目！」


「…………」



　なるほどこれは確かに中々のくそやろうですね……。

「イレイナ……イレイナ」そのとき私の良心（フラン先生）が再び私の頭に直接語り掛けてきました。「逃げてください……その男は最低のくそやろうです……、あなたが思っているほどの男ではありません……」

「いえ概おおむね予想通りの男みたいなんですけど……」

「まあ……！　男を見る目がないのですね……」なぜだかとてもショックを受けておられるフラン先生でした。どうやら何かを勘違いなさっているようで。

「……あの、別に私、この男と恋に落ちる予定なんてないんですけど」

「あ、そうだったのですね」けろりと声に明るみを取り戻すフラン先生でした。「ではなぜ舞踏会に参加しているのですか？」

「……話せば長くなるんですけれども、私はどうしてもこの男を惚れさせないといけないんです」


「…………………………………………………………………………そうですか」



　重い沈黙がありました。

　どうやら語弊があったようです。

「実は仕事を頼まれまして」

「はい」

　フラン先生の声に感情が乗っていないことが気がかりでしたが私は話を続けます。

「どうやらこんな王子様を心から愛してしまっている変わり者の女性が一人いるのですけど、彼女は義理の家族からも愛されてしまっているようで、ともかく王子様にその女性をとられたくないから結婚するのを防いでほしいそうです」

「その子が舞踏会に来たとしても王子様を射止めるかどうかは分からないのではありませんか？」

「……私もそう進言したのですけど、曰く王子様好みの女性なので絶対に王子様は惚れるそうです」

「なるほどわけがわかりませんね」

「……まあそうですね」

「けれど王子様ならなくはない話ですね」

「私もそう思います」

　話以上に王子様は頭の中が女の子のことでいっぱいのようですし。

「ところで君、可愛いね。どこ住み？　恋人とかいる？」

　先ほどから私がこそこそとフラン先生と会話しているのにまるで聞こえていないようですし。呆あきれて言葉もありません。

「……しかし、ということはイレイナ。あなたは王子と本気で恋をするためにここに来たわけではないということですね？　依頼を達成するために仕方なく、ということですね？」

「そうですね」

　もはやフラン先生は心の声という設定を忘れておられるようで、普通に我が師匠として言葉を語っておられました。

「安心しました。私はてっきり街でうっかり恋に落ちたのかと思いましたから……」

「私、その辺で会ったばかりの人に一目惚れするほど軽い女じゃありませんよ」失敬しっけいですね。

「そうですか」フラン先生の声にようやく感情が戻ってきたように感じました。いつもの優しげな声で、先生は言います。「けれど、自分自身を犠牲にして王子様を落とそうとするのはあまり感心しませんね。あなたがそこまでする必要はありません」


「…………」舞踏会に参加するついでに金目のものをこっそり拝借はいしゃくしようとしていたことは黙っておきましょう。



「イレイナが受けた依頼の件ですけれども、別にイレイナが王子様を惚れさせる必要はありません。私のほうで手は打っておきました」

「……？」

　怪訝けげんに眉根を寄せる私。

　しばしの沈黙を置いたあとで、フラン先生の澄んだ声は、再び私の頭に響きました。

「代役を用意したのですよ」

「……代役？」

「ええ、代役──というか、彼のことを本気で好きになれる奇特な女の子を捜して、連れてきたんですよ。王子様の性癖を満たすためにはそれ相応の人間が必要不可欠ですから」

　などと。

　ちょうどそのときでした。

「こ、ここが……！　舞踏会の会場なのね……！」

　ばたん、と会場の扉が強引に開かれます。

　金色の髪をした綺麗な女の子が、えへへ、と笑みを浮かべながら、立っていました。どこかで見たことのあるような顔をした女の子が、そこにはおりました。


　…………。



「先生」

「はい」

　私はどこかで見ている先生に嘆息を漏らします。

「私が守るように依頼された子、あの人です」

　舞踏会に乱入してきた彼女は、自らをリズレットと名乗り、そして王子様のほうへと真っすぐ向かったのでした。





○






　一体なぜそもそも面識などないはずのフラン先生がリズレットさんを連れてくるに至ったのかを語らねばなりません。

　二人が出会ったのは、ちょうど舞踏会が開催される当日の朝になります。

　王子様からの依頼を受けてあまりの面倒くささにげんなりとしていたフラン先生は、街を歩いていました。

　このまま王子様が舞踏会を開いて「あの子いいね。ちょっと僕に惚れさせてよ」などとめちゃくちゃな要求をなされてしまうことは先生にとって最も面倒なことでしたから。ならば王子様に惚れている女の子をうまいこと誘惑して舞踏会に参加させて王子様とくっつけてしまったほうがよほど有意義というもの。

　そんなこんなでフラン先生は街を歩きながら、王子様にふさわしい女の子を捜して回りました。

　実際、舞踏会に参加しようとしている女の子たちは、表面上は王子様に惚れているような様相を漂ただよわせながらも、その実王子様になどまるで興味を示しておらず、「とりあえず惚れた振りだけしとけばお金いっぱいもらえるんでしょ？　最高じゃん」などと思っておられる子ばかりだったようです。もしくは「ただでご飯食べられるとか最高じゃない？」などと思っておられる子ばかりだったようです。当事者たちはそのように不純な動機にまみれたまま舞踏会に参加しようとしていたのです。フラン先生はそんな様子を眺めながら、「あらイレイナがいっぱいいますね」などとぬかしやがったそうですがそれはさておき。

　とにもかくにも代役探しは難航しました。まともな女の子がまるで見つからなかったのですから。

「えへへ……この仕事が終わったら……舞踏会に行けるのね……へへ……」

　まともな女の子がまるで見つからなかったのですから。


「…………」



　ともすると街の女の子たちのほとんどが舞踏会をただ胃袋を満たすためだけの場だと思っている中で、本当に王子様と会えることを楽しみにしている子がいるならばそれはそれでまともではないのではと思えなくもありませんでした。

　しばらく街をふらついた辺りでフラン先生が見かけたその子は、しきりに「王子様しゅき……」などと到底理解しがたい言葉を呟つぶやきながら買い物をしている変な女の子だったそうです。


「…………」フラン先生は女の子を見た直後に思いました。



　ああこの子はきっと王子様に惚れているのですね。なるほどなるほど──と。

　直後にひらめきました。

　そうだ、この子と、王子様を、くっつけてしまいましょう、と。

「あのう、すみません」というわけで早速、彼女の肩に手を置くフラン先生でした。「あなた、王子様のこと、好きなんですか？」

　愚直とも言っていいくらいに真っすぐそのように尋ねました。

　直後に彼女──リズレットさんは「ひぇっ」と驚きに声をあげて、

「な、なぜそれを……！　あなたはどなたですか……？」

　と驚いておられました。

「私は通りすがりの魔女でございます」その言葉に噓はありませんでした。「困っているあなたに見かねて声をかけてしまいました。私、いい魔女ですので」この辺りから噓まみれですが。「あなたは王子様に恋をしながらも、それが叶わないものだと思っている……違いますか？」


「…………」



「もしよければ私が力を貸して差し上げましょうか？」

「力を……貸す……？」

　突然目の前に現れた怪しい魔女にそのような提案をなされて素直に頷くような人間が果たしているでしょうか。いえいえまともな人間でしたら「はー？　何言ってんですかおとといきやがれですよ」と答えるに違いありませんし実際私もそうすると思います。何なら唾つばすら吐き捨てるかもしれません。

「えっ……力を……貸してくれるのですか……？」

　しかしリズレットさんはちょっとアレな方だったようですぐに頷きました。「……うれしい！」などと感激すらしていました。

　私はこの辺りでリズレットさんが今後の人生で怪しい詐欺さぎやらなにやらに嵌はまってしまわれないか大変心配になりましたがそれはそれということでひとまず置いておきましょう。

「舞踏会に参加してください。そうすれば、私がサポートしてあなたと王子様を結婚させて差し上げますよ」

「でも……私には仕事が……」

「仕事とは何です？」

「お買い物があるのです。継母に頼まれていまして……」リズレットさんが舞踏会に参加できないように無茶苦茶にお仕事を押し付けるように継母さんたちは仕組んでいましたから。

「ほうほうお買い物ですか。ちなみにあなたのお家はどちらで？」

「あっちです」リズレットさんは指差しました。

「あちらですね」フラン先生は直後に杖つえを振るいます。


「…………」家のほうを見つめるリズレットさん。何やら怪しい霧が継母さんたちの家のほうに降りかかりました。「あの、あれは」



「あの辺一帯の住民を眠らせました。これであなたにお買い物を頼む人間はいなくなりましたね。さあ舞踏会に参加してください」

　かなり強引にリズレットさんのお使いを終わらせたフラン先生でした。とはいえ霧を出しただけですから実際には眠らせたりなどしていないのですが、

「……すごい！　これが魔女さんの力……！」

　やっぱりリズレットさんはちょっとアレな方だったのでフラン先生の言葉を丸ごと信じました。

「お着替えもしないといけませんね」

　舞踏会に参加するにあたってふさわしい格好になることも必要でしょう。フラン先生は杖をそのままリズレットさんに差し向けました。

　フラン先生は王子様と既にお会いしていますし、依頼も受けています。当然、王子様のやべー性癖も熟知していますから、リズレットさんを王子様好みの見かけに化粧をすることなどお手の物でした。

　ちょちょいと杖を振るえば、リズレットさんのみすぼらしい格好は綺麗なドレスへと早変わり。


「…………」



　赤と黒を基調とした革製のドレスととがったヒールでした。腰には鞭も装備してあります。これから舞踏会というよりどなたかを血祭りに上げに行きそうな格好ですらありました。

　これは決してフラン先生の趣味ではありません。

　前日に王子様は「こんな格好で来た子がいたら僕は絶対に一目惚れするね。間違いない」などとぬかしながら、紙きれをフラン先生に差し向けていたのです。恐らくは「僕好みの子がいたらこの格好に着替えさせて」と言いたかったのでしょう。

　誰がどう見ても完全に舞踏会には不似合いの格好でした。

「……その、王子様はこういった格好が好みだそうで……」さしものフラン先生もいたいけな女性に変な格好をさせることに罪悪感を覚えたほどでした。

「ううん……気にしないで……」しかしリズレットさんは自らの胸を抱き、「とってもぞくぞくする……」などとのたまったのでした。

「うわあ」

　ああこの人と王子様はお似合いですねえ……とフラン先生は心の底から思ったそうです。

　そして結局、フラン先生はリズレットさんを舞踏会に参加させるに至ったのでした。





○






「というわけであなたたちに依頼された案件は見事失敗しました。すみません」

　さて舞踏会をやり過ごした私は、継母さんたちのもとに戻り、事のあらましをつらつらと説明しました。

　まさかフラン先生が暗躍しているなどと想像もしていませんでしたから、失敗は想定外です。謝るほかありません。

　罵詈ばり雑言ぞうごんを浴びせられたとしても仕方がないと私は思っておりました。

　が。

「なるほどね……」継母さんは案外冷静でした。「つまり私たちのリズレットちゃんは人妻になったということね……」

　あ違う全然冷静じゃないですねこれ。


「…………」黙って話を聞いていたお姉さんは人妻という単語に反応しました。「人妻属性……アリね」



　何がアリなのかさっぱりなのですけれども。


「…………」妹さんはふむふむと頷きました。「むしろ灰かぶりお姉ちゃんに新たな属性が追加されたと思えばこれはこれで……」



「あなたたち死ぬほど前向きですね」

　はて私が頑張る必要などなかったのでは？　と思えてしまうほどでした。

　しかし実際のところ、リズレットさんが王子様の結婚相手として選ばれたことは国にとっても悪いことではなかったのではないでしょうか。

　舞踏会が終わってからもしばらく私たちは国に留まり続けましたが、王子様やリズレットさんの悪い噂話はまるで聞かなかったのです。

　むしろ王子様に至っては、一人の男性としての落ち着きを取り戻したとすら語られていました。

　はて一体なぜでしょうか？

「きっと理想の相手が見つかったから、もう無茶をする必要がなくなったのでしょうね」フラン先生は言いました。

「……どういうことで？」

「好きな人の前で格好悪いところなんて見せたくはないでしょう？　人は誰しも思いを寄せている者の前では見栄みえを張るものです」


「…………」



　いえ、まあ、王子様に至ってはそもそも格好悪いところしかないような気がするのですけれども。

「ともかく、これからは王子様も立派に仕事をするようになってくれる──かもしれない、ということです」

「……だといいですけど」

　またこの国を訪れたときに迷惑をかけられるのは御免ごめんですからね。

　私たちはしばしそのように語り合いながら、国の門へと、歩みを進めました。

　その最中です。

「ところでイレイナ」フラン先生は、唐突とうとつに私を見やりました。「あなたの好みのタイプってどういう人なんですか？」

　おやおや。

「突然何ですか」

「いえ、イレイナがどんな人の前で見栄を張るのか気になっただけです」


「…………」



　私が見栄を張る相手ですか。

　しばし考える素振りを見せてから、それからフラン先生に笑いかけました。

「秘密です」

　きっと私の気持ちなどフラン先生には到底理解はできないことでしょう。

　私はフラン先生と違って、隠し事が得意ですので。
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　広い屋敷で生まれた彼女は外の世界をあまり知りませんでした。

　国の中でも唯一ゆいいつの魔法使いの一族に生まれた彼女は、ずっと屋敷に囚とらわれていたのです。

「いいかい。あんたはこの家の跡あと継つぎになるんだよ」

　祖母は彼女にそう言って聞かせて、魔法の特訓を毎日のように受けさせました。

　使つかい魔まを従したがえさせること。

　それこそが、名家に生まれた彼女に課せられた使命でした。

「いいかい？　箱の中に野菜が入っているだろう。変身魔法をかけて生き物の姿に変えてごらん」

　祖母が直々じきじきに教える魔法の特訓は厳しく、強引で、彼女はとても嫌でした。魔法使いになんてなりたくもないし、望んでもいないのに、どうして魔法を学ばなくてはならないのだろうとさえ思いました。

「箱の中に鼠ねずみが入っているだろう？　試しにアレを犬にしてご覧らん」「あんたはこれが犬に見えるのかい？　いつになったらまともに魔法を使えるようになるんだ」「こんなんじゃいつまで経たっても使い魔なんて使役しえきさせられないよ」

　来る日も来る日も来る日も来る日も成果が出るまで繰り返し続けました。

　けれど成果など出るはずもありませんでした。

　彼女は心から魔法が嫌いだったのですから。

　彼女の好きなことは、別にあったのですから。

「あら。またパン作りがしたいの？」

　彼女の唯一の楽しみは、母にパン作りを習うことでした。母親がキッチンに立ったタイミングを見計らって、彼女はよくパン作りを教えてほしいとねだりました。

　けれど本心から言えば、パン作りなどただのおまけにすぎません。

　彼女は母親と二人きりの時間がほしかっただけなのです。

　母親だけが、彼女のことを理解してくれましたから。

「いつも大変ね──でも大丈夫。いつかきっと立派な使い魔を使役できるようになるわ」

　諭さとすように、母親はよく語ってくれました。「私も昔はひいおばあちゃんによく怒られたわ。でもね、昔たくさん怒られて魔法を教えてもらったから、今はこうして魔法使いとしてこの家の一員でいられるの。おばあちゃんはあなたに立派になってほしいから、あえて厳しくしてくれているのよ──厳しさは期待の裏返しなんだから」言いながら、母親は彼女の頭を撫なでました。

　その傍かたわらでは、茶色い毛並みのオオカミが尻尾しっぽを振っていました。母親の使い魔であるオオカミも、もしかしたら母親と同じ気持ちを抱いていたのかもしれません。




　外の世界を初めて見たのは、彼女が十歳のことになります。

　誕生日の記念にと母親が街へと連れて行ってくれたのです。人がたくさんいる世界は、屋敷の中しか知らなかった彼女にはとてもきらきらとしていて、輝いて見えました。

　魔法使いというだけあって、彼女の母は街でもてはやされました。この街にまともに魔法を使える人間は彼女の母と祖母だけでしたから、屋敷を出る度に人々に色々なお願い事をされてきました。

　割れたカップを直してほしいだとか、失なくしたものを探してほしいだとか、大抵は下らなくて一笑に付ふすような願い事ばかり。

　けれど彼女の母親は、そんな街の人々に優しく微笑ほほえみかけながら、

「ええもちろん」

　頷うなずいて、願い事を聞いてあげていました。

　母親の姿に彼女は憧あこがれを抱きました。いつか母親のようになりたいと願いました。

　そうして母親に連れられて街を歩いていたときのことでした。

　母親は、周りに誰もいないことを確認してから、

「本当のことを言うとね、私もあなたくらいの頃は魔法を教わるのが大嫌いだったのよ。あなたみたいにね」母親は彼女に明かしました。「どうして辛つらい思いをしながら魔法を学ばなくちゃいけないんだろうと昔は思ってたわ」


「…………」



「でもね、大人になったとき気づいたの。人に手を差し伸べるだけの力を手に入れるためには、それだけの苦労は当たり前なんだって」

　人に手を差し伸べるためには、相応そうおうの力を手にしなければならないと。

　苦労を乗り越えなければならないのだと、母親は語りました。


「…………」ただ彼女は沈黙しました。理解できなかったわけではありません。ただ彼女には、自信がなかったのです。母親のように強い女性になる自信が、なかったのです。



　そんな彼女を見つめ、母親は頭を撫でてくれました。

「……ごめんなさいね。まだ十歳だものね。難しいわよね」

　そのうえで、一つ、こっそりと教えてくれたのです。

「落ち込んだときは屋敷の外に一人で出るといいわ。外の世界のことを知れば、あなたもきっと、少し魔法が好きになれるかもしれないから」

「……でも」

　屋敷の外に一人で出ることは固く禁じられています。今こうして屋敷の外の世界を見ていられるのも、母親がともに歩いてくれているからです。

　彼女には魔法の特訓──屋敷での苦しい生活しか認められてはいないのです。

「屋敷の門から右に三十歩のところにある茂みをかき分けてみなさい。柵さくに小さな穴が開いているわ」そこから屋敷の外に出られるわ、と母親はこっそり教えてくれました。

「お母さんはね、実は昔は悪い子だったのよ」

　母親のようになるための方法を、教えてくれました。

　それから彼女は暇ひまを見つけては屋敷から外へと逃げ出すようになりました。

　悪いことと分かっていても、祖母にばれてしまえばどんな仕打ちが待っているのかと考えるだけでも恐ろしいものがありましたが、けれども、一度抜け出してしまえばそのような恐怖心は麻痺まひしてしまうもので、彼女は屋敷から度々姿を消すようになりました。

　一人で歩く街並みは、母と共に歩いていた頃とはまた違って見えました。

　誰の目も気にすることなく歩くことができる世界は、とても広く、輝いて見えました。けれど同時に暗がりも見えました。母親はあえて治安のよい大通りばかりを選んで歩いていたのだと、一人で歩くようになってようやく知りました。

　街にはたくさんの人の姿がありました。たくさんの生き物の姿がありました。

　不幸なのは決して自分ばかりではないと、知りました。

　仕事で失敗してこっぴどく叱しかられている大人の姿がありました。住む家もなく、道端で眠る人の姿もありました。ゴミ箱を漁あさって生きる野良のら犬いぬの姿がありました。罠わなにかかって息絶えている鼠の姿がありました。

　路地裏ろじうらで血だらけになって死にかけている小さな命の姿がありました。

「────」

　それが彼女と使い魔の初めての出会いでした。

　広い屋敷で生まれた彼女は、しかし、やはり、外の世界をあまり知らなかったのです。




「……また同じ夢」

　少女は瞳ひとみをこすりながら辺りを窺うかがいます。彼女の周りは光であふれていました。テーブルの上には小難しい資料本が山のように積み重なっています。手元にはペンと、書きかけの書類がありました。

　作業中にどうやら眠ってしまったようです。

　手元の書類は中途半端なところで文字と呼ぶにはあまりに拙つたない線に変わって、涙か汗で濡れていました。とても読めたものではありません。


「…………」



　苛立いらだちを込めながら、彼女は書類をぐしゃぐしゃに丸めて、ぽいと捨てました。咎とがめる者は誰もいません。ここは彼女の部屋なのですから。

　それに、この屋敷には、もう彼女しか人間はいないのですから。

　半年前の日を境に、この屋敷から人はいなくなってしまいました。

　彼女を残して、誰もが命を落としてしまいました。

　いくら汚したところで、いくら散らかしたところで、彼女を咎める者などいるはずもないのです。

「もっと……もっと頑張がんばらないと……」

　少女は再びペンを握りしめました。

　取り憑つかれたように、彼女は呟つぶやきながら、机つくえに向かい続けました。





○






「お二人は使い魔を持っていますか？」

　私たちが役人さんに呼び出されたのは、静寂せいじゃくの国バラードへの入国審査の真っ最中でのことです。役人さんは私たちに「大事なお話があります」とだけ伝えると、門の傍そばにあった別室へと招まねき、鍵をかけ、件くだんの質問を投げかけてきたのです。

　使い魔。

「持ってないですねえ」首を振るフラン先生。

「右に同じですね」私は頷いていました。

　そもそも魔法使いなる存在は自分一人でたいていのことは何とかなってしまいますから、使い魔を使役しなければならない事情があまりないのです。使い魔などは今やただの伝統芸能とさえ呼ばれるくらいで、昨今さっこんでは使い魔を持っている魔法使いのほうが珍めずらしいのです。

「そうですか……」

　けれど彼女は私たちの返答にいささか曇った表情を見せたのでした。

　おやおや。

「もしかして使い魔を使役していないと入国できないとか、そういう話ですか？　私たち使い魔を持っていないどころか使い魔を使役するための知識もろくに無いんですけど……」

　困りました。

　国に入れないとなると困りますね──野宿をする羽目になってしまいます。

　けれど私の心配も杞憂きゆうに過ぎなかったようです。役人さんは「いえ」と首を振ると、

「使い魔の有無にかかわらず入国は許可します。此度こたび呼び出したのは入国のためではないのです」

「では何故なぜです？」

　ごもっともな疑問を投げるフラン先生でした。

　役人さんはさして表情を変えることなく、

「我が国唯一の魔法使いの一族は、古くから使い魔を使役してきました。先祖代々、現在の当主に至るまでこの伝統は受け継がれてきたそうです」そして語ります。「あなた方にはこの一族──いえ、この国に起こった問題について依頼があるのです」

　彼女は私たちの前に紙きれを一枚差し出しました。

　魔法統括とうかつ協会に差し出すための依頼書でした。報酬の欄らんには静寂の国バラードに滞在している期間内の宿代及び食費の全額負担、それを踏まえたうえでの金貨が用意されていました。

　相当の額です。

　息を呑んでしまうくらいに。

「これと同じ条件で、仕事を引き受けて頂きたいのです」

　しかし相当の報酬額ということは、つまるところ。

　相当厄介やっかいな問題を抱えていることに他ならないということでもあります。

「……一体何があったのですか」

　紙を持ち上げるフラン先生でした。

　横から紙きれをちらりと覗のぞくと、『使い魔の捕獲』とだけ、ありました。

「我が国の魔法使いの一族が使役している使い魔の一匹が暴走しまして、主人である少女を残して一族全員惨殺ざんさつしてしまったのです。暴走した使い魔は今、街に時折現れては人々の生活を脅おびやかしています。……これは我が国の問題ですから、旅の方の力をお借りするのは大変恐縮なのですが──」

　使い魔を使役していた一族で、主人の少女一人を残して全滅。

　それはつまるところ。

「我が国にはもう、魔法使いはただ一人しか残ってはいないのです」

　使い魔を暴走させてしまった張本人しか、残されていないということなのでしょう。

　察するにそもそも家族が全滅した時点で、少女一人に事態を収束させるだけの能力も余裕もないことは明白で、だからこそ旅人であるところの私やフラン先生を役人さんは頼ったのでしょう。

　私たちが国を訪れたのは役人さんからすればまさにうってつけのタイミングだったというわけです。


「…………」



　フラン先生は寄こされた紙きれを見つめながら、ただ黙りこくっていました。

　だから私はその隣で、尋ねました。

「その子の名前は何ですか？」

　役人さんは私を見やると、ただ一言だけ答えます。

　カレン。

　それが、屋敷にただ一人残された哀あわれな少女の名前だと。





○






　街並みにはわずかに潮しおの香りが漂ただよっているように感じられました。

　通りのなだらかな傾斜けいしゃから海面のまばゆい光が眩まぶしく感じられます。海がすぐ近くまで迫っていました。

　船で王立セレステリアまで帰る予定のフラン先生の旅路も終わりに差し掛かっています。

「あれが現れたのはまだ陽ひが昇ったばかりのころだ。飼ってる犬が突然吠えだしてな、何かと思って窓から庭に目をやったら、あいつがいた。それはもうおぞましい姿をしていたよ」

　先生は二つ返事で依頼を受け、私も同様に先生と並んで調査を始めました。

　街ですれ違った人の中から無作為に声をかけて回ったところ、どうやらやはりカレンさんの使い魔が起こしている問題は確かに街の人々を騒がせているようで。

　目撃情報は数え切れないほどありました。

「うちの店はゴミ箱を荒らされたよ。器用に蓋ふたを取り除いて、ゴミ箱からまだ食べられそうなものだけを食ってたんだ。まあ大した被害ではなかったけれど──」

　その姿はまさにケモノそのものであったといいます。

　毛並みは黒。瞳は緑。牙きばは尖とがり、鋭利えいりな爪つめは薄汚れています。姿かたちはどこか狼おおかみのようにも見えるそうですが、何より体軀たいくは巨大というほかなく、体長はおおよそ大人の男性と同等。

「アレはパンが好物みたいだね。よくうちの店に来てはパンを物もの欲ほしそうに眺ながめていたんだ。よく見る宿なしのガキなら躊躇ためらわずに追い払うこともできたんだが、あれはとにかく体が大きいからね。うちには小さい娘もいるから、危害を加えられるんじゃないかと肝きもを冷やしたものだ」

　普段は滅多めったに人前に現れることはないそうですが、どうやら好物のパンに釣られてしまうようで、特別知能が高いわけでもないようです。

　しかしなぜ丸々半年このようなケモノが街の人々に放置されていたのでしょうか？　姿かたちがおぞましく、作物やゴミを漁るような不気味ぶきみな化け物だというのなら、一体なぜ誰も対処できなかったのでしょうか。

　私たちが抱いた至極しごく当然な疑問には、見回りをしていた衛兵さんが答えてくれました。

「今までに何度も捕獲は試みましたが、駄目でした。街の住民にも協力を募つのって、総動員で追いまわしたりしたものですが──あのオオカミはとても逃げ足が速いのです。私たちのように魔法も何も使えないような人間だけでは捕まえることなど到底できはしませんでした」

　衛兵さんはため息交じりに語りました。

「この国の魔法使いの力を借りられたらよかったのですけれど──」

　曰いわく。

　家族が全員亡くなった頃を境に、使い魔の主人たるカレンさんは屋敷に引きこもり、出てこなくなってしまったそうです。

　屋敷の魔法使いたちに世話になった恩を感じているのか、哀れな境遇きょうぐうの彼女に同情する住民も多く、時折彼女の様子を見に行ったり食料を置いていったりする住民もいるようですが、誰一人としてカレンさんの姿を見た者はいないそうです。

　閉ざされた門の中で生きているのか、それとも死んでしまっているのかも、今や分からないといいます。

「……その屋敷はどちらにあるんですか？」

　衛兵さんは、私に頷くと、指を差します。

　街の向こうにある、大きな大きな屋敷を。




　使い魔の特徴もおおまかな生態も分かったので、もう充分でしょう。

　これから先にやるべきことといえば、まず宿屋を探すことと、そして使い魔の行方を追うことと、それから。

　カレンさんのもとへと──顔も知らない彼女が引きこもっている屋敷に、赴おもむくこと。

　手早く確実に事件を解決に導くためにはそれらが必要不可欠ではないでしょうか。

　それはともかく。

「えーまずシェフのおすすめサラダを一皿と、一番安いコーヒーと、それからここからここまでのパン全部ください。ご注文は以上です」

　ぱたんとメニュー表を早々に閉じる私。

　一通りの聞き込みを終えたのちに、私たちは街の喫茶店きっさてんにて向かい合って座っていました。ご注文は、と店員さんが現れたので私は念願であった「ここからここまで全部ください」をやってのけてみせたのです。

「そんなに頼んで大丈夫ですか？」

　店員さんがせわしなく注文をメモする横でフラン先生が首をかしげておいででした。

　ご心配には及およびません。なにせ、

「食費は全額負担ですからね──！」

　お金を払ってもらえるならば好きなだけ注文しても問題ないのでは？　と私の思考回路がぶっ壊れた結果このような奇行きこうに走ったわけですが、先生は先生でいつものように慎つつましく、「ああ私は紅茶だけで結構です」と店員さんに声をかけておりました。謙虚けんきょです。

「でも大丈夫ですか？　イレイナ。そんなに注文して」

　店員さんが去ったあとで先生は身を乗り出してこっそりと私にお尋たずね。

　全部私一人で食べることができるか、と心配なさっているのでしょうか。

「心配には及びません。このお店はお持ち帰りオーケーな良心的なお店です」

「いえそうではなく」先生はやれやれと首を振ります。「お金、大丈夫ですか？」

「人のお金ですしそれも別に」

　この国に滞在している間の食費はすべて負担してくれるとのことですし。どれだけこの国でお金を落としたところで領収書さえもらっていればすべて返ってくるわけです。なんということか。

「でも依頼を失敗すればお金は戻って来ませんよ」

「！」

「いえ普通に考えたらそうでしょうに」


「………………………………………………………………分かってましたよ？」



「先に断っておきますけれども私は奢おごってあげたりしませんからね」

「先生、この依頼、絶対に成し遂げましょう」

「その台詞せりふはできればもっと別の場所で聞きたかったです……」

　しかしすべて自腹じばらを切るリスクが生まれたところで撤回する間もなく、店員さんは注文した品を揃そろえて持ってきてしまいました。こうなっては後の祭りです。私は項垂うなだれながらも「あ、すみません……お持ち帰り用の袋もらっていいですか？　できれば大量に」と店員さんを呼び止めました。

　怪訝けげんな顔をされながら袋を持ってきてくれる店員さん。

　しくしくと袋にパンをすべて袋に詰め込む私。

　先生はそんな様子をぼんやり眺めながら紅茶に一口つけた後で、

「この店を出たら──カレンさんのところに行かなければいけませんね」

　と思い出したように語りました。


「…………」私は袋をまとめたあとで、頷きました。「そうですね」



　正直に申し上げれば私もフラン先生も使い魔に関して専門的な知識をほとんど有していないのが実状です。

　主であるカレンさんの助けで使い魔を止められるのであれば、そうすべきで、彼女が屋敷から出てくることができないというのであれば、その理由を突き止めるべきです。

　彼女に会うほかないでしょう。

　しかし、人に会うのであれば。

「ここから先は私とフラン先生で別行動をとったほうがいいですね」

「ええ」

　先生は語ります。「カレンさんがどんな状態なのかはわかりませんけれども──半年も屋敷から出てこないのですから、何か事情を抱えていることは間違いなさそうですし」

　家族を失ったうえに使役しているはずの使い魔が街で暴れているのですから、彼女が何も考えずただのんびり暇を持て余しているとは考え難いものです。

　もしかしたら、彼女は屋敷同様、心も閉ざしているのではないでしょうか。

　ならば会いに行って話をする必要があります。けれど今、私たちは二人で行動をとっているわけで、もし仮に私たち二人で彼女のところに押しかけたとして、果たして心を開いてくれるでしょうか。

　恐らく難しいでしょう。

「カレンさんのところには私一人で行きます」

　役人さん曰く、カレンさんは私より少し年下程度だそうで。

　ならば屋敷に赴くのであれば比較的歳の近い私が適任でしょう。

「お願いします」先生は頷きます。「私は使い魔の行方を追うとしましょう」

　そしてしばらく足を休めたあとで、私たちは席を立ちました。

　お店を出たところで先生は、「宿屋の予約もしておかないといけませんね。一日の終わりに集まってお互いに経過報告をしましょう」と提案。

　なるほどなるほど。

「安めのとこでお願いします」

「高いところにしましょう」

「先生」

「料金は割わり勘かんでいいですよね」

「先生」

　結局やいのやいのと言い合ったのちに、そこそこ高い宿に泊まることになりました。

　これは是が非でも依頼を成し遂げなければならなくなりましたね……。





○






「ごめんくださーい。門が開いていたので入ったのですけどー。誰かいらっしゃいますかー」

　さてさて。

　とある屋敷にて、しっかりと閉ざされていた門の鍵を魔法でちょちょいと開けたのちに白々しらじらしいことこの上ない台詞を吐きながらあっさりと不法侵入を果たす魔法使いが、そこにはおりました。

　犯罪行為に何の躊躇ためらいもないその女性は一体誰か。

　そう、私です。

「……返事がないですね」

　堂々と正門から入ったというのに無視とは一体どういうことで？　と怪訝に思いながら私は眼前にそびえる大きな屋敷へと歩みを進めます。

　生きているか死んでいるかも定かではない女の子一人のために遠慮えんりょなどしていられませんから、私は屋敷の扉も魔法でちょちょいと開錠。


「…………」



　綺麗きれいな外観に反して、中は荒れ果てていました。

　天井てんじょうから提さげられていたであろうシャンデリアは赤い絨毯じゅうたんの上に無残に転がり、破片はへんがあちこちに飛び散っていました。壁に掛けられている絵画は黒く汚れ、階段は至る所が穴だらけ。まるで嵐が過ぎ去ったあとのような様相ようそうでした。

　一歩踏みしめる度に、シャンデリアの破片がぱちぱちと音をたてて弾けます。

　この屋敷のどこかに、カレンさんがいるはずです──。

「こんにちはー」

　一体どこを目指して進めば彼女と巡り会えるのかよくわかりませんでしたので、私はテキトーに歩き回りながら、どこかしらに挨拶あいさつしながら散策さんさくしました。

　屋敷の中をしばらく捜した頃、やがて足元にはガラス片ではなく、丸められた紙くずが転がりはじめました。拾い上げて皺しわを伸ばしてみると、紙きれはぐしゃぐしゃに綴つづられた文字を見せます。

　私はそれらを一つひとつ拾い上げて、歩みを進めました。

　やがて紙くずは屋敷の奥──半開きになった扉の前へと、私を導きます。


「…………」



　そこは広い部屋でした。けれど散らかった部屋でもありました。

　廊下ろうかにまで伸びていた紙くずたちは、部屋の床やベッドの上にまで縦横じゅうおう無尽むじんに散らかり、壁のあちこちにピンで留められた紙きれが連なっていました。

　扉が軋きしむ音が響く静かな空間の中で、開けっ放しのカーテンが陽射しを揺ゆらし、流れ込んだゆるやかな風が机の上で広げられていた本のページをめくります。

　その前で突っ伏していた少女が軽く眉根まゆねを寄せて、起き上がりました。

　金色の髪は肩を過ぎる程度に伸びており、やはり良家のお嬢さんらしく、着込んでいるローブはあちらこちらに過剰な装飾を施ほどこしたいかにもお高そうな代物。

　歳の頃は私より二つか三つ下程度でしょう。まだ幼さのある顔立ちの彼女は、やがて扉の前に立つ私に気づき、こちらに顔を向けます。

　瞳は澱よどんでいて、その真下にはうっすらとクマが浮かんでいるのが見えました。

「……誰」

　怪訝に眉根を寄せているのか、それとも単に耐え難い眠気に苦しんでいるのか、判断に迷う表情を浮かべながら、彼女は首をかしげておられました。

　私はどのようにお答えしようか迷いましたが、

「旅の魔女です」

　とりあえず程度に自己紹介をして差し上げるのでした。

「街で暴れているあなたの使い魔を止めるために来ました」と。


「…………」



　私の言葉に、彼女は何を思ったのでしょうか。表情を変えることなく、私を見つめたまま沈黙ちんもくする彼女は、きっと街で起こっている異変にも気づいているはずです。

　責任を感じているのでしょうか。苦しんでいるのでしょうか。きっと彼女は街の誰よりも辛い立場にあるはずです。だから私は彼女の言葉を、その場で待ち続けました。

　やがて彼女は、すっと息を吸い込むと、一言。

「不法侵入」とだけ。


「…………」



　わりと冷静な彼女がそこにはおりました。





●






　イレイナと別行動をとってからも街の住民から色々と話を聞きましたが、有力な情報を持っている方は特にいませんでした。

　街の人々は使い魔を見たことは何度かあるそうですが、神出しんしゅつ鬼没きぼつな使い魔がいつどこに現れるのかはまるで想像もつかないのだそうな。

　私は困りました。

　しかし地道に延々えんえんと歩き回った結果、何の成果も上がらなかったわけではありません。

「……これは」

　使い魔と関係があるかどうかは分かりかねます。

　偶然使い魔に巡り会ったりしないものでしょうか──などと思いを巡らせながら街の路地裏を歩いていたとき、私は妙みょうなものを一つ、見つけたのです。

　薄汚い路地の真ん中、ご丁寧にお皿の上に載せられたまま放置されている一つのパンを。


「…………」



　はて落とし物でしょうか？　なぜだかお皿に載ってますけど。明らかに作為的に置かれた気配しかしませんけれども。いえいえどう考えても罠わなですけれども。

「あら……」

　視線を上げると、路地の先にもう一つパンが転がっています。

　おおよそこの辺りで察しの悪い私でも気づくもので、道の先には延々とお皿に乗せられたパンが続くばかりでした。

「まあ勿体もったいない……！」

　私は一つひとつ拾い上げては、袋に詰め込んでいきます。

　馬鹿馬鹿ばかばかしいことこの上ありません。きっとこれは使い魔を捕まえるために張り巡らせた罠なのでしょう。であるならば、このパンを無駄むだにするような作戦を立てた人間が、恐らくこのパンの道の先には待ち構えているはずです。





    
      
        
      
    

  


　これだけ大量のパンを買った人間に私は覚えがあります。

　というよりさっきまで一緒にいましたね。

「イレイナ……まったくもう」

　確かカレンさんのもとへと向かったはずですが──一体何をしているのでしょうか？　しかしこのような食べ物を粗末そまつにするような作戦に出るなど言語道断です。

　ですから私は、このようにふざけた作戦の末に待ち構えているであろうイレイナに「こらー！」と叱るために、パンを回収して回りました。

　それからしばらく進んだ先に、最後のパンがありました。

　延々とお皿に乗せられ続けていたパンは、最後の一つだけ妙な配置がなされていました。

　街灯の下に吊つるされていたのです。

　しかも謎の白い粉がふんだんに塗られておりました。

　怪しすぎます……。

　食べたら眠くなるのかそれとも全身が痺しびれて動けなくなるのか定かではありませんが、間違いなく言えることは、このパンだけは普通のパンとは違うこと。あからさま過ぎる罠です。しかし食べなければ何の害もないに違いありません。

　ですから私は最後のパンを引っ張り、手に取ってから、

「イレイナ、どこに──」

　いるのですか出てきなさい。こらー。と言いかけました。しかし私の言葉は最後まで口から漏れることはなく、そもそも途中から「ひゃあ！」などというはしたない叫び声へと変わってしまっていました。


「…………」



　恐らく最後のパンに刺激を与えた直後に罠が作動するようになっていたのでしょう。気が付けば私は先ほどまで最後のパンがそうであったように、街灯のもとで吊るされてしまっていました。

　両手は腰の辺りに、両脚はスカートもろとも縛り付けられました。身動きなどとれるはずもなく私はただただ街灯の下でゆらゆらと揺れるばかりでした。

　惨みじめなことこの上ありません。

　そして。

　恥はずかしさと情けなさで顔から火が出そうなこのタイミングで、私を罠にかけた張本人ちょうほんにんが物陰から姿を現しました。

　イレイナですか？　イレイナですね。イレイナに違いありません──とその顔を見るまでは思っていたのですけれど。

「まさかこんなにあっさり捕まるとは思ってなかったぜ──使い魔といえど所詮は犬だな」

　そこには魔女がおりました──しかしイレイナはいませんでした。

　白のローブ、白の三角帽子ぼうし、胸元には星をかたどったブローチと、月をかたどったブローチが誇らしげに提げられております。髪は金色で、歳の頃は私と同じくらいでしょうか。


「…………」彼女は私を見つめて、固まります。煙管きせるを咥くわえたまま、固まります。




「…………」私はといえばそもそも吊るされた時点からずっと物理的に固まってます。



　ところでよくよく考えてみれば、私たちのような風来坊ふうらいぼうに頼むよりも先に、魔法使いが起こした事件に対処するための組織が世の中にはあるもので、役人さんも私たちより先に、そちらにも声を掛けていたとしても不思議ではないわけで。

　魔法統括協会から既すでに魔法使いが送られて来ていたとしても不思議はないわけで。

　要するに。

　そこにはよく知った顔がありました。

　妹弟子のシーラの姿が、そこにはありました。

「……お前何してんの」彼女はとてもとても冷めた言葉を煙けむりとともに私に投げかけます。

「……何をしているように見えますか」

「馬鹿なことしてるように見える」


「…………」見つめながら黙だまる私。




「…………」見つめながら黙るシーラ。




「…………」やがて私は彼女から目を逸そらしました。「あの、とりあえず下ろしてもらえますか」



　シーラは粛々しゅくしゅくと頷きました。

「あとで一緒に飯でも食いに行こうぜ。奢おごるよ」

「やめてください優しくしないでください」

「金に困ってるなら相談くらいしろよ。あたしでよければ力になるから」

「本当にやめてくださいそもそも違うんですこれは──」

「はいはい。まあ弟子には黙っておいてやるよ。尊敬する師匠が拾い食いしてたなんて知ったらさしものあいつも悲しむだろうし」

「あ、その点に関しては問題ありません。イレイナは私のそういうところは見飽みあきてますから」

　自分で言っていて悲しくなりました。何を言っているのでしょうか。


「…………」シーラは至極微妙な顔をしたのちに、私の肩をぽん、と叩きました。「あとで一緒に飯でも食いに行こうぜ。奢るよ」



「やめてください優しくしないでください」
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「いずれ来るとは思ってた」

　不法侵入者であるところの私を拒絶するだけの体力が残されていないのか、もしくは私が魔女だったからかもしれませんが、私の胸元のブローチにちらりと目をやってから彼女は語りました。

　すべて分かりきったかのような表情で、語りました。

「私を殺しに来たんでしょう？」


　…………。



　いえ全然分かってないですね……。

　彼女から見て私は一体どのような存在だと思われているのでしょうか。

「いえ、あの……違いますよ？」なにゆえにいきなり物騒ぶっそうな発想に思い至るのでしょうか。そこまで疲れ切っておられるのでしょうか。「私はお話をしに来ただけなんですけど……」

「お話をした末に殺すつもり？　でも駄目。私を殺すのは、あと少しだけ待ってほしい」

　いえですからカレンさんを殺すためにここに来たわけじゃないんですけど……。

　というかそもそも。

「私がもし仮にあなたを殺すつもりでこの屋敷に忍び込んだのなら、あなたが呑気のんきに昼寝してる間に仕事を終えてますけど」

「！」

「いやなに驚いてんですか」

　普通に考えれば分かることも分からないようですし、やはり疲れが溜まっているのでしょう。目の下にクマをつけるくらいに睡眠時間を削けずっているようですし。

「じゃあ、殺しに来たんじゃないなら、あなたは何しに来たの？」

「さっきもお話ししたと思いますけれども」まあいいでしょう。再度教えて差し上げましょう。「街で暴れているあなたの使い魔を止めるために来たんです」


「…………」



　彼女は私の言葉を受けて、ちらりと私の背後に目をやったあとで、「魔女さん、あなたは使い魔、持ってないの？」と首をかしげます。

「ご覧の通り」

「使い魔に関する知識は……？」

「残念ながら」

「じゃあ、どうすれば使い魔を止めることができるのかも、よく分かってない？」

「まあそういうことになりますね」

　ですから会いに来たわけですし。使い魔を放置して引きこもっている真意も、使い魔を止める方法も、分かっていれば最初からわざわざ不法侵入などするはずもありません。

「そう」

　カレンさんは短く頷きました。

　あまり感情を表に出さない方なのか、もしくはまだ眠気が残っているのか、彼女は目を伏せたまま、私に顔を合わせることなく、ぽつりぽつりと語り始めます。

「使い魔というのは魔力を与えられた動物のことを指す。使い魔が暴走した場合、これを止める方法は、二つある。一つは主従関係を解くこと。そうすれば、使い魔は本来の姿に戻る。街を脅かしている私の使い魔も、止めることができる」

　ではそうなさってはいかがですか。などという冷めた言葉が喉元まで昇りきって、止まりました。

　止める術すべがあるにもかかわらず引きこもり続けているのは、なによりその術を選ぶことが容易ではないからなのでしょう。

　少なくとも、今の彼女はただ傷心してふさぎ込んでいるだけには見えませんでした。

「主従関係はどうやれば解けるんですか」

「それをあなたに話してどうなるの」

「協力します」

「結構」カレンさんは簡潔に拒絶しました。「これは私の問題。あなたは関係ない。それに、あなたに協力してもらっても、払える対価がない」

　お代だったら、まあ別のところからきっちり搾しぼり取れる見込みがありますので気になさらなくても結構なのですけれども、

「対価を支払わなければ気が済まないのでしたら、使い魔が暴走するに至った経緯でも教えてください。それでどうでしょう？」

「……どうして協力する方向で話が進んでいるの」

「対価を払えないことに気後れしているようでしたので」

「気後れしているわけじゃない。使い魔が暴走した原因は私にあるのだから、私が解決しなければ意味がないというだけ」

「自分で起こした惨事さんじの責任はすべて自分でとる、ということですか」

「そういうこと」

　なるほどなるほど。

　ため息が出てしまいます。

「今はそういう面倒くさい考え方はとりあえず後回しにしてください。使い魔を街に放してしまった責任なら問題を解決したあとにいくらでもとれます。もう手段を選んでいられないんですよ」


「…………」彼女はしばし、黙って私を見つめました。



　それから、やがて、

「出会ったばかりのあなたを信頼しろと？」と首をかしげます。

「信頼はしてくださらなくても結構です。でも利用はしてください」

　少なくとも、孤独に机に向かい続けるよりもよほど効率的ですから──と、私は答えます。


「…………」



　黙ってばかりいる彼女は、一度窓の外に目をやり、それから机の上に置いてある写真たてを見つめた後で、いかにも渋々しぶしぶといった雰囲気を醸かもしながら、

「……分かった。じゃあ、利用する」そのように、答えました。

　こうして私はひとまず使い魔を元に戻すためのスタートラインには立てたわけですけれども。そういえばここで一つ、思い至ることがありました。

「使い魔を止めるもう一つの方法は何なんですか？」

　主従関係を解く以外に一体どうすれば使い魔は止まるのでしょうか？

　彼女は私に目を向けることなく、きっぱり答えます。

「主が死ぬこと」

　主が死ねば、使い魔も死ぬ──と。

　誰も、使い魔すらいない屋敷の中で、答えました。





●






「いつからここに？」

　路地裏にて。

　私は先ほどまでの出来事がまるでなかったかのように涼すずしい顔をしながら、シーラに尋ねていました。彼女は煙管に溜まった灰をその辺の地面に落としながら、

「この街にあたしが派遣されてきたのは大体一週間くらい前だな。お前は？」

「今日来たばかりです。弟子のイレイナと二人でたまたま訪れまして。二人で使い魔を捕まえてほしいと頼まれたのです」


「…………」イレイナの名前を聞いたとたんに少しばかり妙な顔を浮かべてから、シーラは「そうか」と頷きました。



「？　何か」

「いや、別に」

「？」ああ、そういえば。「あなたの弟子は元気にしてますか？　サヤさん」


「…………。最近は──いや、今話すことじゃねえな」



「……？」

「それより、とにかくあたしとお前らは目的は同じってことでいいんだよな」

「ええ──協力してくれるとありがたいのですけれども」

「あたしの作戦を次から邪魔しないならいいぞ」

「おや邪魔したことなんてありましたか？　うふふ」覚えてないですねえ。


「…………」シーラはとてもとても露骨ろこつに顔をしかめました。



　何はともあれ、私はそれから、この街に来てから情報をおおよそ集めたことと、イレイナが今しがた屋敷に向かっていることをシーラに明かしました。彼女は「ふうん」と少々どうでもよさそうに頷いたのちに、

「じゃあ使い魔の主の相手はあいつに丸投げでいいのか」

「ええ。捕獲は私たちに丸投げされていますけどね」

　使い魔の居所いどころは依然いぜんとして不明のままです。どこにいて、何をしているのかさえ、何も分からないのです。「一週間で成果はありましたか？」

「とりあえずパンが好きなことは分かった」

「ああ。聞き込み調査したんですね」私とイレイナもその情報は摑つかんでいます。「それで、ほかには何か？」

「どうやら道端みちばたに落ちてるパンは食わないらしい」


「…………」



「ほかには」

「以上だ」

「以上て」

　一日足らずで得られる情報しかないじゃないですか……。

「それくらいわけ分かんねー相手ってことだよ。一週間散々調べたが、結局未だに一度もお目にかかれてない」


「…………」



　それで道にパンを置くなどという苦肉の策に出たわけですね……。まあ釣られたのは私だったわけですけれども。

　苛立たしげにシーラは頭をかき、「……どこにでも出るわりには何処どこにもいないんだよ。まったく厄介やっかいな犬だ」と吐き捨てます。

「まあまあ。どこにでも出るということは、もしかしたら待ってればそのうち現れるということかもしれませんよ？」物事は前向きに考えましょう。

「そうそう簡単に現れてくれるのならこちとら苦労はしてねえんだが──」

　シーラは言いながら、先ほど私が吊るされていた街灯のほうに目を向けました。

　私も遅れて、目を向けます。

　そこで何かが動いたような気がしたのです。


「…………」



　ところで。

　突然の話にはなりますが、私はこのとき一つ思い出したことがありました。

　シーラが路地裏にまき散らしていたパンの数々を、私は確か先ほど一つずつ袋の中に回収していたのですけれども、最後のパンに手を出して宙づりにされたときに、私はその袋をうっかり床に落としてしまっていたのです。そのうえ、シーラが現れたものですから、私はそのままパンの存在をすっかり忘れてしまっていました。

　そのことを思い出したのは、たった今。

　使い魔が袋を咥えている様子を目撃したときのことでした。


「…………」固まるシーラがいました。




「…………」私もさすがに固まりました。



　突然使い魔がどこからともなく現れたこともそうですが、何よりも、その姿に驚いていたのです。

　噂うわさにはほとんど噓うそがなかったようです。

　その毛並みは黒。瞳は緑。牙は尖り、鋭利な爪は薄汚れています。姿かたちはどこか狼のようにも見えますが、何より体軀は巨大というほかなく、体長はおおよそ大人の男性と同等。確かに噂に違わぬ巨体でした。

　しかし一つ、唯一、噂とはまるで異なっている部分があったのです。

　使い魔は、やせ細っていました。

　黒い毛並みの上からでも分かります。手足は枝木のように細く、尻尾は垂たれ下がり、地についた脚も震えています。きっと耐え難いくらいにお腹なかが減っているはずです。それでも目の前のパンを食べることなく、使い魔は袋を口に咥えたまま、こちらに見向きもせず──もしかしたら見る余裕さえなかったのかもしれませんが──そのまま民家の屋根の上へと跳び乗り、脚を引きずりながら、立ち去ってしまいました。

　私たちはただ、あまりにも突然すぎる光景に目を疑うばかりでした。

　あんなにも弱り切った生き物が、本当に街の人々を脅かしている使い魔なのでしょうか。

「……今の」シーラはやがて、私に向き直ります。「なあ、今の、追ったほうがいいんじゃないのか」

「……そうですね」

　そして私は頷き、ほうきを取り出しました。

　使い魔の尻尾をようやく摑んだのです。離すわけにはいきません。

　一体今まで、やせ細るまで何をしていたのか、どこにいたのかを、私たちはどうやら探らなければならないようです。

　徐々に小さくなりゆく使い魔の背中は、とてもとても弱弱しく見えました。





○






　カレンさん曰く。

　使い魔としての契約が成立すれば、動物は魔法を帯びて姿を変え、主人に尽くすべく生きるようになるそうです。主人のどのような言いつけも守り、どのような任務もこなしてみせる奴隷へとなるのだといいます。

　主従関係を結んだことで使い魔は主人から魔力を借り受けることができるようになり、身体能力が上がり、姿かたちが変わるほか、魔法が使えるようになったり、あるいは言葉が話せるくらいに知能が上がったり、大体その程度の変化が生まれるといいます。

　とはいえこれはあくまで契約が成立したときの場合。

　では失敗をすればどうなるのでしょう。カレンさんは私の至極当然な疑問に、資料を読みながら答えてくれました。

「失敗をすればそもそも使い魔は望まれた通りの姿になることはない。大体の場合、失敗したその瞬間に死に至る」


「…………」



　それでは今の使い魔の状況とは少々事情が異なっているように感じます。現に今、街には使い魔が自由に歩き回っているのですから。

「一度契約が成り立ったあとに暴走をすると、一番酷いことが起こる」

　カレンさんは言いました。「私の使い魔もそうだった」

「暴走するとどうなるんですか」

「一時的に狂暴になる。近づく者すべて殺すくらいに」


「…………」その結果が、孤独に研究を続けているカレンさんの今なのかもしれません。「一時的に、ということは暴走状態はいずれ終わるのですよね。終わったらどうなるんです？」



「主人の言いつけを守れなくなる。自分の意思でのみ行動をとるようになる」

　それが今のカレンさんの使い魔、ということなのでしょう。中途半端に契約が続いたまま、しかし主人の言いつけを守れなくなった使い魔が街をさまよっているのです。

　契約を解くための手段は二つに一つ。

　主人であるカレンさんが命を落とすか、あるいは出来損ないの主従契約を解除すること。

　カレンさんが躓つまずいていたのは、この主従契約を解除する方法を探り始めたときのことだといいます。契約を解くための魔法薬がどうしても作れなかったのです。

　この屋敷にはあらゆる魔法の資料が残ってはいるものの、使い魔との主従契約を解除するための薬の作り方はどこにも記されていなかったのです。

　使い魔との契約を解除することはこの屋敷の人間にとってはありえないことだったのでしょう。

「半年間、ずっと研究したけれど、それでもうまくいかなかった」

　ただ紙くずが転がるばかりで、何も成果は上がらなかったのです。寝る間をいくら惜しんだところで、手探りで魔法を調べることはあまりにも困難なことでした。

　勉強して、魔法薬のレシピを作り上げて、調合して、失敗して、その繰り返しが毎日のように行われてきたのです。何度も何度も失敗ばかりを繰り返し、屋敷中に傷がつきました。シャンデリアが落ち、絵画が汚れ、それでも何度も繰り返し彼女は研究を重ねたのでしょう。


「…………」私は彼女の机に置かれた資料を手に取りました。「事情は分かりました。とりあえず手元に残っている魔法薬のレシピを全部渡してください」



「でも、私が作ったのは全部失敗作で──」

「けれど私が作ればまた違う結果になるかもしれません」

「……分かった」

　ためらいがちに頷いたカレンさんの手からレシピを受け取ってから、私は手元にある資料と読み比べ始めました。私は使い魔に関する知識はありません。けれどそれ以外の知識や経験なら、それなりにあるはずです。

　だから私は、彼女の横で、彼女と同じように机に向かい始めました。


「…………」




「…………」



　互いにただただ黙りこくったまま、思い出したようにペンを走らせては、紙くずをポイと背中の向こうに投げました。

　時間を忘れ、日が暮れるまで、ずっと。

　静かな時間を過ごしました。

「……そういえば、あの使い魔、元々は犬だったんですか？」

　やがて資料を読みながら、ふと思い至って、私は尋ねていました。

「？　どうして」カレンさんは怪訝そうに振り返っていました。

「いえ、オオカミのような見た目をしていると噂で聞きましたので」

　まあ私は使い魔の姿を実際に見たわけではありませんから、あくまでただの噂話からそう思っただけなのですけれども。犬が大きくなったらだいたいオオカミでしょうという安直にもほどがある乱暴な推測でした。

「違う」

　そしてどうやら雑な推測は、外れのようです。

「ぜんぜん違う」

　大外れのようです。彼女は髪が揺れるくらいに大きく首を振っておられました。「使い魔は好きな姿にすることができる。主従契約を結ぶにあたって、どんな姿になっても構わない」

　まあ使い魔にするための魔法は彼女の話から察するに変身魔法の応用みたいなものみたいですし、確かにそれならば、姿かたちはどのように変貌へんぼうしたところで、不思議はありません。

　彼女は机から身を離して振り返りました。

「私の家系は代々オオカミの使い魔を育てていたから、オオカミになっただけ」

　それならば。

「じゃあ元々はどんな動物だったんですか」

　興味本位でした。

　ただなんとなく、気になっただけです。


「…………」



　彼女は私のごく自然な問いかけに、躊躇ためらい、戸惑とまどい、その瞳は揺らぎました。

　何かいけないことでも聞いてしまったのでしょうか。私に落ち度があったでしょうか。彼女の妙な様子に違和感を覚えた私でした。

「私の、使い魔は」

　そして彼女は。

　しばし迷った挙句あげく。

　答えました。





●






　使い魔がパンの袋を咥えたまま辿たどり着いたのは、街のはずれにある小さな工場跡でした。人の気配はなく、なるほどこんな場所を棲みかにしていたのなら誰にも気づかれなくても無理はありません。

　おまけに普段は屋根の上を飛び回っているのですから。

「どこからともなく現れるのも当然と言えば当然だな」

　使い魔に感づかれないように物陰に隠れながら、シーラは一人頷きます。「誰も屋根の上なんざ気にかけないからな」

「……そうですね」

　私も遠巻きに使い魔を観察しながら、頷いていました。

　黒い毛並みのオオカミは、屋根の上から地上に降り立つと、真っすぐに工場跡の隅すみにある、小さな小屋へと向かいました。

　足取りに迷いはありませんでした。疲れも見えませんでした。先ほどまでは立っているのがやっとなほどにふらふらだったのに。

　ただゆっくりと、使い魔は小屋へと歩みを進めます。

「どうする？　捕まえるか」

　シーラは杖つえを出し、私を見やります。動き回っていた先ほど違い、今ならば魔法で捕縛することも容易に思えました。


「…………」



　私は答えませんでした。ただ遠巻きに使い魔の様子を見つめたまま、沈黙するほかありませんでした。

　使い魔が見つめる先にある小屋には、たくさんの食べ物が転がっていました。

　果物くだものであったり、作物であったり、あるいはパンであったり、たくさんの食べ物が置いてありました。使い魔はその上に今しがた咥えていたパンの袋を置くと、じっとその場で立ち止まりました。

　食べることはありませんでした。

　恐らくはずっと前からこうしてこの場に食べ物を置きに来ているのでしょう──中には誰かが、何かがいるようで、小屋の前に置かれた食べ物たちは、所々食べた跡が遠巻きにも見て取れました。

「……何してるんだ？　あいつ」


「…………」



　私はまたしても答えませんでした。

　しかし間違いなく言えることは、別に今日捕らえずとも、明日、明後日──待ち続ければ、必ず使い魔はこの場所に現れるということです。

　無理に今すぐ捕まえる必要などどこにもないのです。

　やがて使い魔は、その場から立ち去っていきました。この場に訪れたときのようにゆっくりと力なく、街の方へと。


「…………」




「…………」



　結局、私たちは使い魔を捕まえることはしませんでした。無理に今日動かずとも機会はいくらでもあるのですから、構わないでしょう。

　結果的にいえば、私たちのこの時の判断は間違ったものではありませんでした。

　使い魔が立ち去った直後です。

　小屋の中から、這はい出てくる者の姿が、ありました。

　ぼろぼろの布切れをまとった小さな女の子が三人、辺りを窺いながら、出てきました。





○






　その日の夜に宿屋へと戻ると、フラン先生とシーラさんが私を待っていました。

　先生は街で偶然シーラさんと遭遇したことと、シーラさんが私たちと目的を同じく行動していることを教えてくれました。

　そのうえで、

「とりあえず、さしあたって使い魔の行動はおおよそ摑めました。いつでも捕獲は可能です」

　と頼もしいにもほどがある一言をさらりと言ってのけました。

　けれど。


「…………」



　素直に喜ぶことができない私がいるのも事実でした。

　捕獲はできればしてほしくはありません。カレンさんのためにも、使い魔のためにも。

「そちらはどうでしたか？」

　フラン先生は首をかしげます。

　端的にお答えしました。

「カレンさんと魔法薬を作ることになりました。彼女の薬が完成すれば、恐らく使い魔は元の姿に戻れるはずです」

　私の言葉にシーラさんが「そうか」と頷きます。

「で、その使い魔は元々どんな動物だったんだ？」彼女は私を見つめたまま尋ねます。「ただの動物じゃないだろ、あれ」


「…………」



　ただ黙りこくる私に、二人は昼間に見た光景を、教えてくれました。

　おおよそ噂通りの外見で、けれど変わり果ててしまった使い魔の姿。ボロボロの小屋に住むホームレスの女の子たち。子供たちに恵めぐむばかりで、自身は何も口にすることなく立ち去ってしまう不可解な使い魔の行動。

　一部始終を見ていたシーラさんとフラン先生は、結局、使い魔を捕まえる気がすっかり失せてしまったと語りました。

「私たちが追っていたのは街の作物を荒らして、食べて、人々から逃げ回っている使い魔です。今の使い魔からは、そんな様子は見えませんでした。本当に私たちが見たものが人々を脅かしていた使い魔だったのか疑問を抱かざるを得ません」

　あなたは何か知りませんか？　とフラン先生は、私を見ました。

　知っています。

　私はカレンさんに使い魔が元々どのような姿をしていたのか、教えてもらっていましたから。だから知っています。

　使い魔が何のためにパンを集めて、小屋に置いているのかも、知っています。

　すべて知っています。


「…………」



　私は迷いながら、口を開きました。

「カレンさんの使い魔の名前は、シェスカといいます」

　使い魔と、カレンさんの物語を。

　あるいは、二人の女の子の物語を。







　初めて二人が出会ったのは、カレンさんが一人路地裏を歩いていたときのことです。

　シェスカさんは、死にかけていました。

　黒い髪を頭の後ろ一つに結んでおり、瞳は緑。肌はほんの少し浅黒く、その所々に痣あざや傷がありました。着込んでいる服はぼろぼろで、元々そういう服だったのか、それともこの場でつけられた傷のせいでそのようになっているのか、果たしてどちらなのかカレンさんには分かりませんでした。

　服というより、ただの布を服のように着こなしているだけのようにも見えましたから。

　シェスカさんの身に何があったのかをカレンさんは理解できませんでしたが、少なくとも一人で歩ける状態ではないことくらいは分かりました。

　けれどカレンさんはまだ魔法使いとしては未熟にもほどがあります。

　傷を治す魔法など使えなかったのです。

「……待ってて、人、呼んでくるから」名も知らぬ少女にそのように声をかけました。

　そのときの彼女にできたことは、それくらいしかありませんでしたから。

「だめ」シェスカさんは、しかし彼女の手を摑み、拒こばみました。「それは、だめ」

　曰く。

　シェスカさんはパン屋の店主にここまで痛めつけられたのだと言います。店に並ぶパンを盗んで、それがばれて、追いかけられて、殴なぐりつけられたのだと、語りました。

「いつも盗んでるからね、向こうも我慢の限界だったんだと思う。もう二度と盗めないようにしてやるって言いながら、こんな風にされたわけだし」

　自業自得なのよ、これ。と横たわったまま、彼女はへらへらと笑っていました。

　死にかけているわりに存外、まだ笑うだけの力は残っているようでした。


「…………」カレンさんはシェスカさんを見下ろします。「それじゃあ私にできること、何かある？」



　するとシェスカさんは答えました。

「パンが食べたいかな」

　それはささやかな願いでした。


「…………」



　こんなとき、カレンさんのお母さんだったら、どうするでしょうか。

　迷わず助けるのではないでしょうか。

　街の人々の願いに、笑って答えていた、母親ならば。

「──分かった。じゃあ、買ってくる」

　だからカレンさんは、シェスカさんの願いを聞き入れました。

　街で売っているパンを口にしたのはそれが初めてのことになります。

　あまり美味おいしいとは感じませんでした。硬くて、冷たくて、さして感動もしませんでした。母親が作ってくれるパンのほうがずっと美味しく感じました。

　けれどきっと、街ではそれが美味しいとされているのでしょう。

　カレンさんが買ってきたパンを、シェスカさんは美味しそうに美味しそうに、涙を流しながら食べていましたから。




　不思議なことに彼女とシェスカさんは縁があるようで、その後、街に出かけるたびに、カレンさんはシェスカさんと遭遇しました。

　あるときは彼女が誰かに追われているとき。またあるときは、恐らく盗んだであろうパンを食べ歩いているとき。またあるときは、鋭い目つきでパン屋の窓を見つめているとき。どうやら四六時中、街のあちこちをうろついているようで、会う度にシェスカさんは声をかけてきました。

「そういえばこの前のお礼、まだしてなかったわよね？」

　ある日シェスカさんは、包みをカレンさんに押し付けました。柔らかくて、ほんの少し温かい包みでした。

　中には安物のパンが一つ。

「この前はありがと。助かったわ」

　彼女はどうやらパンがお好きなようでした。自分が好きなものは相手も好きなのだろうと思っているのでしょうか。

　いえ、しかし。

「……これ、盗んだものじゃないの」

「秘密」シェスカさんは唇に指を添そえて笑っていました。

「秘密って何」

「仲良くなったら教えてあげるってこと」

「隠さなくてもばればれなんだけど」

　死にかけたというのに未だパン屋でシェスカさんが盗みを働いている光景は何度となく見ていました。今更隠さなくとも手渡されたパンがどこから持ち寄られたものなのかくらい分かりきっていました。

　盗品を贈られても嬉うれしくはありません。まして前回同様に命をかけて盗んできたものだというのならば尚更なおさらです。

「どうして物を盗むの」

　カレンさんには理解できませんでした。人に迷惑をかけて、それで一体どうして平然としていられるのでしょうか。

「どうしてって、それしか方法がないからよ。あたしみたいな奴はきちんとした職につくこともできないし、明日食べるものすらないの。そんな中で生きるためには、ゴミを漁って、物を盗むしかないのよ」

　悲観ひかんしているようには見えませんでした。

　ごく明るい口調のまま、

「あたしはね、生きるための手段がほとんどないのよ」

　そして彼女は、

「でも不幸じゃないわ」

　カレンさんに顔を向けて、言いました。

「自分が不幸だと思いながら生きる人生なんて、つまらないもの」




　それはカレンさんの人生がつまらないと遠巻きに揶揄やゆされたようにも感じました。シェスカさんはカレンさんが家でどんな仕打ちを受けているかなど、知る由もありませんから、単なる思い込みだということは分かっていましたけれども。

　それでも少し、悔くやしいと感じました。

　狭い屋敷に囚われつまらない人生を送っている自分自身が、身寄りなく盗人ぬすっととして生きているにもかかわらず楽しく笑っている彼女が。

　それからというもの。

　カレンさんは真面目に魔法の特訓に取り組むようになっていました。祖母に言われた通りに、魔法を放ち続けました。

　シェスカさんとも、やはり街に出る度、会い続けました。

　彼女はカレンさんに色々なことを教えてくれました。どこのレストランのゴミが一番美味しいだとか、パン屋からパンを盗む方法だとか。あるいは通行人から盗みを働く手順だとか。

　ほとんどカレンさんにとっては必要のない知識ばかりでしたが、シェスカさんは聞いてもいないのに一方的にそれらの話を会う度にしてきました。

　ある日皮肉交じりにカレンさんはシェスカさんに語り掛けました。

「パンが盗んだものかどうかははぐらかした割に何でも話してくれるのね」

　すると彼女はいつものように平然とした顔で、ただ一言。

「仲良くなったら教えてあげるって言ったじゃない」

　と答えました。

　そのうえで、

「仲良くなりたかったからはぐらかしたともいえるけどね」

　秘密は人との距離を縮ちぢめたいときに使うのよ──とも、語りました。

　二人は友達同士になっていました。

　春も、夏も、秋も、冬も。

　やがてシェスカさんとカレンさんは、互いに顔を合わせれば、下らない話で盛り上がるようになりました。

　シェスカさんは不思議な女性でした。きっと彼女の置かれた状況はとてもとても辛いはずです。誰も味方がおらず、いつ死ぬかも分からない毎日を送っているのですから。

　不安で不安で仕方ないはずです。

　それでも彼女はいつも笑っていました。

「紹介するわ。ここが私の家よ」

　ある日、彼女はシェスカさんを工場跡に連れて行くと、ただ木材を雑に組み立てただけの小屋へと案内しました。小屋の中に雨が入らないように屋根には布切れが敷かれており、出入り口にも同じように布が垂らしてありました。

　人が住むにしてはあまりにも狭すぎて、カレンさんの部屋よりもよほど狭い小屋でした。

　これが家だと言います。

「……家に見えない」

「そこはお世辞せじでも『わあ素敵なおうち！』とか言いなさいよ」

　横で頰ほおを膨ふくらませながら、「家族もいるのよ」とシェスカさんは布切れをめくります。

　中には小さな女の子が何人か座っていました。シェスカさんと同じような格好かっこうをした彼女たちは、木の板の上に本を広げて、読んでいました。

　瘦やせこけた顔を上げると、彼女たちは笑みを浮かべました。

「お姉ちゃんお帰り！」「おかえりー」「ごはんまだ？」

　見ればすぐに分かりました。

　家の中にいた彼女たちは、シェスカさんと同じく、身寄りのない子供たちだということくらい。

　そのとき初めて知りました。シェスカさんと同じ境遇の子が何人もいることを。

　盗んだパンや作物を、自分よりも幼い女の子たちに分け与えていたことを。

「お姉ちゃん、この字、何て読むの？」女の子の一人が本を指差しながら掲げます。シェスカさんは、しばし「んー」と唸うなりながら本を睨にらみましたけれども、読み書きを教わったことがないのでしょう。

「ごめんお姉ちゃん馬鹿だから全然分かんない」

　笑いながら彼女は答えていました。

「使えない」「ねー」

　ばっさりと吐き捨てられても、

「こらこら」

　やはり彼女は笑っていました。




「あたしはね、夢があるの」

　二人が初めて出会ってから、二度目の春が訪れた頃のこと。

　シェスカさんは盗んだパンをかじりながら、それをちぎってカレンさんに押し付けながら、語っていました。「お金を貯めて、大人になったらこの国を出て、どこか遠い国でパン屋を営いとなむの」

　手元には、分け与えられたパンがありました。

「作ったことあるの？　パン」

「あるわけないじゃない。でもお店の名前はもう決めてるのよ」

「……何？」

「黒のパン屋さん」

「……名前の由来は」

「あたしの髪の色」

「安直」

「……あ、待って。違うわね……黒と金のパン屋さんがいいわね」

「……もしかして私も働くの？　そこで」

「カレンだけじゃないわよ。あたしと一緒に住んでるあの子たちも雇って、五人でお店をやりくりするの」

　──それでね、と彼女は言葉を語ります。

「あの子たちには、それからの人生は全まっとうに生きてもらいたいの。あの子たちにはあたしと同じ目に遭わせたくないもの。盗みをせずに全うに生きてほしい。あたしが苦労したからって、あの子たちまで同じ苦労を味わう必要はないもの」

　だから一日でも早く、貯金を貯めて、この国を出ていきたいと、彼女は語りました。


「…………」



　カレンさんは不思議でした。

　ずっと不思議でした。

「どうしてそんな話を私にするの？」





    
      
        
      
    

  


　自分がどのように生きているだとか、どんな家族と暮らしているだとか、夢があるだとか、シェスカさんはことあるごとにカレンさんに自身の話を語ってきました。

　どうしてそのような話を彼女はするのでしょうか。

「あなた私と同じ目をしてるもの」

　シェスカさんはさして勿体つけるわけでもなく、あっさりとそのように答えました。

「どんな目？」

「ここから今すぐにでも逃げ出したいって目」

　語るシェスカさんの目は、透き通っていました。

　カレンさんは、逃げるように彼女から目を逸らして、パンをかじります。

「不味まずい」

「そこはお世辞でも美味うまいって言いなさいよ」

　カレンさんはやがて、度々シェスカさんの家を訪れるようになりました。屋敷にはたくさんの本がありますし──カレンさんは読み書きができますから。

　小さな女の子たちの助けに、彼女はなりました。

　平穏な日々が過ぎていきました。一人で街に出るようになってから、カレンさんの魔法は日に日に上達していきました。

「完璧だ」

　もう教えることは何もないよ──と祖母に言わせるほどに。

　その年、カレンさんは十四歳の誕生日に、使い魔を与えられることが正式に決まりました。




　カレンさんの誕生日にはシェスカさんが屋敷に招待されました。

「あなたのお友達のおかげで、魔法が上達したのでしょう？　だったら私たち家族でお礼をしないといけないわ」

　母親はそのように喜び、シェスカさんを連れてくるようにカレンさんに提案したのです。

　カレンさんは正直なところ、シェスカさんを連れてくることに関しては少し抵抗がありました。屋敷は見るからに豪邸ごうていで、しかしシェスカさんは明日食べるものすら困っている状況なのですから。

　劣等感を抱かれたら──嫌われてしまったらどうしようと、彼女は思いました。

　だから躊躇ちゅうちょしました。

　けれどもカレンさんの前でのシェスカさんは、いつだって明るい人でしたから。

　迷った挙句、カレンさんは、家にシェスカさんを招待しました。

「……家に見えない」

　相変わらずのみすぼらしい格好のシェスカさんは、屋敷を見上げて、門の前でぽかんと口を開けておりました。

　中に案内すれば、使用人たちと、カレンさんのご両親、祖母が二人を迎えました。

　屋敷で二人を出迎えた全員が、シェスカさんに目をやり、どよめきました。みすぼらしい格好をした女の子だったからでしょう。汚い格好の子が友達だなんて、信じられなかったからでしょう。

　だからカレンさんは胸を張りました。

「この子が私の友達。シェスカ」

　はっきりと言いました。「私が魔法を使えるようになったのは、この子のおかげ」

　祖母はその言葉にため息を漏らし、使用人たちはうろたえました。二人はあまりに身分が違いすぎましたから、周りが戸惑うのも当然といえました。

　二人に優しく微笑んだのは、一人だけでした。

「そう。あなたがカレンのお友達なのね」

　カレンさんの母親でした。「いつもうちの娘がお世話になってるわね。ありがとう──今日はゆっくりしていってね」

　母親はシェスカさんを客人として以上にもてなしました。

　お腹がすいていたようですので、おいしい料理を食べさせてあげました。身体が汚れていたので、お風呂ふろに入らせてあげました。汚い服を着ていたので、屋敷で余っていた上等な服を着せてあげました。昼を過ぎた頃にはすっかりシェスカさんは屋敷になじんでいました。綺麗な服を着て、綺麗なアクセサリまで着けて、まるでこの屋敷にずっと住んでいたかのよう。

「凄い……別人みたい」

　鏡に映ったシェスカさんの姿はまるで別人そのものでした。

「その服はあげるわ。大事にしてね」

　後ろからシェスカさんの肩に触れたのは、カレンさんのお母さんでした。

「こんないい服、いいんですか……？　頂いても」

「ええ。構わないわ。余りものだもの──」

　それに、と母親は続けます。

「カレンのお友達なら、あなたは家族も同然よ」




　カレンさんの家では使い魔を与えられたその日から一人前として扱あつかわれるといいます。

　その日、陽が沈む頃、屋敷の一室には家族が全員──使用人も使い魔も含めて、集められました。

　祖母、母親、その隣にシェスカさんが立たされました。

　カレンさんは広間の真ん中にて、杖を持ったまま、立たされました。


「…………」



　けれど不思議なことに、肝心かんじんの使い魔になる動物の姿はありませんでした。

　練習のときと同じように、鼠でも用意されているのかと思っていました。何かしらの動物を使い魔として使役するようになるのだろうと思い込んでいました。

　けれど用意された舞台に動物の姿はありません。

「お母さん」

　何もないところから使い魔を出すなど、教わっていません。

「動物は……？」

　不安にまみれた瞳が母親を捉とらえました。

　母親はいつものように優しく微笑んでいました。

「ここにいるわよ」

　カレンさんには理解できませんでした。

　動物などどこにもいません。既に主従契約を結んでいる使い魔と、人間が何人かいるだけです。

「ここに」

　母親は語りました。

　傍かたわらにはカレンさんのお友達が、わけもわからず二人を見守っているばかりで、ただそれだけで。

「この子が使い魔になるの」

　そのとき赤い飛沫しぶきがあがりました。

　シェスカさんの首元から、地面に散りました。母親の手には短いナイフが握られていました。シェスカさんが声にならない声をあげて倒れ込むと、母親はその背中をまたいで、カレンさんの傍へと歩み寄りました。

　そして耳元でささやくのです。

「さあカレン。おばあちゃんに教わったように魔法をかけて御覧なさい」

　呆気あっけにとられて、何が起こっているのかも未だ理解できず、頭の中が真っ白になったカレンさんに、語り掛けました。

　いつものように優しく。

「あなたが女の子を連れてきてびっくりしたけれど──でもお母さんはあなたを否定したりはしないわ。大丈夫。その子が大事な人だというのなら、きっと成功するわ」

「おかあ、さん……？」

「さあ。早く。早くしないと死んでしまうわよ。使い魔にすれば傷は治るわ。殺してしまいたくないなら、早く使い魔にしてあげなさい」

　見下ろせばシェスカさんがいました。

　冷たい床の上で苦しみ、血を吐いているシェスカさんがいました。

「シェスカ──」

　名前を呼びました。

「さあ、早くして」カレンさんの手をとり、母親は杖をシェスカさんに向かせます。「早く魔法をかけなさい。大丈夫よ。お母さんも成功できたもの。あなたもきっと上手くできるわ」

　シェスカさんの綺麗な服が汚れていきました。血で涙で、泡で汚れていきました。

　この家の風習を疑問視したことはありませんでした。この家の魔法使いたちが代々飼っている使い魔の元々の姿が一体何だったのかを気にしたことはありませんでした。

　彼女はやがて、自らの愚おろかしさに気づきました。

「ああ……」

　幾ら後悔したところで後戻りができなくなったあとで、愚かしさに気づきました。

　カレンさんは震えた手で杖を構えます。とめどなく涙が流れ、ぼやけた視界の中で、嗚咽おえつにまみれながら、狙いを定めます。

「ああああ……！　ああああああああああ！」

　何も知らなかった自らを呪のろいながら、彼女はそして、魔法を放ちました。




　そしてカレンさんはその家の一人前の魔法使いになりました。

　血だまりの中には、黒いオオカミの姿をした、使い魔が一匹。

「よかったわねカレン。成功よ。見てごらんなさい。素敵な使い魔じゃない」


「…………」



　嬉しそうに母親は彼女を撫でます。

　カレンさんは床に伏せて、何度も何度も何度も何度も、謝りました。

　こんな場所に連れてきてしまったことを。夢を叶える機会を永遠に奪ってしまったことを。女の子たちを立派な大人にしてあげることもできなくなってしまったことを。

　黒いオオカミに、謝り続けました。

　家族を恨うらみ続けました。

　使い魔を使役させることだけが正しいと信じ切っていた祖母を、優しさなど端はなから少しも持っていなかった母親を、恨みました。今すぐここから逃げ出したいと、心の底から思いました。

　何もかも消えてなくなればいいと、心の底から願いました。

　直後です。

　黒いオオカミが、母親の首に嚙かみつきました。


「なっ……！」



　強く強く嚙みつきました。肉をえぐり、悲鳴もあげられないほどに。顔色が恐怖に歪ゆがむまで嚙み続けました。

「このケモノ──！」

　誰もが呆気にとられるなかで、祖母が杖を構えました。

「ちょっとあんた！　あのけだものを止めなさ──」

　けれどカレンさんを睨んだ直後に、祖母の腕は嚙みつかれました。

「あああああああ！　ああああ！　なんてことを！」

　そこから先は地獄のようでした。

　血を吐きながら母親が立ち上がり、魔法を放ちました。刃やいばがシェスカさんの足を切りつけました。茶色いオオカミがシェスカさんの首元に嚙みつきましたが、同じくしてシェスカさんも母親の使い魔の首元を嚙みました。互いに血にまみれながら、広間の中を転がりました。祖母は遠巻きから魔法で牽制けんせいしようとしましたが、シェスカさんには見えていたのでしょう。今度は足に嚙みつきました。激痛に顔を歪ませながら祖母はシェスカさんを殴りつけましたが、その度に強く強く、嚙み千切れるほどに牙を突き立てました。

　最初に死んだのは母親でした。次に祖母、逃げ惑う使用人たちも皆一様に、誰一人として逃げることもできずに死んでいきました。

「ああ……あああ……」

　血飛沫と悲鳴が飛び交う広間の中で、カレンさんはただ俯うつむいて泣きじゃくっていました。

　やがて広間から音が消えた頃に、彼女は顔を上げました。

　辺り一面が血まみれでした。

　カレンさんはやがて気づきました。使い魔との契約は、確かに成り立っていたのです。失敗はしませんでした。けれど、彼女の昂たかぶった感情が、使い魔を暴走させてしまったのでしょう。

　目の前に広がる凄惨せいさんな光景は、その末路でした。


『…………』



　暴走が終わり、自我を取り戻したシェスカさんは、目の前に広がる血の海に何を思ったのでしょうか。綺麗な緑の瞳で辺りを見渡した彼女は、弱弱しい鳴き声を一度漏らしたかと思うと、そのまま脚を引きずり、屋敷の外へと、向かってしまいました。

「待って。シェスカ。お願い、待って──」

　呆然ぼうぜんとへたり込んだまま、カレンさんは、彼女の名前を呼びました。

　けれど、呼び止めたとして何を語ればいいのでしょうか。姿を化け物に変えて、人を殺あやめさせて、その上で何を語ればいいのでしょうか。

　彼女はシェスカさんに対して何も言ってあげることは、できませんでした。

　使い魔は振り返ることなく、夜の闇の中へと消えてしまいました。





○






　悲惨ひさんな出来事ののち、半年の月日が流れましたが、彼女一人ではどうすることもできなかったのでしょう。力なく俯くばかりで、成果が上がることはありませんでした。

　一日でも早く彼女を人間に戻さなければならないのに。

　ただ焦あせりばかりが先走って、結果、魔法薬は失敗するばかりで、彼女の屋敷は壊れゆくばかりで、何も出来上がることはありませんでした。

　けれどそれは、たった一人で困難に立ち向かっていたからです。

「とりあえず私は今日から四六時中この屋敷に留まります。早急に魔法薬を作りましょう」

　フラン先生とシーラさんに状況を報告した翌日のことです。

　私は陽が昇った頃に屋敷へと赴き、魔法薬の研究に入りました。カレンさんは前日からまともに寝ていないのか、起きているのか寝ているのか定かではないほどに虚うつろな表情のまま、

「……よろしく」と頷きます。ぼんやりとした返答でした。


「…………」一体いつから寝ていないのでしょうね。「あなたはしばらく寝てください」



「嫌」ぼんやりとした意識の割に、断るときだけはやけにはっきりと答えていました。「寝るくらいなら研究する」

「いやそんな状態で研究するくらいなら寝てください」

「嫌。寝るくらいなら研究する」


「…………」



「寝るくらいなら研究する」

　壊れたように同じ言葉しか吐かなくなったあたりで私は諦め、ため息をつきました。

　それからほどなくして本格的に二人で研究作業に入りました。おおまかな役割は、カレンさんが魔法薬のレシピを作り、私が調合をする。完全に作業を分担していました。私も私でカレンさんがレシピに頭を抱えている間に使い魔の研究をしたりしていましたけれども。

「……この調合レシピだったら、どう」

「作ってみますね」私は手渡されたレシピをざっと見て調合しました。「できました。身体が縮む薬です」

　むむ、とカレンさんは唸ります。

「……使い魔は元に戻せない、けど、使えるかも」

　いえいえ。

「これ飲むと寿命が百年ほど縮まる副作用に見舞われますよ」

「即死じゃないの」

「失敗ですね」

　けれどめげることなく、ほどなくして再びレシピを持ってきました。

「これなら、どう」

「なるほど調合しましょう」また調合しました。「できました。お金を無尽蔵むじんぞうに増やすことができる薬です」

「なるほど。いらない」

　液体をポイと捨てるカレンさんでした。

「えっ……ああ、そうですね……はい」

　毎日ただただ調薬を続けては違う違うと首を振り続けました。

「これ完成では？」と私が掲げた紙きれがただのお料理メモだったり、カレンさんが「これ見て。レシピできた」と自信満々で持ってきた紙が白紙だったり。疲れのせいか時折酷ひどいことになったりもしましたが、それでも私たちは作業を続行しました。

　一日目、二日目、三日目、四日目と作業は延々と続き。

　朝、昼、夜と問わずに延々と私たちは魔法薬を作っては失敗を繰り返しました。

　そして。

　そんな頭がぼんやりとするような、白昼夢はくちゅうむにでもうなされているような状況に苦しめられた末にようやく光が見えました。

　それは彼女の屋敷にて作業をするようになっておおよそ五日が過ぎた頃のことです。

「これ見て──」

　彼女はただそれだけ言って、今度こそレシピの綴られた紙を私に持ってきました。

　どんな効果が得られるのかはすぐに分かりました。

　私はすぐに魔法薬の調合に入りました。レシピの通り、材料を集め、鍋なべに突っ込み、魔法を振りかけ、ぐつぐつとかき混ぜました。

　彼女は私の作業中に眠ってしまいましたから最後まで作業をしていたのは私一人です。けれど仕方ありません。彼女は私が来るよりもずっと前から比べ物にならないくらいの苦痛を味わってきたのですから。

　ぐっすりと眠る時間があってもいいでしょう。

「お疲れさまです、カレンさん」

　机に突っ伏したまま眠りこける彼女の肩に、私は毛布をかけました。

　傍らには魔法薬の完成品が、転がっていました。





●






　一日目。

　上空から見下ろせばシェスカさんの普段の様子は手に取るように分かりました。毎日彼女は屋根の上から街を見下ろして、人々の生活から不要になったものを漁ったり、あるいは作物に手を出したり、そんな風に、今までと同じような生活を送っていたのです。

　姿が変わってもなお、今までと同じように。

　物を盗み、小屋で待っている女の子たちに食べ物を与えて、けれど自分自身はろくに食べもせずに、渡り歩くばかり。

　そうして日々を過ごしてきたのです。

　自分自身が誰なのかを誰にも知られることもなく、彼女はただ化け物として、半年もの間、生き続けたのです。

　孤独こどくに。

　誰にも顔を合わせることなく。


『…………』



　けれどそのような日々はもう終わりです。

　街を歩くシェスカさんの目の前には、お皿に乗せられたパンが一つありました。黒いオオカミとなった彼女はそれの匂においを軽く嗅かぐと、咥えて歩き始めました。しばらく進んだ先にはもう一つお皿に乗せられたパンがあります。ついでに袋も一つ置いてありました。

　あからさまなほどに怪しい気配が漂っていました。どう見ても罠でした。

　それでもシェスカさんは、パンを拾っては弱弱しい足取りで前へと進み、袋に詰め込んでいきました。女の子たちにまたパンを与えるためでしょう。

　上空で私が見守るなかでシェスカさんはただただ延々と、道しるべのように転がるパンを咥えては袋に詰め込んでいきました。

　そうして足取りは進んでいき。

　最後。

　街灯の下で、止まります。


『…………』



　シェスカさんは見上げました。

　そこには女の子が一人。

「シェスカ」

　金色の髪は肩を過ぎる程度に伸びており、いいところのお嬢さんらしく、着込んでいるローブはあちらこちらに過剰な装飾を施したいかにも高価な代物。

　歳の頃は十四歳程度でしょうか。まだ幼さのある顔立ちの彼女は、やがて目の前の黒いオオカミの目の前に跪ひざまずくと、涙をこぼしました。

　あなたを傷つけて、ごめんなさい──と、彼女は涙を流しました。

　使い魔の主であるカレンさんは、涙を流しました。

　黒いオオカミは何も答えません。ただ眩まぶしそうにカレンさんを見つめるばかりでした。

　カレンさんはやがて、シェスカさんを抱きしめました。ごわごわで、ふわふわとした黒い毛並みを撫でながら、泣いて、笑って、語り掛けました。

「──責任をとらせて」

　これから先の生涯をかけて、長い時間をかけて、孤独の埋め合わせをさせて──と、カレンさんは語り掛けました。

　その手には小さな瓶びんが握られていました。

　昨日完成したばかりの魔法薬が握られていました。

　そして。

　私とシーラと、そしてイレイナが空の上から見守る中で、カレンさんはシェスカさんに魔法薬を与えました。

　一日目。

　魔法薬が完成してから、一日目。

　長い長い二人の孤独な日々は、こうして幕を下ろしたのです。





○






　ことのあらましをすべてお伝えするのはとても骨でしたけれども、包み隠さず全部、役人さんに伝えました。

　カレンさんの使い魔が一人の女の子──シェスカさんであること。シェスカさんは決して街で暴れていたわけではないこと。同じくカレンさんもただ傷心しょうしんで引きこもっていたわけでもないこと。

　もう二度と、使い魔が街で暴れることはないこと。

　すべてつまびらかに話しました。

「……そう、ですか。にわかには信じがたい話ではありますけれども──」

　しかし事実です。

　三人の魔女がそれぞれ同様の証言をしているのですから、信じて頂かなくては困ります。

　役人さんはその後、私たちとの面談が済んだあとにカレンさんに会いに行くと語っておりました。事実の確認のためでしょう。

　あとはこの国の人々の仕事です。

　私たちは所詮しょせんは他人ですから、もう関わるべきではないでしょう。

　それに、関わらなくとも二人がこれからどのような日々を過ごしていくのかくらい、想像に難くありませんでしたから。

　唯一の懸念があるとするならば、あの荒れた屋敷にはおおよそ価値のあるものがほとんど残っていないことです。あれではまともに生活を送るのに大層苦労しそうです。

「ところで一つお願いがあるのですけれども」

　私は役人さんから報酬としてのそこそこの額の金貨を受け取ったあとに、首をかしげていました。

「……何です？」

　役人さんも同様に首をかしげます。

　しかし直後に、怪訝そうに眉根を寄せました。

「これ、カレンさんに渡してほしいんです」

　私がやったことが、少々理解できなかったからでしょうか。それとも私の隣の二人も同じことをしていたからでしょうか。


「…………」



　役人さんはしばし黙っていましたが、結局、頷きました。「……分かりました。あなた方がそう言うのでしたら」

　そして机に置かれた三つの金貨の束を、役人さんは回収していきました。




　私たちは役人さんにすべて明かしたあとで、すぐに国を出ました。

　長居をする必要もありませんでしたし、先生は先生で帰り道の途中ですから。

　むしろ約一週間も一つの国に留まってしまって申し訳ないくらいです。私が薬の調合に時間をかけすぎたのが悪いのですけれども。

「お前らはこれから港町に向かうのか？」

　国の門の前。平原の中、シーラさんは私たちに首を傾けます。相変わらず煙管を咥えておりましたが、風が吹いて煙は空の中へと流れるばかりで、匂いはさほど気になりませんでした。

　フラン先生は彼女に頷きます。

「そうですね。そのつもりです」

　あなたはどうするんです？　と尋ねるフラン先生に、シーラさんは少々苦い顔を浮かべました。

「あたしはこれからまた別の国で仕事だ。ここでお別れだな」

「あら残念です」

　言葉の割に結構あっさりしているフラン先生でした。「仕事熱心なのも分かりますけれど、あまり無理はしないでくださいね」

「してるように見えるか？」

「今のはお世辞です」


「…………」シーラさんは肩をすくめます。「お前らが羨うらやましいよ。あたしも叶うことなら港町のほうにほうきを走らせたいもんだけどな──でも仕事は仕事だ。残念ながら一緒には行けない」その顔色はやや疲れているようにも見えました。



「お見送りなら結構ですよ。どのみち今生こんじょうの別れというわけでもないのですし」

　いずれまた会うのですから、無理についてきてほしいとは思いません──とフラン先生は、笑います。

　シーラさんは息を吸って、吐いて、ため息のように煙を漏らします。

「歳食って役割が増えると面倒だな。やりたいこともやれなくなってくる。一緒にいてやりたいのに、そうすることもできないんだから」

　長いこと魔法統括協会に勤めているシーラさんには様々な役割が課せられているのでしょう。

　国から国へと渡りながら事件を解決する協会所属の魔女としての役割。人に物事を教える先生としての役割。

　サヤさんの師匠としての、役割。


「…………」少々戸惑っておられるフラン先生がおりました。「あの、いきなりそういうことを言われると反応に困るのですけど……」




「…………」シーラさんはそんなフラン先生にくすりと笑いました。「まあせいぜい二人旅を楽しめよ。邪魔者は退散する」



　そして彼女は、別れの言葉を語るわけでもなく、踵きびすを返して、歩きだしました。





    
      
        
      
    

  


　背中を向けたまま、彼女の口元から煙だけが漏れて、思わず顔をしかめてしまうような匂いが風に乗って流れ込みました。

　私たちもシーラさんに背を向けて歩き始めます。

　お互いほうきに乗りましょうなどと言うこともなく、ゆっくりと歩き始めました。

「次はどんな国が待っているのでしょうね」

　私はフラン先生に視線を傾けました。

　彼女は私のほうを向くと、一言。

「海がほどよく近くて若干磯の香りが漂うべたついた国じゃないですか」

　風情もくそもないことを言いました。

　けれど直後に、

「素敵な国だといいですね」

　と笑うのでした。

　私はただただ「そうですね」と頷くばかりで、相変わらず先生の隣を歩き続けました。

　顔をしかめてしまうような煙管の香りは、やがて感じなくなりました。私たちは振り返ることなくほうきを出して、走り始めます。

　二人旅の終わりへと。
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　わたしとリナリアさんの歴史探訪たんぼうはまだ続いていました。

　晩冬ばんとうから初春しょしゅんにかけての間は丸ごと休みなので、正直なところわたしもリナリアさんも帰り道のことなどあまり気にはしていなくて、それどころかラトリタからどれだけ離れようとも「まあ別に休暇きゅうかが終わりそうになったら戻ればいいんじゃないですかね？」などといかにも楽観的に考えるばかりで、こんな調子では結局最後の最後、休暇が終わりそうになった頃にどう足搔あがいてもラトリタに戻れないくらいに遠くまで来てしまっていた──なんて展開すらありえるのではないかと思ってしまうほどでした。

　でも気にはしませんでした。

　明日を気にするよりも今を楽しむほうが一番ですから。

「ここから先に少し行ったところに小さな国があるみたい」

　ほうきの上で地図を広げながらリナリアさんが言いました。

「どんな国です？」

　わたしの問いかけにリナリアさんはぱたん、と地図を閉じたのちに、答えます。

「何の情報もないわ」と。

　ほうほうなるほど。

　ということは。

「行ってからのお楽しみってことですね」

　わたしの言葉に、リナリアさんは「そうね」と笑うばかりでした。
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　国の門を過ぎた直後にわたしは「おおこれは絶対にいい国ですね間違いありません」と確信をもちました。

　門のすぐ近く、お腹なかを空すかせた旅人にとってはまさに絶好の場所に、とても素敵すてきな香りを漂ただよわせたお店が一つあったのです。

　露骨ろこつに繁盛はんじょうしているわけでもなく、けれど廃すたれているわけでもなく、客を待ち構えるようにパン屋さんが香りを漂わせながら出入り口を開けて、わたしたちを待っていました。

　店先には笑顔を咲かせた三人の女の子たちが、「できたてですー！」だとか、「美味おいしいですよー！」などと声を張り上げます。

　活気ある国だと一目で思いました。

「お客さん、旅人？　よかったらうちのパン一つどう？」

　できたてのパンがたくさん入った籠かごを抱えた女の子が一人、わたしにパンを押し付けました。

　おやおや？

「えっと、あの、わたし今あまりお金に余裕が──」

「いいから。これタダであげる」

　ぐい、と押し付ける女の子でした。

　えっ。タダですか？　いいんですか？　やったー！

　などと美味しそうな香りにすっかり絆ほだされて、わたしはパンを一つかじり。

「あっ……美味し……」

　ふわふわで太陽のように温かいパンの味が口いっぱいに広がります。わたしの周りに花が咲いたような気がしました。気のせいですけどそんな気分でした。幸せが満開です。

「リナリアさん！　これ美味しいですよ！　すごく！　食べてみてください！　さあ！」

　ぐいぐいとリナリアさんにそれを押し付けましたが、しかし彼女は「そう」と頷うなずくと、

「じゃあ一つずつ買っていく？」と首をかしげます。

　やたらと興奮するわたしに反してリナリアさんは極めてドライでした。何なら「あらあら仕方ない子ね」とでも言いたげな雰囲気すら醸かもしていました。保護者かな……。

　無料でもらったパンをかじりながらわたしはリナリアさんを引き連れて歩き始めます。パン屋でアルバイトをしている身としては敵情視察も兼ねてお店の中のパンを二人で一つずつなどとけちくさいことは言わずに端はしから端まですべて食い尽くす勢いでお店へと赴おもむきました。

　そしてお店がわたしたちを迎えます。

「ほうほう」これはこれは。

　店内はとても綺麗きれいで、見るからに最近開いたばかりのお店。

　わたしとリナリアさんの来客に「いらっしゃいませ」と、外の女の子たちと同じように笑顔を咲かせる二人の女性の姿がカウンターの向こうにはありました。

　一人は金髪の綺麗な女性。髪は肩ほどまで伸びていて、お上品な佇たたずまいでした。歳の頃は二十代半なかばほどでしょう。

　その隣には浅黒い肌をした黒髪の女性がいました。隣の金髪さんと恐らくは同年代で、見るからに活発な雰囲気がありました。

　どうやらお二人でお店をまかなっているようで。

「こんにちは」

　わたしは二人に軽く会釈えしゃくをしてから、お店の中を歩きます。

　平穏な国で、平和なお店の中、わたしたちはそうして、たまらなく幸せそうな二人のお店の中で、しばし休暇を楽しんだのです。




　お店の名前は『黒と金色と灰のパン屋』

　店主の女性二人に「どういう意味ですか？」と尋ねると、彼女たちは顔を見合わせてから、

「秘密」

　などといたずらっぽく笑うのでした。











あとがき









「白石しらいしさん……今日から痛くて何も食べられなくなると思うから、覚悟かくごしてくださいね？」

　絶望的なほどに歯並びが悪いわけでもなければ、矯正きょうせいをしようとしている悩みを打ち明けたところで周りからも「え？　そんなに歯並び悪かったっけ？」とむしろ首をかしげられる程度の歯並びの僕であるが、しかし身体に対する悩みは当人にしか分からないものもあるもので、学生時代より悩みの種であった歯並びを齢よわい二十五にしてついに矯正するに至った。そんな折に歯科医にかけられた言葉がそれであった。僕は言った。

「ハハハ大丈夫ですよぉ。僕痛みには強いほうですよ？」

　謎の自信に満ちた言葉であった。僕が通っているＹ歯科が最新機器を取りそろえた超意識高いクリニックだったからか、今までの治療があまりにもあっさりと進んでくれたからか、僕はＹ歯科による歯列しれつ矯正になぜだか絶大な信頼を寄せていた。

　実際、矯正器具の取り付けも非常にスムーズに進み、痛みなどまるでなかった。気が付いたら器具をつけ終わっていたくらいで、「ハハハやっぱり大したことないじゃないですかー」と至極しごく上機嫌なまま僕はクリニックをあとにした。

　出る間際まぎわに、

「今日からはあまり硬いものは食べないでくださいね」

　などという歯科医さんの助言などそのときにはすっかり忘れてしまっていた。

　その日の夜のこと。

「……念願の歯列矯正も始まったことだし、今日はパーっとお祝いでもするべきでは？」

　馬鹿ばかが高じてこんなことを言い出した僕は近くの定食屋に駆け込んだ。注文したのはとんかつ。今日から歯並びを治すべくがんばるぞー！　などとぬかしながら、僕は目の前に置かれたかつを食べた。最初はよかった。なんだやっぱり痛くないじゃないですかー脅おどしちゃってー。ふふふふ、などと余裕よゆう綽綽しゃくしゃくであったほどだった。

　しかし嚙かめば嚙むほど、時間が経たてば経つほど、徐々に僕の歯は器具の締しめ付けとかつを嚙む顎あごの力によって悲鳴を上げ始めた。

　そしてかつを一切れ食べ終わった頃である。


「あ………………………………………………めっちゃいたい………………………………」



　箸はしを置いた。

　定食屋の角すみ。窓際の席にて口を抑えながら震える二十五歳の姿がそこにはあった。見ようによっては娑婆しゃばに出てきて初めて暖かい飯を口に入れた男の姿にも見えたかもしれない。しかし実際にはただ歯が痛くていい歳こいてマジで泣きそうになっているだけの情けない後厄あとやく男子の姿である。

　今度から歯科医の言うことはちゃんと聞こうと思いました……。

　それはさておきそんな話はとりあえず置いておいて、あとがきの前に各話コメントに入ります。ネタバレ回避したい人はちょっとの間ページを飛ばしてね！




●第一章『巨人きょじんの調理場ちょうりば』

　元ネタは『ガリバー旅行記りょこうき』と『注文ちゅうもんの多おおい料理店りょうりてん』です。かねてから『注文の多い料理店』をネタにした短編はやってみたかったのですけれど主人公が猫ねこアレルギーゆえに「は？　こんなくっせえ店入れないんですけど？」などと入店拒否する未来しか見えなかったために長らくボツにしていたのですけれど、九巻に至ってなんやかんやで小さい女の子達が経営する店として出ることになりました。個人的には兵士長が好きです。

●第二章『田舎いなか娘むすめと歴史れきし中毒ちゅうどくとお薬くすり中毒』

　アルテとリナリアの再登場回となります。回想のアルテとリナリアのやり取りは書いていて楽しかったです。元々プリシラ様は七巻の『星霜せいそうの旅々たびたび』編において登場させる予定だったのですけれど、尺しゃくの都合つごうで泣く泣くカットせざるを得なかった経緯けいいがあるので、このタイミングで出すことができて嬉うれしかったです。

●第三章『孤独こどくに咲さき誇ほこる彼岸花ひがんばな』

　僕が生まれて初めて綺麗きれいだと思った花が彼岸花だったせいか中々思い入れが強くて、作品に登場させるならば象徴的な話の中で出すことにしようと決めてずっと温めていました。ちなみに彼岸花は田園でんえん地帯に寂さびしく咲いていることが多いものですが、あれはモグラ除よけ等のために植えられたためだそうです。つまり僕は花屋に並んだ色とりどりの花たちよりもただ粛々しゅくしゅくと業務ぎょうむをこなしているだけの花を見て綺麗だと思ったということになります。なんということか。

　作中でシーラさんが触れている連続殺人鬼の定義はＦＢＩで使われているシリアルキラーの分類秩序ちつじょ型／無秩序型を元ネタにしています。ファンタジー作品なので改変かいへんしてますけれども。

　ちなみに彼岸花の花言葉は「情熱・孤立・再会・あきらめ・悲しい思い出」など。

●第四章『灰はいかぶり』

　サクっと短めのコメディ話にするつもりが、終わってみたら結構な長さになっていたコメディ回でした。シンデレラを題材にした話をやろうとするとどうしても触れなければならない部分が多かったためですね……。

　書き終わってからこのシリーズに出てくる王子ってお馬鹿率高いことこの上ねえなと思いました。

●第五章『使つかい魔ま』

　裏話になりますが「魔女まじょの旅々たびたび」が商業出版するにあたって、「使い魔とかつけてみたら？」というアイデアを編集さんから頂いていたのですけれど、「やだ！　ぜったいやだ！」と無下むげに断っていた経緯がありました。この話を書いている最中に思い出していたのはそんなところで、このシリーズも書き始めてから九巻にまでなったわけですが、ここでようやく初めて使い魔が登場しました。九巻一章もそうなのですけれども、一冊のバランス等の色々な事情により後回しにしている題材の話は結構多いものです。

　カレンに父親がいない理由はお察しください。

●第六章『田舎娘と歴史中毒と小麦こむぎの香り』

　三巻『旅人たびびとが刻きざむ壁かべ』のように、時間軸を分けて一つの物語というものをやってみたかったのです。時間がなさすぎて右往うおう左往さおうしましたがこのオチにたどり着けてよかったと思っています。




　今回は八巻に引き続きフラン先生との二人旅となります。

　まだ原稿は書いていませんが（というよりお察ししているかもしれませんが）十巻でフラン先生との旅路が終わることになる予定です。三章の『孤独に咲き誇る彼岸花』はどうしてもこのタイミングしか入れる余地がなかったために全体的に長めの章が多めになりました。

　次の巻ではドラマＣＤ付き限定特装版とくそうばん（予約始まってるそうですよ！）があるということもあり、九巻の時点で次に続ける話が書けることを嬉しく思います。十巻で物語の幕を下ろす予定はありませんが、フラン先生とイレイナさんの二人旅に最後までお付き合いいただければ幸さいわいです。

　それでは謝辞しゃじを。

　担当編集Ｍ様。

　お会いする度に「あんまり食べないね」と心配してくださっていましたが、歯列矯正に手を出した結果更に食べない白石定規じょうぎになりました。これからは料理に量より質を求める白石定規になるかと思いますが末永すえながくお付き合いいただければ幸いです。

　あずーる様。

　今回もイラスト作業ありがとうございます。九巻Ａｍａｚｏｎ限定版のイラストはもう本当に滅茶苦茶めちゃくちゃ綺麗でプリモアートが届いたあかつきには家宝にしたいと思っています。

　七緒ななお一綺いっき様。

　コミカライズ版の「魔女の旅々」、毎回更新を楽しみにさせていただいています。何度もTwitter等で言っているのですけれども本当に二話のオリジナル展開最高でした……。

　関係者各位。

　ＳＢクリエイティブの皆さま、取次の皆さま、書店員の皆さま、本作の出版に携たずさわってくださった皆さま。本当にありがとうございます。今後ともよろしくお願いします。

　読者の皆さま。

　九巻までお付き合いくださり本当にありがとうございます。次の十巻はドラマＣＤ付き限定特装版付きも同時発売で八月中頃予定です。ぜひぜひよろしくどうぞ！




　話は変わりますが矯正してから今に至るまで十キロ程度体重が減りました。

　元々そこまで肥満ひまん体質だったわけではないのですけれども、矯正直後から毎日おかゆ食べては十秒チャージを繰り返していたので体重がブラックマンデーばりの急降下を見せて今では平均以下となっています。やべえ。

　歯の痛みも治まりようやく食べられるようになったのですけれど、胃袋いぶくろの大きさまでは戻らなかったようで、自堕落じだらくな食生活が改善されてしまいました。おかげでルームランナーが息してない。

　減った体重に反比例して「魔女の旅々」シリーズの人気がこれからも伸び続けてくれることを祈いのるばかりです。ではでは次は八月にお会いしましょう。それでは！
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